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木村祐一さんも出演している「よしもと祇園花月」では漫才、落語、新喜劇など生の“笑い”を
間近で体感してたっぷりと笑っていただけます。くわしくは「よしもと祇園花月」で検索してください！！
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ロ
カ
ビ
リ
ー
な
少
年
の
頃
、Betty

と
名
付
け

た
我
ら
5
人
編
成
の
バ
ン
ド（
私
は
リ
ー
ド
ギ
タ

ー
）と
、そ
の
親
衛
隊
な
るstretch

と
銘
打
っ
た

10
人
程
のrock’n’roll

少
年
達
。stretch

（
ス
ト

レ
ッ
チ
）と
は
、今
で
こ
そ
身
体
の
事
で
耳
に
し
ま

す
が
、当
時
は
な
ん
の
こ
と
？ 

み
た
い
な
。
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
萩
原
健
一
さ
ん
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、シ
ョ
ー
ケ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
彼
曰
く「
ツ
ッ

パ
リ
」っ
て
意
味
や
、と
。
ま
ぁ
そ
ん
な
大
所
帯

で
、ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
を
企
画
&
実
施
し
て
た
ん
で

す
な
。
京
都
駅
八
条
口
近
く
、洛
南
高
校
そ
ば

の
六
孫
神
社
の
3
階
の
公
民
館
み
た
い
な
と
こ
。

は
た
ま
た
婦
人
セ
ン
タ
ー
別
館
な
る
と
こ
。
パ
ー

券
売
っ
て
同
級
生
の
子
ら
に
来
て
も
ら
い
、ワ
ン

ド
リ
ン
ク
で
我
等
の
演
奏
で
ツ
イ
ス
ト
し
て
も
ら

う
と
い
う
、
楽
し
さ
だ
け
の
パ
ー
テ
ィ
。
で
も
、

rock’n’roll

を
割
と
大
音
量
で
流
し
ま
っ
し
ゃ

ろ
、苦
情
来
た
ら
即
中
止
。
で
も
来
な
か
っ
た
。

何
故
？ 

そ
れ
は
つ
い
先
日
判
明
。
シ
ョ
ー
ケ
ン
と

久
々
に
ご
飯
食
べ
て
ま
し
た
わ
。
彼
が
言
い
ま
す

「
あ
の
頃
は
お
菓
子
買
う
て
会
場
の
近
所
の
家
に

挨
拶
に
行
っ
て
た
ん
や
で
」と
。
17
〜
8
歳
で
す

よ
。
さ
す
が
京
都
の
子
や
。
教
育
出
来
て
る
！  

近
所
の
お
ば
さ
ん
達
が
言
う
て
は
っ
た
そ
う
で
す

「
ア
ン
タ
ら
そ
ん
な
な
り
し
て
ん
の
に
偉
い
な
ぁ
」

や
て
。
そ
ら
リ
ー
ゼ
ン
ト
に
革
ジ
ャ
ン
の
若
い
子

が
お
菓
子
持
っ
て
来
た
ら
そ
う
な
る
わ
な
ぁ
。

部首とパーツを組み合わせて漢字を作り対戦する
ゲーム「部首組み合わせタッチパネルかるた」や、魚
にまつわる漢字クイズに正解すると画面で魚が泳ぎ
出す「漢字回転すし」、またポーズをとって漢字を作
り写真が撮れるスポットなど、さまざまな体験型展
示が充実！  時間を忘れ、夢中になって楽しめます。

20以上の体験型展示に
夢中になってしまう

子どもがエンジョイ！
Point2

漢字ミュージアムの立地は、多くのスポットがある「祇園」のバス停
からすぐ！　他の用事と合わせて、1日の予定に組み込むのもおす
すめです。当日は再入館可能なので、八坂神社参拝や、ショッピン
グなどに絡め、気軽に立ち寄れます。館内には漢字にまつわるフォ
トスポットもたくさん。隙間時間に訪れて、親子３世代、それぞれが
好きな場所で記念撮影するのも、良い思い出になります。

当日はチケット提示で
再入館可能

何かのついでに立ち寄るも良し！
Point3

八坂神社から南西に目をやれば、すぐ目に入るスタイリッシュな
建物が「漢字ミュージアム」です。存在は知っていても、中に入っ
たことがない京都人も意外と多いのでは？　ハンケイ500m編
集部がその魅力をリサーチしてきました！

今号のバス停
「祇園」からすぐ！

漢字ミュージアム（漢検 漢字博物館・図書館）
z075-757-8686　
x京都市東山区祇園町南側551　
c9時半～17時　
v月曜（祝日の場合は翌平日）

大人800円
高校生・大学生500円
小学生・中学生300円
※小中高生と同伴の大人は300円引

﹇
入
館
料
﹈

館内に入ってすぐのスペースでは、毎年12月に
清水寺で揮毫される「今年の漢字」の大書が
お出迎え。現在は、2022年の漢字「戦」が展示
中。過去の漢字もパネル展示されているので、
どんな世相だったか振り返るトークに花が咲
きます！

「今年の漢字  」を見ながら
世相を振り返る

大人に人気はコレ！
Point1

R

き  ごう



　
大
学
時
代
に
3
日
と
空
け
ず
遊
ん
で

い
た
親
友
の
バ
イ
ト
先
が
、
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
だ
っ
た
。
ジ
ー
パ
ン
に
T
シ
ャ
ツ
を

カ
ッ
コ
よ
く
着
こ
な
し
、
テ
キ
パ
キ
と
仕

事
を
こ
な
す
彼
を
訪
ね
て
、
よ
く
お
茶

を
し
に
行
っ
た
。
同
年
代
の
店
員
達
は

男
子
も
女
子
も
お
し
ゃ
れ
な
連
中
ば
か

り
。
店
内
の
音
楽
も
、彼
ら
が
競
い
あ
っ

て
お
す
す
め
の
も
の
を
流
し
て
い
た
。
ス

タ
ッ
フ
が
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
楽
し
そ

う
に
働
い
て
い
る
お
し
ゃ
れ
で
ア
メ
リ
カ

ン
な
お
店
、
そ
れ
が
僕
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　
そ
ん
な
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
が
、
あ
る
日
、

僕
の
実
家
の
近
く
に
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

当
時
、
地
下
鉄
が
通
り
ど
ん
ど
ん
活
気

づ
い
て
き
て
い
た
北
山
通
の
ビ
ル
の
2
階
。

こ
の
北
山
店
で
、
オ
ー
プ
ン
当
初
フ
ラ

イ
パ
ン
を
振
っ
て
い
た
の
が
ま
た
、
知
り

合
い
。
だ
か
ら
よ
く
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
実
は
、
今
で
も
よ
く
行
く
。

駐
車
場
も
あ
っ
て
、
と
っ
て
も
便
利

な
の
だ
。

　
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
、
豊
富
な

種
類
の
パ
ス
タ
や
キ
ッ
シ
ュ
で
、

し
っ
か
り
食
事
が
で
き
る
の
に
、

カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
も
バ
ッ
チ
リ
。

こ
れ
が
一
番
の
魅
力
だ
ろ
う
。
昼

食
後
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
ケ
ー
キ

と
お
茶
を
目
当
て
に
利
用
す
る
こ

と
も
多
い
。
そ
ん
な
時
は
、い
つ
も
、

あ
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ケ
ー
キ
た

ち
を
じ
っ
く
り
吟
味
す
る
の
だ
が
、

あ
る
と
必
ず
頼
ん
で
し
ま
う
の
が
「
フ

ル
ー
ツ
ミ
ル
ク
レ
ー
プ
」
だ
。
た
だ
の
ミ

ル
ク
レ
ー
プ
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
イ
カ

し
て
い
る
。
生
ク
リ
ー
ム
も
カ
ス
タ
ー

ド
も
楽
し
め
る
上
に
、
フ
ル
ー
ツ
が
贅

沢
に
挟
ん
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ち
ょ
こ

ん
と
上
に
乗
っ
て
い
る
苺
の
お
か
げ
で
、

ま
る
で
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
よ
う
な

「
ケ
ー
キ
食
べ
て
る
！
」
と
い
う
満
足
感

も
あ
る
。
重
な
る
薄
い
ク
レ
ー
プ
は
、

心
地
よ
く
フ
ォ
ー
ク
で
切
れ
る
の
で
食

べ
や
す
い
。
甘
さ
が
や
や
控
え
目
な
の

も
嬉
し
い
。
そ
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

る
飲
み
物
は
コ
ー
ヒ
ー
で
も
い
い
の
だ
が
、

僕
は
よ
く
「
ア
ー
モ
ン
ド
オ
ー
レ
」
を

頼
む
。

　「
ア
ー
モ
ン
ド
オ
ー
レ
」
に
初
め
て
出

会
っ
た
時
は
、
ち
ょ
っ
と
感
動
し
た
。

か
れ
こ
れ
30
年
以
上
前
、
前
述
し
た
親

友
が
「
ア
ー
モ
ン
ド
オ
ー
レ
は
お
す
す
め

や
ぞ
！
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
当
時
か

ら
僕
は
コ
ー
ヒ
ー
好
き
で
、
だ
い
た
い

喫
茶
店
で
は
ホ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー

ヒ
ー
を
頼
む
の
だ
が
、
親
友
が
あ
ま
り

に
推
薦
す
る
の
で
、
そ
ん
な
に
期
待
せ

ず
に
「
ア
ー
モ
ン
ド
オ
ー
レ
」
を
頼
ん
で

み
た
。
一
発
で
、
あ
の
な
ん
と
も
言
え
な

い
風
味
の
虜
に
な
っ
た
。
ウ
ッ
デ
ィ
ー
な

テ
ー
ブ
ル
に
ケ
ー
キ
と
ア
ー
モ
ン
ド
オ
ー

レ
。
作
り
か
け
の
曲
の
歌
詞
を
ゆ
っ
く

り
と
考
え
な
が
ら
過
ご
す
と
、
あ
の
頃

の
気
持
ち
を
思
い
返
し
て
、
甘
く
て
セ

ン
チ
な
言
葉
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
り
す

る
。
学
生
時
代
に
感
じ
た
カ
ジ
ュ
ア
ル

で
ア
メ
リ
カ
ン
な
空
間
は
健
在
だ
。
力

み
の
な
い
お
し
ゃ
れ
な
時
間
が
ず
っ
と
流

れ
て
い
る
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
、
今
で
も

僕
の
と
て
も
大
切
な
場
所
だ
。

京都で青春を過ごした世代にとって
忘れられない場所と味があります。
友や恋人と食べながら語り合った

まるでもう一つの自分の家。
SECOND HOUSEを愛してやまない面々に

思い出を振り返ってもらいます。

同志社大学在学中の1987年よりバンド結成、シ

ンガーソングライターとして本格的に音楽活動を開

始。以降はキリスト教学嘱託講師として同志社高

校で教鞭をとりながら、サウンドロゴクリエーターとし

ても活動。グリコ「カフェオーレ」など多くの企業CM

ソングを制作。G.&Vo.を担当する京都町内会バン

ドは、結成25周年を越えて活動中。近年は役者と

しても出演、舞台音楽も手がける。 2014年からユ

ニット「はひふのか」を役者として共同主宰。ワンシ

チュエーションコメディ「Moonlight Club」は16作

を数え、2021年から３作映画化。現在、KBS京都

ラジオ「サウンド版ハンケイ500m」パーソナリ

ティー。著書に「音楽で生きて行く11の方法」、配

信リリース最新ソロアルバム「アンコール」。

原田博行

セカンドハウス
ハンケイ500m

SECOND HOUSE 店舗一覧

思い出の一皿
SECOND HOUSE

出町店

もよりバス停は「河原町今出川」

z075-241-4051  x京都市上京区河原
町今出川下ル梶井町448 清和ビル1F  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶とも
21時半）  v無（年末年始は変更あり）

セカンドハウス草津店

もよりバス停は「丸尾」（近江近鉄バス）

z077-565-0339  x滋賀県草
津市追分南6-21-10  c10
時～22時（L.O .21時目安）  
v無（年末年始は変更あり）

北山店

もよりバス停は「北山駅前」

z075-701-2223  x京都市北区上賀
茂岩ヶ垣内町96 エヌプラドビル2F奥  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶と
も21時半）  v月（月祝の場合水）

イオンモール京都五条店

もよりバス停は「中ノ橋五条」

z075-323-1911  x京都市右京区西院追
分町25-1 イオンモール京都五条1F  c10
時～22時（（L.O.  フード21時、喫茶21時
半）  vイオンモール京都五条に準じます。

東洞院店

もよりバス停は「四条高倉」

z075-241-2323（2F）  x京都市中京区
東洞院通六角下ル御射山町283  2F  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶とも
21時半）  v無（年末年始は変更あり）

原田博行
満足感あるミルクレープと
アーモンドオーレを飲んで曲を作る。ここは今でも、僕の大切な場所
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ネオン街の酔夢
色とりどりのネオンのなかに／かが
やくお店をさがしていたら／気が
つきゃいつもの梯子酒／なあなあ
明朝取材やで／ってだれも話を聞
いてへん／それ�MOU☆IKKEN!�
やれ�MOU☆IKKEN!�（作者の
願望を編集部に託しました）
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いわゆる「京都人」と呼ばれる人 は々、かなりのこだわり
屋です。行列やブランドにまどわされない審美眼で、いつ
も自分の「お気に入り」を発見しています。そんなみなさ
んに満足と納得をしてもらえるフリーマガジンを目指した
い。私たち編集部は、京都の土壌における「職人」とい
うキーワードに着目し、あるバス停から半径500mの円
内をくまなく歩きます。そして、独自の哲学、ポリシーを持

った「職人」気質の方 を々発見し、取材して巻頭で特
集しています。このコンセプトのもと、特集以降の全ペー
ジも、編集部が興味をもち、確かめて、感動や衝撃を受
けたことだけを掲載しています。『ハンケイ500m』には、
私たちがお知らせしたい、オリジナルな情報が詰まって
います。他のどこにもないフリーマガジンを存分に楽しん
でください。
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…
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聞
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お
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40 

踏
み
出
せ
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ガ
ク
モ
ン
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未
来 
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ラ
ボ
最
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線
…
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…
同
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社
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デ
メ
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ア 
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E
S
S
A
Y
…
…
…
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㎜・京
都
町
内
会
バ
ン
ド

44 

酒
噺
…
…
…
宝
酒
造

表
3 

岡
田
博
和
も
の
が
た
り
…
…
…
T
O
W
A

表
4 

ム
ー
ン
ラ
イ
ト 

ク
ラ
ブ 

イ
ン 

ラ
ブ
…
…
…
は
ひ
ふ
の
か
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NEW
OPEN カジュアルスタイルで味わう

ちょっと他にない美味しい肉
焼肉ホルモン ブンゴ 西院店

おおいた和牛の焼肉店が西院にオープン！

　
阪
急
西
院
駅
か
ら
西
に
徒
歩
１
分
ほ
ど
。
仕
事

終
わ
り
で
も
、「
ち
ょ
っ
と
他
に
な
い
美
味
し
い
肉
」

を
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
焼
肉
店
「
焼
肉
ホ
ル
モ
ン 

ブ
ン
ゴ 

西
院
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
本
誌
読
者

な
ら
、「
ブ
ン
ゴ
」
の
名
に
聞
き
馴
染
み
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
、
こ
ち
ら
は
祇
園
新

橋
に
店
を
構
え
る
高
級
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
和
牛

料
亭
b
u
n
g
o
京
都
祇
園（
本
誌
19
P
掲
載
）」

と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
、
お
お
い
た
和
牛
を
堪
能
で

き
る
店
だ
。

　
ブ
ン
ゴ
グ
ル
ー
プ
で
扱
う
の
は
、
お
お
い
た
和
牛

の
中
で
も
A
4
等
級
以
上
。
牛
肉
の
お
い
し
さ
を

決
め
る「
オ
レ
イ
ン
酸
値
」が
55
%
以
上
の
牛
を「
一

頭
飼
い
」
し
て
い
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ど
の
店
に

も
上
質
な
肉
が
提
供
さ
れ
る
。
お
お
い
た
和
牛
は

な
ん
と
い
っ
て
も
赤
身
を
味
わ
う
肉
。
う
ま
み
と

甘
味
が
強
く
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
食
感
。
や
わ
ら

か
い
だ
け
で
な
く
、
胃
に
も
た
れ
な
い
こ
と
が
特

徴
だ
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
西
院
店
だ
が
、
一
頭
の
牛
か

ら
約
3
%
し
か
取
れ
な
い
、
究
極
の
ヒ
レ
肉
「
シ
ャ

ト
ー
ブ
リ
ア
ン
」
や
、
サ
シ
が
き
れ
い
な
肩
ロ
ー
ス

の
「
シ
ル
キ
ー
ハ
ネ
シ
タ
」
な
ど
希
少
部
位
を
日

替
わ
り
で
楽
し
め
る
。
グ
ル
ー
プ
で
「
一
頭
飼
い
」

す
る
強
み
を
存
分
に
活
か
し
て
い
る
。

　
店
長
は
「
豊
後
牛
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
務
め
る
、

中
尾
真
也
さ
ん
。
大
学
卒
業
後
、
23
才
か
ら
同

グ
ル
ー
プ
へ
入
社
。
お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
楽
し

く
、
飲
食
の
道
に
の
め
り
込
ん
だ
。
人
気
居
酒
屋

「
土
間
土
間
」
の
店
長
、
統
括
店
長
、
S
V
（
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）、
課
長
を
歴
任
。
27
才
で
海
外

戦
略
部
室
長
に
抜
擢
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
。
立
ち

上
げ
た
居
酒
屋
を
、〝
ベ
ト
ナ
ム
で
は
知
ら
な
い
人

は
い
な
い
〞
ほ
ど
の
人
気
店
に
育
て
上
げ
た
経
歴

を
持
つ
。
そ
ん
な
や
り
手
の
中
尾
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー

は
「
仕
事
は
本
気
で
や
る
」
だ
。
日
々
愚
直
に
料

理
に
向
き
合
い
、
一
生
懸
命
仕
事
を
す
る
。
全
力

で
や
る
か
ら
こ
そ
、
仲
間
と
喜
び
も
共
に
味
わ
え

る
。
そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
の
店
は
、
自
然
に
熱
量
の

高
い
チ
ー
ム
が
で
き
上
が
り
、
お
客
様
が
心
底
嬉

し
い
サ
ー
ビ
ス
へ
と
つ
な
が
る
そ
う
。

　
い
い
肉
と
い
い
サ
ー
ビ
ス
で
「
お
客
さ
ん
に
と
っ

て
も
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
〝
第
二
の
家
〞
の
よ

う
な
親
し
め
る
店
に
し
た
い
」
と
中
尾
さ
ん
。
店

頭
に
輝
く「
B
U
N
G
O
」の
大
き
な
赤
い
ネ
オ
ン
。

ど
こ
か
大
衆
感
が
あ
り
、
和
や
か
な
西
院
の
雰
囲

気
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
西
院
の
〝
第
二
の
家
〞
へ

ぜ
ひ
！

豊
後
牛
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

焼
肉
ホ
ル
モ
ン 

ブ
ン
ゴ 

西
院
店

店
長
・
中
尾
真
也
さ
ん

焼肉ホルモン ブンゴ 西院店

もよりバス停は「西大路四条」

z075-925-9800　x京都市右京区西院
高山寺町15　c17時～23時　v不定休

公園公園

円山公園円山公園

祇園山鉾収蔵庫祇園山鉾収蔵庫

祇園会館
よしもと祇園花月
祇園会館
よしもと祇園花月

和牛料亭 
bungo 祇園
和牛料亭 
bungo 祇園

Ryokaku（原了郭）Ryokaku（原了郭）

原了郭 本店原了郭 本店

南座南座
八坂神社八坂神社

何必館
 京都現代美術館
何必館
 京都現代美術館

福栄堂福栄堂

壹錢洋食 本店壹錢洋食 本店

出雲の阿国像出雲の阿国像

阿国歌舞伎発祥地碑阿国歌舞伎発祥地碑

辰巳大明神辰巳大明神

漢検
漢字博物館・
図書館（漢字
ミュージアム）

漢検
漢字博物館・
図書館（漢字
ミュージアム）

トイレトイレ

トイレトイレ

トイレトイレ

京中  月京中  月

働く少年の像働く少年の像

トイレトイレ

トイレトイレ

三条三条

祇園四条祇園四条

京
阪
本
線

京
阪
本
線

↓至：京つけもの もり八坂店↓至：京つけもの もり八坂店

鴨
川

四条通四条通

富永町通富永町通

若松通若松通

新橋通新橋通

新門前通新門前通

古門前通古門前通

末吉町通末吉町通

白川筋白川筋

なすありの径なすありの径

大
和
大
路
通

大
和
大
路
通

縄
手
通

縄
手
通

切
通
し

切
通
し

花
見
小
路
通

花
見
小
路
通

華頂道華頂道

古
川
町
商
店
街

古
川
町
商
店
街

東
大
路
通

東
大
路
通

白川

祇園

市バス
京都駅前

から乗車約21分
地下鉄烏丸線・
JR・近鉄京都線
京都駅

市バス
四条烏丸

から乗車約11分
阪急京都線
烏丸駅

地下鉄烏丸線
四条駅

市バス
西大路四条
から乗車約24分

阪急京都線
西院駅

嵐電嵐山本線
西院駅

市バス
北大路バス
ターミナル
から乗車約32分
地下鉄烏丸線
北大路駅

202

12

46

市バス
国際会館駅前
から乗車約35分
地下鉄烏丸線
国際会館駅

市バス
東山三条
から乗車約4分
地下鉄東西線
東山駅

市バス
四条京阪前
から乗車約2分

京阪本線
祇園四条駅

市バス
四条河原町
から乗車約5分
阪急京都線
京都河原町駅

206 86

202

207

207

58

58
80

206

31

201
203

31

46

86

203

201

四条京阪前

（おりば）

三条京阪前

知恩院前

祇園

西洋料理家ふじい
P08

祇園喫茶リンケン
P 16

いち凛
P 10

ラウンジ扇
P 14

エニアック
P06

エスト
P 12

―上段／主要なバス停からの乗車時間　下段／鉄道の最寄駅　 ―市バスの系統番号　　市バス100号系統は当面の間、運休しています。直近の運行情報は交通局ホームページをご確認ください。

G i o n  ( N o r t h w e s t )

祇園

夜にはネオンが輝き、一層華やかになる祇園は、京都を代表する歓楽街。
中でも、八坂神社の北西のエリアは、雑居ビルが立ち並び
さまざまな飲食店やスナック、こだわりのバーがたくさん。

京情緒と酒場が混在するこの街を選び、ここだからできることを追求する。
そんな職人たちが、自分に磨きをかけて客を待っている。

［左上：北西エリア］
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バー エニアック
z075-525-2472　x京都市
東山区富永町通東大路西入
ル南側マルトー4ビル3F　c19
時～翌2時　v日・祝

もよりバス停は「祇園」  

1／ずらりと並ぶ酒瓶の上、円筒形の黒い物
体が「バズーカ砲」と呼ばれるBOSE社製のス
ピーカー。両端から音が鳴る不思議な構造。
2／EP盤1,000枚、LP盤1,300枚の大コレク
ション。「お客さんから託されたものだから」と
扱いにも気を使う。3／邦楽も洋楽も、懐かし
いジャケット写真とともに整然とファイリング
されている。料金はショット2,000円（グループ
の場合は一人1,000円）。

BAR ENIAC

「
よ
し
も
と
祇
園
花
月
」
の
南
側
、
ビ
ル
の

４
階
。
重
い
扉
を
開
け
る
と
、
暗
闇
に
不
思
議

な
光
が
浮
か
ぶ
。
真
空
管
や
電
子
回
路
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
照
明
、「
バ
ズ
ー
カ
砲
」
の
異
名
を

持
つ
円
筒
形
の
ス
ピ
ー
カ
ー
…
…
。
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
バ
ー
「
エ
ニ
ア
ッ
ク
」。
現
在
の
姿
に
た
ど

り
着
く
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
が
あ
っ

た
。
店
主
の
岡
田
圭
子
さ
ん
は
「
話
を
す
る
の

は
得
意
じ
ゃ
な
い
の
に
」
と
は
に
か
み
な
が
ら
、

歴
史
の
詰
ま
っ
た
レ
コ
ー
ド
棚
に
目
を
や
っ
た
。

デ
ザ
イ
ン
会
社
と
ラ
ウ
ン
ジ 

二
足
の
草
鞋
を
履
い
た
若
き
日
々

岡
田
さ
ん
は
地
元
・
京
丹
後
の
高
校
を
卒
業

後
、
京
都
市
内
の
短
大
へ
。
そ
の
後
、
知
人
の

紹
介
で
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
事
務
員
と
し
て
就
職

し
た
。
そ
の
会
社
が
祇
園
で
ラ
ウ
ン
ジ
も
経
営
し

て
い
た
た
め
、
週
に
１
度
、
バ
イ
ト
を
始
め
た
。

「
生
活
の
足
し
に
な
れ
ば
と
軽
い
気
持
ち
で

始
め
た
の
で
す
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
受
け
て
デ

ザ
イ
ン
部
門
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」。

幸
い
ラ
ウ
ン
ジ
は
閉
店
を
免
れ
た
た
め
、
岡

田
さ
ん
は
バ
イ
ト
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ス
タ
ッ
フ

へ
と
転
身
。
年
中
締
め
切
り
に
追
わ
れ
、
常
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
と
違
い
、
飲
食
業
は
「
オ
ン
と
オ
フ
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
が
気
に
入
っ
た
。

知
ら
な
い
人
と
会
話
を
す
る
の
は
得
意
で
は
な

か
っ
た
が
、
会
話
の
中
で
「
お
客
さ
ん
の
い
い

と
こ
ろ
」
を
探
す
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
苦
手
意

識
を
克
服
し
て
い
っ
た
。

次
の
転
機
が
訪
れ
た
の
は
２
０
１
４
年
。
数

度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
て
、
そ
の
頃
に
は
４

代
目
の
マ
マ
と
し
て
ラ
ウ
ン
ジ
を
切
り
盛
り
し

て
い
た
岡
田
さ
ん
が
、
つ
い
に
自
身
の
店
「
エ

ニ
ア
ッ
ク
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
だ
。
場
所
は

慣
れ
親
し
ん
だ
祇
園
。
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
内

装
イ
メ
ー
ジ
は
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
の
元
社
長
が

親
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
た
。

受
け
継
い
だ
レ
コ
ー
ド
は 

貴
重
な
財
産
、だ
か
ら
守
る

「
エ
ニ
ア
ッ
ク
」
が
所
蔵
す
る
レ
コ
ー
ド
や
音

源
、
ほ
と
ん
ど
が
お
客
さ
ん
か
ら
の
寄
贈
品
だ
。

「
以
前
の
店
に
は
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
き
過
ぎ
て
今
の
店
に
は
入
ら

な
か
っ
た
。
せ
め
て
レ
コ
ー
ド
だ
け
で
も
と
目

録
を
作
り
、
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
る
よ
う
に
整
理

し
た
ん
で
す
」。

長
年
、
客
た
ち
が
「
捨
て
る
の
が
忍
び
な
く

て
」
と
持
ち
込
ん
だ
レ
コ
ー
ド
、
そ
の
数
は
Ｅ

Ｐ
盤
・
Ｌ
Ｐ
盤
合
わ
せ
て
２
３
０
０
枚
以
上
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
と
も
に
整
理
し
た
分
厚
い
メ
ニ

ュ
ー
ブ
ッ
ク
は
、
Ｅ
Ｐ
盤
だ
け
で
９
冊
に
も
な

る
。
お
客
さ
ん
の
私
物
だ
っ
た
か
ら
、
時
代
も

ジ
ャ
ン
ル
も
ば
ら
ば
ら
で
、
統
一
感
の
な
さ
が

お
も
し
ろ
い
。

「
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
誰
で
も
１
枚
ぐ
ら
い
は

好
み
の
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
」。

昔
懐
か
し
い
音
楽
は
、
人
と
人
と
の
距
離
を

一
気
に
縮
め
て
く
れ
る
。
お
酒
と
同
様
に
、
音

楽
に
は
人
々
の
心
を
開
か
せ
る
力
が
あ
る
と
岡

田
さ
ん
は
言
う
。

「
皆
さ
ん
か
ら
譲
り
受
け
た
貴
重
な
財
産
を

守
っ
て
い
る
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

い
わ
ば
レ
コ
ー
ド
の
守
り
人
だ
。
岡
田
さ
ん

は
思
い
出
ご
と
引
き
継
ぎ
、
大
切
に
守
っ
て
い

く
。
次
の
世
代
の
誰
か
の
手
に
委
ね
る
ま
で
。

膨大なコレクションから、好きな曲をリクエストできるミュージックバー。

「譲り受けた貴重なレコードを守り、
受け継いでいくのが役割」

音
楽
に
は
人
の
心
を

開
か
せ
る
力
が
あ
る

Okada
Keiko

バー エニアック　店主　岡田圭子
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西洋料理家 ふじい
z075-561-3301（要予約）　x
京都市東山区祇園町北側347-
161 祥朋ビル1F　c16時～22時
LO　v水&不定休

もよりバス停は「祇園」  

１／豊潤な香りもご馳走。フェットチーネ アル・フレード1,650
円。２／表面は香ばしく、中はふんわりと柔らかな食感。牛ヒ
レの肉を使用したミラノ風カツレツ2,750円。３／ちなみに前
まで肩書はイタリア語で食堂を意味する「クチーナ」だった
が、移転を機に肩書きを「西洋料理家」に。店内には藤井さ
んの仕事ぶりを鑑賞しながら食事が楽しめるカウンターが７
席。

GION FUJII

「
ふ
じ
い
」
は
祇
園
の
路
地
奥
に
あ
る
、
カ

ウ
ン
タ
ー
７
席
の
み
の
小
さ
な
料
理
店
だ
。
藤

井
博
人
さ
ん
が
振
る
舞
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ

リ
ア
の
西
洋
料
理
。
現
在
62
歳
。
34
年
前
に
独
立

し
て
以
来
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
き
た
。

真
の
料
理
人
を
目
指
し
て
渡
欧 

日
本
も
海
外
も「
結
局
は
人
次
第
」

藤
井
さ
ん
が
料
理
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
、
京
都
ホ
テ
ル
に
勤
め
て
い
た
祖
父
だ
。

小
学
生
の
頃
、
祖
父
に
手
を
引
か
れ
て
い
ろ
ん

な
ホ
テ
ル
の
厨
房
を
見
学
し
た
。
そ
の
と
き
も

ら
っ
た
焼
き
立
て
ク
ッ
キ
ー
の
味
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
料
理
人
は
藤
井
少
年
の
憧
れ
に
な
っ
た
。

高
校
卒
業
後
は
某
ホ
テ
ル
に
就
職
。
３
年
で
退

職
し
た
あ
と
は
、
個
人
経
営
の
横
浜
の
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
い
た
。
ホ
テ
ル
の
料
理
と
は
違

う
個
別
の
「
お
も
て
な
し
」
に
魅
了
さ
れ
た
。
な

に
か
ら
な
に
ま
で
、
一
か
ら
の
学
び
直
し
。
基
本

の
ソ
ー
ス
作
り
も
こ
こ
で
マ
ス
タ
ー
し
た
。

京
都
に
戻
り
、
料
理
を
学
び
に
フ
ラ
ン
ス
渡
航

の
準
備
を
始
め
た
が
、
コ
ネ
の
な
い
日
本
人
の
就

労
は
難
し
い
と
わ
か
る
。「
イ
タ
リ
ア
な
ら
店
を

紹
介
で
き
る
よ
」
と
い
う
、
京
都
の
イ
タ
リ
ア
ン

の
名
店
「
デ
ィ
ボ
・
デ
ィ
バ
」
の
先
輩
シ
ェ
フ
の

助
け
舟
に
乗
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
に
渡
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
料
理
の
専
門
店
は
ま
だ
珍
し
か
っ

た
時
代
。
藤
井
さ
ん
も
経
験
は
な
く
、
研
修
を

経
て
、
言
葉
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
イ
タ
リ
ア

の
ロ
ー
マ
で
数
軒
の
厨
房
に
身
を
置
い
た
。
武

者
修
行
を
し
て
１
年
。
パ
ス
タ
の
絶
妙
な
塩
加

減
に
感
動
す
る
と
同
時
に
、
市
販
の
ブ
イ
ヨ
ン

を
使
う
店
も
少
な
く
な
い
こ
と
に
落
胆
し
た
。

「
イ
タ
リ
ア
で
わ
か
っ
た
の
は
、
国
が
変
わ

っ
て
も
い
い
店
は
い
い
し
、
悪
い
店
は
悪
い
。

自
分
は
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
い
け
な
い
。
で
な

い
と
、
こ
こ
に
来
た
意
味
が
な
い
」。

「
料
理
人
」
と
し
て
生
き
る
。
あ
ら
た
め
て

決
意
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

先
人
が
遺
し
た
料
理
を 

こ
れ
か
ら
も
守
ってい
く

帰
国
後
、
28
歳
で
独
立
。
手
書
き
の
メ
ニ
ュ

ー
ブ
ッ
ク
に
は
フ
レ
ン
チ
と
イ
タ
リ
ア
ン
共
に

完
成
さ
れ
た
定
番
の
料
理
、
す
な
わ
ち
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
が
並
ぶ
。
季
節
に
よ
っ
て
使
う
食
材
は

変
わ
る
が
、
創
作
料
理
は
ひ
と
皿
も
な
い
。
そ

の
理
由
を
藤
井
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
伝
統
的
な
料
理
は
そ
の
取
り
合
わ
せ
が
一

番
お
い
し
い
か
ら
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
新
し

い
味
を
創
作
す
る
人
は
い
っ
ぱ
い
い
る
け
ど
、

残
っ
て
な
い
っ
て
こ
と
は
お
い
し
く
な
か
っ
た

か
ら
。
僕
は
、
こ
れ
ま
で
厨
房
で
教
わ
っ
た
こ

と
を
大
切
に
作
っ
て
い
き
た
い
ね
」。

振
り
返
れ
ば
、
勤
め
て
き
た
店
の
シ
ェ
フ
も

伝
統
を
重
視
す
る
タ
イ
プ
の
人
ば
か
り
だ
っ
た
。

ふ
じ
い
の
名
物
の
ひ
と
つ
に
ロ
ー
マ
の
リ
ス
ト

ラ
ン
テ
「
ア
ル
・
フ
レ
ー
ド
」
で
学
ん
だ
バ
タ

ー
と
チ
ー
ズ
の
パ
ス
タ
が
あ
る
。
手
打
ち
パ
ス

タ
に
バ
タ
ー
と
チ
ー
ズ
を
絡
め
た
だ
け
の
品
な

の
だ
が
、
一い
ち

縷る

の
隙
も
な
い
完
成
さ
れ
た
味
わ

い
に
驚
い
た
。
な
る
ほ
ど
、
長
い
時
間
の
な
か

で
磨
か
れ
た
王
道
料
理
の
前
で
は
、
創
作
は
無

力
に
等
し
い
。

お
い
し
い
料
理
を
提
供
す
る
の
が
料
理
人
の

本
質
で
あ
り
、
喜
び
だ
。
藤
井
さ
ん
は
根
っ
か

ら
の
料
理
人
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
空
に
な
っ
た
皿
を
眺
め
た
。

これまで教わったことを大切に

フレンチとイタリアンを提供する、小さな料理店。

「伝
ス タ ン ダ ー ド

統的な料理が残っている理由は、
その取り合わせが一番おいしいから」

祇園 西洋料理家 ふじい　代表　藤井博人

Hiroto
Fujii
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もよりバス停は「祇園」  

1／バカラやサンルイなどの美しいカラフルなビンテージグラ
スが並ぶ。すべて真由美さんが旅行で見つけて買ってきたも
の。2／身銭を切ってワインも学んだ真由美さん。写真は華
やかな味わいの年代物のシャンパーニュ。3／店内には広々
としたワインセラーも。ワイン通の客も満足させられるよう、
ラインナップも充実。

「
10
代
で
初
め
て
海
外
に
行
っ
た
と
き
、
店

を
持
っ
て
独
立
し
た
と
き
。
た
く
さ
ん
の
方
に

お
世
話
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
最
後
は
自
分
に
正

直
に
決
め
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
決
め
た
い
。
そ
う
い
う
性
分
な
ん
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
祇
園
で
バ
ー
「
い
ち
凜
」
を

営
む
真
由
美
さ
ん
だ
。

持
ち
前
の
好
奇
心
が 

一生
の
仕
事
に
つ
な
が
る

食
べ
る
こ
と
と
旅
行
が
好
き
だ
っ
た
真
由
美

さ
ん
。
高
校
を
卒
業
後
、
旅
行
業
の
専
門
学
校

へ
。
学
生
時
代
は
バ
イ
ト
に
励
み
、
海
外
旅
行

へ
。
中
国
、
韓
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
ア
ジ
ア

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
。
美

術
館
を
巡
る
３
週
間
の
研
修
に
も
参
加
し
た
。

「
美
し
い
も
の
や
一
流
の
も
の
。
食
も
含
め
て
、

あ
ら
ゆ
る
文
化
に
触
れ
た
く
て
」。
専
門
学
校

卒
業
後
は
、
も
っ
と
多
様
な
文
化
を
知
り
た
い

と
、
ホ
テ
ル
業
界
で
働
く
こ
と
に
。
そ
こ
は
ま

さ
に
、
真
由
美
さ
ん
の
勉
強
の
場
所
だ
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
し
な
が
ら
厨
房
に
出
入
り
し
て
、

シ
ェ
フ
か
ら
料
理
や
ワ
イ
ン
の
味
を
学
ん
だ
。

館
内
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
仕
方
、
ア
ー
ト
の
知

識
も
、
先
輩
た
ち
か
ら
教
わ
っ
た
。「
ホ
テ
ル

で
学
ん
だ
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
、
も
て
な
し
の
心

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」。
ゲ
ス
ト
の
中

に
は
、
京
都
の
芸
事
や
文
化
に
精
通
す
る
人
も

多
く
、
真
由
美
さ
ん
は
次
第
に
、
和
装
や
祇
園

の
街
の
文
化
に
も
興
味
を
持
ち
、
老
舗
ホ
ー
ム

バ
ー
で
働
き
始
め
た
。
好
奇
心
の
ま
ま
、
飛
び

込
む
う
ち
に
転
機
が
訪
れ
、
真
由
美
さ
ん
は
店

の
責
任
者
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
悩
ん
だ
末
、
引
き
受
け
ま
し
た
。
普
段
は

な
か
な
か
会
え
な
い
方
や
、
知
識
豊
富
な
方
。

老
若
男
女
問
わ
ず
個
性
豊
か
で
魅
力
的
な
人
に

こ
の
世
界
は
出
会
え
、
教
え
て
も
ら
え
る
」。

真
由
美
さ
ん
は
、
自
分
の
好
奇
心
を
満
た
す

手
段
と
し
て
、
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
。
腹
を
括

り
苦
手
だ
っ
た
お
酒
も
練
習
し
た
。
着
物
を
ま

と
い
、
心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
言
え
た
の
も
こ
の
時
か
ら
。
数
年
後
、
真
由

美
さ
ん
は
独
立
を
決
意
す
る
。

食
文
化
か
ら
四
季
の
設
え
、
古
美
術
な
ど
、

「
ご
は
ん
食
べ
」
で
の
学
び
も
多
い
。
ゲ
ス
ト

に
指
南
を
受
け
、
世
界
の
遺
跡
や
北
極
を
訪
れ

る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
知
ら
な
い
世
界
を
知

り
、
ま
た
新
し
い
興
味
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
の

仕
事
が
、
性
に
合
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
。

心
が
震
え
る
出
会
い
が
あ
る
。 

そ
れ
も
こ
の
仕
事
の
醍
醐
味

「
人
の
魅
力
は
、
そ
の
人
の
経
験
や
人
間
性

で
し
か
な
い
。
人
生
を
自
分
ら
し
く
歩
ん
で
い

る
人
と
話
を
し
て
い
る
と
、
共
鳴
す
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。
お
客
様
同
士
で
も
、
そ
ん
な
瞬
間

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」。
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
こ

の
店
が
き
っ
か
け
で
、
ご
縁
が
広
が
り
人
と
人

が
つ
な
が
る
と
き
、
な
に
よ
り
幸
せ
を
感
じ
る

そ
う
。
真
由
美
さ
ん
は
、
あ
り
そ
う
で
な
い
一

期
一
会
を
、
日
々
カ
ウ
ン
タ
ー
で
待
ち
受
け
る
。

「
名
刺
は
い
ら
な
い
。
肩
書
や
社
会
的
地

位
で
な
く
、『
そ
の
人
自
身
』
に
会
い
た
い
」。

「
ご
縁
か
ら
の
ご
縁
」
を
大
切
に
し
た
い
か
ら

ご
紹
介
制
。
そ
の
真
っ
直
ぐ
さ
に
魅
了
さ
れ
た

人
の
み
が
、「
い
ち
凜
」
の
ド
ア
を
叩
く
。

名刺はいらない。その人自身に会いたい

魅力的な人々が自然と集うカウンターバー。

「人生を自分で切り拓いてきた人に、
魅力を感じる」

いち凜　店主　真由美
ICHIRIN

Mayumi
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もよりバス停は「祇園」  

１／観亀稲荷神社の向かい。重厚な石造りのビル１階
に入居する。２／チーズを含め、新鮮な素材も美味し
いピッツァに欠かせぬ要素のひとつ。上賀茂の田鶴農
園の野菜を使用したオルトラーナ3,000円。ピッツァは
テイクアウト可。ランチ2,200円～、夜コースは要予約。
３／作業する東原さん、その後ろに白いピザ窯。右手
のカウンターでは山田シェフがお相手してくれる。

ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
と
の
出
会
い
は
23
歳
の
と

き
だ
っ
た
。
感
動
の
あ
ま
り
、
一
人
で
４
枚
、

ペ
ロ
リ
と
平
げ
た
こ
と
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
９
年
後
、
そ
の
青
年
は
自
身

の
店
「
e
s
t
」
を
祇
園
に
オ
ー
プ
ン
。
ピ
ッ

ツ
ァ
イ
オ
ー
ロ
、
つ
ま
り
ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
の

職
人
と
し
て
大
理
石
の
薪ま
き

窯が
ま

の
前
に
立
つ
。

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
か
ら
一転
。 

人
生
を
変
え
た
ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ

オ
ー
ナ
ー
の
東
原
涼
さ
ん
は
現
在
34
歳
。
通

っ
て
い
た
京
都
産
業
大
学
の
近
く
に
あ
る
フ
レ
ン

チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
エ
ヴ
ァ
ン
タ
イ
ユ
」
で
の
バ
イ

ト
を
通
じ
て
料
理
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
折
、
冒
頭
の
運
命
の
日
を
迎
え
る
。

漠
然
と
シ
ェ
フ
に
イ
タ
リ
ア
へ
の
憧
れ
を
話

し
た
と
こ
ろ
、
23
歳
の
誕
生
日
に
北
山
の
ピ
ッ

ツ
ェ
リ
ア
「
フ
ォ
ル
ム
」
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
の
だ
。
宅
配
ピ
ザ
し
か
食
べ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
東
原
さ
ん
に
と
っ
て
、
職
人
が
薪
窯
で

焼
き
上
げ
る
ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
は
未
知
の
味
だ

っ
た
。
同
時
に
こ
の
経
験
が
「
や
り
た
い
こ
と

が
な
い
」
と
卒
業
後
も
就
職
を
先
延
ば
し
に
し

て
い
た
彼
の
背
中
を
力
強
く
押
し
た
。

そ
こ
か
ら
は
一
気
呵
成
。
す
ぐ
さ
ま
、
働
き

口
を
探
す
た
め
ナ
ポ
リ
に
飛
ん
だ
。
一
時
帰
国

し
て
就
労
ビ
ザ
を
取
り
、
ま
た
ナ
ポ
リ
へ
。
25

歳
か
ら
お
よ
そ
１
年
に
及
ぶ
修
行
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
味
を
決
め
る
の
は
焼
き
手
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
が
ピ
ッ
ツ
ァ
の

た
た
ず
ま
い
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

「
丸
く
形
が
整
っ
て
い
て
、
縁
も
き
れ
い
に

立
っ
て
い
る
。
見
た
目
が
美
し
い
ピ
ッ
ツ
ァ
は
、

味
も
お
い
し
い
」。

寺
町
五
条
に
あ
っ
た
「
オ
ス
テ
リ
ア�

ヴ
ェ
ン

ト
」
の
元
シ
ェ
フ
、
山や
ま

田だ

重し
げ

嗣つ
ぐ

さ
ん
だ
。
山
田

さ
ん
は
一
時
は
自
営
業
か
ら
退
い
て
い
た
が
、

東
原
さ
ん
の
ピ
ザ
の
味
に
惚
れ
込
ん
で
、
一
緒

に
店
を
や
る
と
決
め
た
。
パ
ス
タ
や
単
品
の
経

験
の
あ
る
山
田
シ
ェ
フ
と
の
出
会
い
。
ピ
ッ
ツ

ェ
リ
ア
に
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
の
要
素
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、

東
原
さ
ん
の
表
現
の
幅
は
う
ん
と
広
が
っ
た
。

「
経
験
も
豊
富
な
山
田
さ
ん
の
料
理
哲
学
が

混
ざ
る
こ
と
で
、
ひ
と
り
で
は
作
れ
な
い
新
し

い
ピ
ッ
ツ
ァ
が
で
き
あ
が
る
」。

こ
れ
ま
で
は
孤
独
な
戦
い
だ
っ
た
。
で
も
、

山
田
シ
ェ
フ
と
い
う
最
強
の
バ
デ
ィ
を
得
た
東

原
さ
ん
。
現
地
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
踏
襲
し
つ

つ
も
、
両
人
の
コ
ラ
ボ
か
ら
生
ま
れ
る
新
作
に

も
力
を
入
れ
る
。
美
食
の
街
、
祇
園
発
の
「
美

し
い
ピ
ッ
ツ
ァ
」。
世
界
に
誇
る
一
枚
だ
。

帰
国
し
、
鎌
倉
の
名
店
「
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア

G
G
」
に
就
職
。
そ
の
時
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
最
大
の
試
練
が
待
っ
て
い
た
の
は
実

は
日
本
だ
っ
た
。
同
店
は
、
ナ
ポ
リ
よ
り
も
厳
し

か
っ
た
。
１
枚
１
枚
に
全
神
経
を
注
ぐ
技
術
は
も

ち
ろ
ん
、
現
地
の
食
文
化
を
ど
う
日
本
に
落
と
し

込
む
か
。
日
本
で
ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
を
伝
え
る
ピ

ザ
職
人
の
生
き
様
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

ピ
ッ
ツ
ァ
職
人
と
ベ
テ
ラ
ン
シェフ
、 

ふ
た
り
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

２
０
１
９
年
に
は
世
界
を
舞
台
に
し
た
「
ナ

ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
日
本
代
表

選
考
で
予
選
１
位
通
過
を
果
た
し
た
東
原
さ
ん
。

世
界
か
ら
食
通
が
集
ま
る
祇
園
に
店
を
構
え
た

の
は
そ
の
翌
年
だ
。

実
は
、
店
に
は
も
う
ひ
と
り
料
理
人
が
い
る
。

最強の相棒と共に

est

ピッツァ職人が立ち上げた、ピッツァとイタリア料理の専門店。

「見た目が美しいピッツァは、
味もおいしい」

est　オーナー兼ピッツァイオーロ　東原　涼

Ryo
Higashihara 
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ラウンジ　扇
z非公開　x京都市祇園花見小
路四条上ル東側　呑太呂ビル３F　
c19時半～23時半　v日・祝

もよりバス停は「祇園」  

１／ピカピカに磨き上げられた店内にはカウンターと団体用
のベンチシートを用意。コンパクトな空間で他の客とも打ち
解けやすい。２／盛り上げ上手なママと共にカラオケも。３／

「『ラウンジ』はゆったりと気分を落ち着かせると言う意味。
ここは談話する場所」と由喜子ママ。実はママは下戸で、水
割りなどのお酒以外にノンアルコールも揃える。セット3,500
円～。

OUGI

祇
園
は
花
街
、
そ
し
て
、
大
人
が
遊
ぶ
夜
の

街
な
の
は
ご
存
知
の
通
り
だ
。
花
見
小
路
の
ビ

ル
に
あ
る
「
扇
」。
恐
る
恐
る
ド
ア
を
開
け
る

と
、
マ
マ
の
田
中
由
喜
子
さ
ん
が
出
迎
え
て
く

れ
た
。
華
や
か
な
た
た
ず
ま
い
は
、
さ
す
が
は

祇
園
の
マ
マ
。
編
集
部
の
緊
張
を
察
し
て
く
れ

た
の
か
、
紹
介
も
そ
こ
そ
こ
に
ト
ー
ク
で
場
を

和
ま
せ
て
く
れ
た
の
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

人
が
大
好
き
。そ
ん
な
私
を 

成
長
さ
せ
て
く
れ
た「
扇
」

大
徳
寺
の
そ
ば
で
生
ま
れ
育
っ
た
由
喜
子
マ

マ
。
幼
少
期
か
ら
人
が
大
好
き
だ
っ
た
。

「
３
歳
の
と
き
に
近
所
の
パ
ン
屋
の
お
ば
ち
ゃ

ん
に
私
に
も
売
ら
せ
て
っ
て
頼
み
込
ん
で
、
店

番
し
て
た
の
。
パ
ン
が
１
個
10
円
の
時
代
よ
」。

特
技
は
洋
裁
で
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
「
大

丸
」
の
紳
士
服
売
り
場
で
働
い
た
。
そ
し
て
19

歳
の
時
、
た
ま
た
ま
サ
ー
ク
ル
仲
間
に
連
れ
て

行
か
れ
た
の
が
こ
の
「
扇
」
の
前
身
だ
っ
た
。

家
は
厳
し
く
、
夜
の
街
で
遊
ん
だ
経
験
も
な
い
。

当
時
の
業
態
は
ク
ラ
ブ
で
、
初
代
マ
マ
と
客
、

大
人
の
会
話
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
。
そ
こ
で

由
喜
子
マ
マ
は
大
胆
な
行
動
に
出
る
。
な
ん
と
新

人
と
し
て
働
く
申
し
出
を
し
た
の
だ
。
親
に
も
会

社
に
も
内
緒
。
で
も
、
迷
い
は
な
か
っ
た
。

「
こ
こ
に
い
る
と
早
道
で
社
会
勉
強
が
で
き

る
。『
夜
の
街
で
、
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な

い
人
間
や
世
間
に
つ
い
て
学
ぼ
う
』
と
」。

こ
の
店
こ
そ
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

場
所
だ
と
思
っ
た
。

独
立
を
す
る
と
決
め
て
い
た
33
歳
で
、
つ
い

に
店
の
権
利
を
譲
り
受
け
る
。
そ
こ
か
ら
13
年

間
、
最
大
18
名
の
キ
ャ
ス
ト
が
在
籍
す
る
ク
ラ

ブ
の
３
代
目
マ
マ
と
し
て
走
り
抜
い
た
。
順
風

満
帆
だ
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

で
規
模
を
縮
小
、
11
年
前
に
今
の
場
所
に
移
転
。

由
喜
子
マ
マ
が
ひ
と
り
で
切
り
盛
り
す
る
ラ
ウ

ン
ジ
に
切
り
替
え
た
。

客
の
ボ
ト
ル
を
飲
む
の
は
ご
法
度
。 

健
や
か
な
水
商
売
で
あ
り
た
い

店
の
権
利
を
買
っ
て
か
ら
今
年
で
44
年
。
夜

の
店
で
は
老
舗
の
部
類
だ
。
長
く
続
け
る
秘
訣

を
聞
く
と
、「
私
、
正
直
者
だ
か
ら
」
と
。

ク
ラ
ブ
時
代
、
キ
ャ
ス
ト
の
ひ
と
り
を
き
つ

く
叱
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
無
遠
慮
に
客
の
ボ
ト

ル
を
飲
ん
だ
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
。
そ
う
し
て

売
り
上
げ
を
稼
ぐ
店
は
少
な
く
な
い
が
、
由
喜

子
マ
マ
に
と
っ
て
そ
の
行
為
は
御
法
度
。「
お

客
さ
ん
が
汗
水
垂
ら
し
て
稼
い
だ
お
金
で
入
れ

て
く
れ
た
ボ
ト
ル
を
飲
む
よ
り
も
、
勉
強
の
た
め

に
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
な
さ
い
」
と
諭
し
た
。

色
恋
の
魅
惑
で
は
な
く
、
客
と
の
対
話
を
一

番
に
商
売
を
し
て
き
た
。
実
際
に
店
に
は
お
し

ゃ
べ
り
を
求
め
て
訪
れ
る
客
が
多
い
が
、
そ
れ

は
マ
マ
も
同
じ
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
「
人
と
会
っ

て
話
す
こ
と
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
心
の
底
か
ら
痛
感
し
た
。

「
い
つ
か
店
を
閉
め
る
日
が
来
る
と
思
う
と

憂
鬱
に
な
る
け
ど
、
こ
の
商
売
が
好
き
過
ぎ
て
、

私
、
死
な
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
笑
う
。

年
齢
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
な
い
由
喜
子
マ
マ

を
前
に
す
る
と
あ
な
が
ち
冗
談
で
は
な
い
気
が
し

て
、
思
わ
ず
私
た
ち
も
大
笑
い
し
て
し
ま
っ
た
。

清
く
・
正
し
く
・
美
し
く
。
そ
し
て
、
楽
し

く
。
由
喜
子
マ
マ
に
出
会
っ
て
初
め
て
、
そ
ん

な
水
商
売
の
姿
を
見
た
気
が
し
た
。

聞き上手、話し上手なママがもてなしてくれるラウンジ。

「この商売が好き過ぎて。
私、死なないような気がする」

ラウンジ 扇　オーナー　田中由喜子

清
く
正
し
く
美
し
い
、水
商
売
を

YukikoTanaka



ア
ン
テ
ィ
ー
ク
カ
ッ
プ
で
心
の
旅
を
。

祇
園
で
働
く
人
に
元
気
を
も
た
ら
す
。

　
祇
園
会
館
の
西
、
ビ
ル
の
１
階
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
風
の
濃
い
ブ
ル
ー
の
外
壁
が

目
を
引
く
カ
フ
ェ
が
現
れ
る
。
ス
ツ
ー

ル
に
腰
掛
け
て
窓
の
外
を
み
や
る
と
、

車
窓
か
ら
見
え
る
田
園
風
景
が
描
か
れ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
旅
気
分
あ
ふ
れ

る
遊
び
が
効
い
た
趣
向
だ
。

　「
内
装
は
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
を
意
識

し
ま
し
た
」
と
微
笑
む
の
は
、
「
祇
園

喫
茶
R
i
n
k
e
n
」
の
林は
や
し
け
ん健

さ
ん
。

店
名
は
い
わ
ず
も
が
な
、
店
主
の
フ
ル

ネ
ー
ム
に
由
来
。
祇
園
で
働
く
人
た
ち

が
頻
繁
に
訪
れ
る
、
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
フ

ェ
だ
。
地
下
室
で
は
時
々
、
秘
密
の
パ

ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
林
健
さ
ん
の
実
家
は
、
北
区
に
あ
る

喫
茶
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
陽よ
う

」
だ
。
両
親

が
仲
睦
ま
じ
く
カ
フ
ェ
を
営
む
姿
に
憧

れ
、
小
学
校
の
と
き
の
卒
業
文
集
に

書
い
た
夢
は
「
喫
茶
店
の
マ
ス
タ
ー
」。

30
歳
の
と
き
に
夢
が
か
な
い
、
縁
あ
っ

て
こ
こ
祇
園
で
自
分
の
店
を
構
え
た
。

　「
祇
園
は
京
都
で
最
も
季
節
を
感
じ

ら
れ
る
街
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

花
街
の
年
中
行
事
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
。
２
月
の
『
節
分
お
ば
け
』

で
、『
今
年
も
始
ま
る
』
と
感
じ
ま
す
」。

　
本
誌
発
行
の
秋
、
花
街
で
は
10
月
の

「
温お
ん
し
ゅ
う
か
い

習
会
」
に
続
い
て
11
月
の
「
祇
園

を
ど
り
」。
毎
年
『
祇
園
を
ど
り
』
の

チ
ケ
ッ
ト
も
受
け
付
け
て
い
る
。
祇
園

の
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
林
さ
ん
が
花
街
の

住
人
を
見
つ
め
る
視
線
は
暖
か
い
。

　「
三
味
線
や
踊
り
。
芸
妓
さ
ん
も
舞

妓
さ
ん
も
、
『
技
』
が
す
ば
ら
し
い
。

尊
敬
し
て
い
ま
す
」。

　
秘
す
れ
ば
花
。「
花
街
を
大
事
に
想

う
」、
そ
ん
な
愛
お
し
さ
を
林
さ
ん
は

一
風
変
わ
っ
た
サ
イ
フ
ォ
ン
に
託
す
。

そ
の
名
も
錬
金
術
コ
ー
ヒ
ー
。
小
さ
な

タ
ン
ク
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
香
ば
し

い
液
体
が
、
小
さ
な
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の

カ
ッ
プ
に
飛
び
込
ん
で
い
く
。

　
林
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
祇
園
で
生

き
る
人
た
ち
に
弾
み
を
も
た
ら
す
。
花

街
の
人
、
飲
食
の
人
。
彼
ら
を
支
え
る

人
…
…
。
こ
の
列
車
仕
立
て
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
カ
ッ
プ
２
杯

分
の
心
の
旅
を
し
て
、
そ
し
て
持
ち
場

に
向
か
っ
て
い
く
。

と佇む「石峰寺」を訪ねました。林の中にある五
百羅漢の石仏を眺めていると、異世界に迷い込ん
だような気持ちになります。

四季の花を目掛けて、平野神社へ

稲荷大社前から南５番のバスに乗って、竹田駅
東口で降り、地下鉄に乗り換えます。今出川駅で
下車し、203番のバスに乗って、３大初詣スポット
の３つ目「北野天満宮」へやってきました。このあ
たりは上七軒や北野商店街など、散策に楽しいエ
リアです。
また、北野天満宮の北門から出て少し歩くと平

野神社があります。桜の名所として有名ですが、四
季折々の花が楽しめるんです。秋は、ムラサキシ
キブの実がなり、十月桜も見られます。

毎年恒例の初詣ハシゴ！

千本今出川のバス停まで歩いて、201番のバス
に乗車。「東山二条・岡崎公園口」のバス停で下
車します。ここ平安神宮も、人気の初詣スポットで、
毎年すごい人出です。実は僕、お正月には平安神
宮で年越し、北野天満宮へ移動して、初詣をハシ
ゴするのが毎年の楽しみなんです。大鳥居をくぐる
と気持ちがあらたまります。ぜひ来年の初詣に行っ
てみてください！

思い出が詰まった、八坂神社

「祇園」は、何度も乗り降りしている馴染みの
バス停です。四条通を通って東西の行き来も楽々、
京都駅にも出やすいので、便利です。バス停から
西にちょっと歩くと巽橋があります。石畳に京町家
が立ち並ぶ情緒あふれる風景が素敵です。祇園の
中でも「八坂神社」は、僕にとってお気に入りの場
所。早朝に訪れると、昼夜賑やかな祇園も静けさ
に包まれています。八坂神社の階段から車通りの
少ない四条通を眺める景色は最高！　そんな八坂
神社は、「京都３大初詣スポット」の一つ。もちろ
ん僕も度々訪れています。ということで、今回は京
都３大初詣スポットを中心に巡ってみました！

伏見稲荷大社は、朝も昼も楽しめる

まずは206番のバスに乗って、七条京阪前で南５
番に乗り換え。稲荷大社前で降りて東に歩くと、３大
初詣スポットの２つ目、「伏見稲荷大社」です。実
はここも、早朝がおすすめ。海外からの観光客が
たくさん訪れることで知られていますが、朝は人が
少なめ。誰もいない千本鳥居は圧巻です！　いい
写真も撮りやすいんです。昼間に訪れて周辺で食
べ歩きをするのも楽しいので、何度も訪れています。
続いて、稲荷大社から東側の住宅街にひっそり

祇園
>

七条京阪前
>

稲荷大社前
>

竹田駅東口
>

竹田
>

今出川
>

烏丸今出川
>

北野天満宮前
>

千本今出川
>

東山二条・岡崎公園口

祇園

詳しいアクセス・
時刻表はこちらから

市バス・地下鉄
ガイド

今回翼くん使用の地下鉄・バス１日券。案内所、
定期券発売所、市バス営業所等で購入可能。

vol.32

京都市バスをこ
よなく愛する男
子・翼くんが、縦
横無尽にバスと
地下鉄を乗り継
ぎ、１日券を楽し
みます。

Toda y 's  Route

祇園といえば、花街。
「花街を大事に思う」と

愛おしげに話す店主のカフェ、
そのコーヒーは香ばしい。

vol.75

祇園
[左上：北西エリア]

バ
ス
１
日
券
販
売
終
了
の
お
知
ら
せ

交
通
局
で
は
，市
バ
ス
混
雑
対
策
の
取
組
の
一

環
と
し
て
、令
和
5
年
9
月
30
日
を
も
っ
て
、バ

ス
１
日
券
の
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

利
用
期
限
は
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
バ
ス
I
C
24
H
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、令
和
6
年
3

月
31
日
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
及
び
利
用
が
可
能
で
す
。

お
す
す
め
乗
車
券
の
ご
紹
介
！

一
日
に
地
下
鉄
や
バ
ス
を
多
く
利
用
さ
れ
る
方

に
お
す
す
め
で
す
！

大
人
1
1
0
0
円
、小
児
5
5
0
円

市
バ
ス・
地
下
鉄
全
線
、京
都
バ
ス・
西
日
本
Ｊ
Ｒ

バ
ス・
京
阪
バ
ス（
一
部
路
線
を
除
く
）

【
地
下
鉄・バ
ス
１
日
券
】

★
令
和
5
年
10
月
サ
ー
ビ
ス
開
始

登
録
し
た
日
時
か
ら
24
時
間
利
用
可
能
。ま
ず
は

W
E
B
か
ら
事
前
登
録
！

※
ご
利
用
に
は
、「
も
え
ポ
っ
」の
登
録
が
必
要
で
す
。

【
地
下
鉄・バ
ス
I
C
24
Ｈ
チ
ケ
ッ
ト
】

令
和
6
年
4
月
1
日
〜
令
和
11

年
3
月
31
日
の
5
年
間
、未
使
用

の
場
合
に
限
り
、取
扱
場
所
に
て
手

数
料
な
し
で
払
戻
し
を
行
い
ま
す
。

取
扱
場
所
：
市
バ
ス・
地
下
鉄
案
内

所
、定
期
券
発
売
所

【
利
用
期
限
到
来
後
の
取
扱
い
】

バス１日券
販売終了の
詳細はこちら

「地下鉄・バス
IC24Hチケット」
の詳細はこちら

10月からは、
市バス車内でも

地下鉄・バス１日券を
販売します！

※市バス車内での
販売は、売り切れの
場合がございます。

祇園喫茶Rinken
075-561-9016　 京都市東山区

祇園町北側347-10　 11時～19時　
日・祝

もよりバス停は「祇園」  

ユニークな淹れ方が目を引く錬金術コーヒー
と、バターたっぷりのクロワッサンが人気。



今
号
の
特
集
の
バ
ス
停
は「
祇
園
」。

地
元
人
か
ら
、観
光
客
か
ら
、愛
さ
れ
る
名
店
が
点
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
お
す
す
め
の
4
店
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

立
ち
寄
り
た
い 

祇
園
の
名
店

壹錢洋食  本店
z075-533-0001　x京都市
東山区祇園町北側238
c月～木11時～25時、金11時～
27時、土10時半～27時、日10時
半～23時　v無

だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
、

祇
園
の
お
古
乃
美
焼
！

壹錢洋食 本店
多くの人が行き交う四条縄手の交差点。北に上がる
とすぐ東側には、陽気な音楽とともに、「壹錢洋食」と
書かれた大きな看板が目に飛び込んできます。ソー
スのいい香りに誘われ店内に入ると、鉄腕アトムの
フィギュアや古い木版画のポチ袋などがいっぱい。
待ち時間も楽しめるようにという店主の思いから、
壁一面が昔懐かしい昭和のイメージで装飾されて
います。そしていただくのは、「壹錢洋食」。卵をたっ
ぷり使った生地は薄くてふんわり。中には、新鮮な九
条ネギや国産和牛、味付けこんにゃくなど、初代が
試行錯誤して考案した12もの食材が包まれており、
ソースとの相性も抜群です。地元人はもとより、観光
客からも「懐かしい」と贔屓にされる名店です。

や
わ
ら
か
く
上
質
な
旨
み
、

お
お
い
た
豊
後
牛
。

和牛料亭bungo祇園
芸舞妓が通り過ぎる祇園新橋に、2023年2月オープ
ンした、「和牛料亭bungo祇園」。霜降りが美しくあっ
さりとした旨みのある「おおいた豊後牛」を、趣向を
凝らしたコースで存分に味わえる名店です。中でも、
「華肉しゃぶ」は特に人気の一品。花の形に盛りつけ
られたお肉に温かい出汁をかけると、まるで花咲くよ
うにふわっと肉に火が通ります。あっさりとした上質
な肉の旨味と風味が出汁に溶け込み、とろけるよう
なやわらかい肉を堪能できます。事前予約でお座敷
体験も楽しめます。特別な日に訪れたいお店です。

和牛料亭bungo祇園
z050-3091-6677　x京都市東
山区新橋通大和大路東入元吉
町56　c17時～23時 ※17時・18
時・19時・20時スタートの基本予約
制。最終入店20時半。　v不定休

手
土
産
に
も
最
適
な
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
、

ま
あ
る
い
お
団
子
。

福栄堂
四条縄手の交差点の北西角、「壹錢洋食」の筋
向いに創業から80年続く菓子司「福栄堂」があり
ます。抹茶あんみつゼリーやくず笹など、親しみや
すい甘味や和菓子が並ぶ中、ひときわ目を引くの
が、名物の「祇園の月」です。創業からのロングセ
ラー商品で、白あんはお月さま、赤あんは雲をイ
メージして職人が作る２色のお団子は、それぞれ
備中白小豆、十勝小豆特赤を使用したほどよい
甘さの逸品。これに、宇治の老舗「塀井七茗園
（ほりいしちめいえん）」の抹茶を使った抹茶あん
を加えた、３色団子「歌舞伎団子」も人気です。可
愛らしいイラストが描かれた、マッチ箱モチーフの
パッケージは洒落ていて、お土産にも最適です。

福栄堂
z075-561-3078
x京都市東山区大和大路通
四条上る廿一軒町226  c日
～木10時～22時、金・土10
時～23時　v無

一
子
相
伝
で
味
を
守
る
、

唯
一
無
二
の
ス
パ
イ
ス
。

い
っ
し
そ
う
で
ん

原了郭 本店
創業1685年（貞享２年）の老舗「原了郭」。四条花見小路の北西、四条通
沿いに本店があります。赤穂義士四十七士の１人である原宗右衛門元辰
の一子で原儀左衛門道喜が漢方の原料を調合した「御香煎」を製造し
たことが商いの始まり。以来、一子相伝で伝えた技法を昇華させ、現在の
人気商品「黒七味」を生み出しました。白ごま、唐辛子、山椒、青のり、けし
の実、黒胡麻、おの実を独自の配合で、丁寧に煎り揉み込んで作られま
す。鼻に抜ける豊かな風味とピリリとした辛味は、麺類や漬物、味噌汁は
もちろん、トマトソースや洋食など、色々な料理に良く合います。

原了郭  本店
z075-561-2732　x京都
市東山区祇園町北側267
c10時～18時　v無

詳しくはこちら詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら
こ

の

み

お こうせん

京
情
緒
漂
う
町
に
住
も
う
。

フラットエージェンシー 本店営業部

もよりバス停は「北大路堀川」

z0120-75-0669 　　
x京都市北区紫野西御所田町9-1
c10時～18時（毎週火曜日・第２水曜日定休）
https://flat-a.co.jp

そのワガママ、すべてフラットエージェンシーへ！

ハンケイ500mに登場した
街に住みたい 京都をもっと深く

知りたい

号
で
ご
紹
介
す
る
の
は
、
京
都
の
人
気
観
光

名
所
、
祇
園
エ
リ
ア
の
物
件
で
す
。
こ
の
エ

リ
ア
に
は
、
八
坂
神
社
や
知
恩
院
を
は
じ
め
、
有
名

な
神
社
仏
閣
が
点
在
し
、
歴
史
あ
る
料
亭
や
旅
館
が

軒
を
並
べ
、
京
情
緒
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
芸
舞

妓
さ
ん
が
歩
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
、
柳
並
木
の
白
川

沿
い
は
、春
の
桜
も
綺
麗
で
す
。
市
バ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、

地
下
鉄
東
西
線
の
東
山
駅
に
も
ほ
ど
近
く
、
交
通
の

便
も
非
常
に
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
大
路
通
を
北
上
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
京
都
大
学

4
年
生
の
S
さ
ん
に
、
こ
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。「
京
都
を
代
表
す
る
名
所
が
近
く
に
あ
り
、

と
て
も
贅
沢
な
エ
リ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
和
菓
子
屋
さ

ん
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
お
店
も
い
く
つ
も
あ
り
、
華
や

か
さ
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
ど
ち
ら
も
楽
し
め
ま

す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今

祇園のバス停から徒歩９分。白川から少し東に位置
するおしゃれな外観の「マナーハウス」。ワンルームと
メゾネットタイプが選べ、学生さんにも社会人にもお
すすめの物件です。今回、メゾネットタイプのお部屋
を探訪したのは、物件から自転車で10分ほどのとこ
ろにある京都大学に通うSさん。「ベランダの手すり
壁が波型でとても素敵！　お部屋の中も楽しみで
す」とワクワクした様子です。中に入ると、正面には
洋室、左手には２階へと続く階段があります。「1階の
洋室は寝室に最適ですね。キッチンがある2階は、壁
がコンクリートの打ちっぱなしでかっこいい！　日当
たりの良い大きな窓もあって、快適に過ごせそうです
ね」とSさん。コンクリートの壁は、ネジの取り付けも
でき、カスタマイズが可能。ハンモックをかける人も
いるそう。Sさんは「おしゃれで実用的、一度は住んで
みたい物件です！」と心躍る様子でした。

マナーハウス A-102マナーハウス A-102マナーハウス A-102

83,000￥ 月

物件基本情報 【住所】京都市東山区白川筋
三条下る梅宮町484番地4、外1筆/賃料8
万3000円/インターネット専用線配線済み
/フローリング/南向き /間取り1LDK/面積 
43.04㎡/築27年/鉄筋コンクリート※掲載
情報は8月28日時点の情報です。

今号のバス停「祇園」から自転車ですぐ

地下鉄東西線東山駅付近にある、
学生にうれしいマンション探訪！
『ハンケイ500m』特集で取り上げたエリアか
ら、自転車ですぐの物件を紹介するコーナー。
今号は東山駅近くにあるマンションです。現
役大学生が住み心地をチェックします！

京都大学教育学部
４年生。大学近く
で一人暮らし中。

Sさん お部屋の
細部まで

おしゃれ！

洋室
約5.5帖

LDK
約12.7帖

テラス

ベランダ

物入

玄

詳しくはこちら



着物をもっと自由に、楽しく―。

そう話す着物スタイリストの兼田藍さんが

「秋の散歩にぴったりの着物」を紹介します。

着物を自由に楽しむための

知っておきたい
着物のあれこれ

ハンケイ500m 着物コラム

着物スタイリスト 兼田 藍 さん （24）

　爽やかに澄んだ空を見ると、お出かけした
くなりますね。秋は京都の神社仏閣の紅葉が
色づき始める季節。この時期だけの風景に出
合えます。私は、嵐山の竹林の道を歩くのがお
気に入り。散策の後は、近くの和雑貨ショップ
やカフェめぐりをするのも楽しいです。今回は
そんな秋の散歩にぴったりの着物を選びまし
た。
　遠目ではシックな黄土色に見える、細かい
小紋柄に、紫の小千谷紬の帯を合わせ、モ

ダンな印象に。緑色の細い帯締めと猫を
模ったべっ甲の帯留めで可愛らしさをプラス
しました。
　こちらの小紋は帯や小物でガラリと印象
が変わるので、幅広い世代に人気があります。
　暦の上では、10月は袷の季節ですが、まだ
まだ暑い日が多い昨今。カジュアルな場であ
れば、涼しく着られる単衣でもかまいません。
気候に合わせ、ぜひ着物でおしゃれして、趣
ある秋の一日をお過ごしください。

主催・講師：兼田藍（京都wabitasスタイリスト）
場所：新町三条 祥雲邸  京都市中京区三条町新町通三条下ル

京都wabitasのショールームとして新しくオープンした京町家の
蔵を見学した後、着物姿の重要なポイントである「帯揚げ・帯締
め」のおしゃれな使い方を簡単に紹介します。講座の後は、好き
な着物地のはぎれを選んで自分だけの帯留めを作ります！
（定員５名ほどの講座です。ご希望の方はinfo@hankei500.comまで）

上質な着物を取り扱う通販サイト

京都wabitas
今回、右ページでコーディネートされた着
物も京都wabitasのもの。紬・御召・小紋の
正絹反物・麻着物・帯・長襦袢など、高級
反物を幅広く揃えます。ショールームは事
前予約制。サイトで見つけた気になる品を、
手にとってじっくりと選ぶことができます。

z075-342-2088
（平日9時～17時）　
c9時～17時　
v土・祝・年末年始 

9月26日（火）  wabitas着物コーディネート体験講座 大阪出身。高校卒業後、着物の専門学校へ。和裁や着付け、コーディネートを習得。「着物に関わりたい」と
２０２０年、京都wabitas入社。SNSでの着物情報の発信やショールームでの案内に携わる。

PROFILE

次回、９月26日（火）
京町家の蔵見学と帯揚げ帯締め講座、
自分だけの帯留めづくりに挑戦！

京都wabitas
イベント情報

京都wabitasスタイリスト 兼田藍さんプロデュース

お茶会イベントレポート!

◆ 着物 変わり格子模様の小紋
◆ 帯 小千谷紬の名古屋帯
◆ 帯揚げ 輪出ししぼりの帯揚げ

◆ 帯締め グリーンの2分紐
◆ 帯留め べっ甲調の猫の帯留め

　
８
月
に
京
町
家
・
祥
雲
邸
に
て
「
暑

い
夏
を
涼
や
か
に
楽
し
む
、
京
都
ｗ
ａ

ｂ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
の
浴
衣
で
お
茶
会
」
を
開

催
。
参
加
し
た
の
は
20
代
の
女
性
４

名
と
男
性
１
名
、
全
員
が
着
物
姿
で

華
や
か
な
集
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
お
茶
席

は
初
め
て
で
し
た
が
、
や
さ
し
く
お
作

法
を
教
え
て
も
ら
い
、
緊
張
も
解
け
和

や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
兼
田
さ
ん
が
選
ん
だ
お
茶
菓
子
は

２
種
。
１
つ
は
ジ
ュ
ヴ
ァ
ン
セ
ル
の「
水

ま
ん
じ
ゅ
う
」
で
、
つ
る
ん
と
し
た
透

明
な
皮
で
こ
し
餡
を
包
ん
だ
涼
し
げ

な
お
菓
子
で
す
。
も
う
１
つ
は
俵
屋
吉

富
の
糖
蜜
ボ
ン
ボ
ン
「
金
魚
」。
口
の

中
で
薄
氷
の
よ
う
な
糖
衣
が
割
れ
て

甘
い
糖
蜜
が
広
が
る
夏
限
定
の
琥
珀

菓
子
で
す
。
お
茶
会
の
亭
主
・
安
田

さ
ん
の
点
て
た
美
味
し
い
お
茶
と
一
緒

に
、
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
夏
の

お
茶
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
浴
衣
で
の
お
茶
会
に
「
と
に
か
く
涼

し
く
て
、
意
外
に
動
作
も
ラ
ク
」「
着

物
を
着
る
と
上
品
な
人
に
な
れ
た
気

が
！
」「
着
物
や
お
茶
席
な

ど
、
憧
れ
の
京
文
化
が
体

験
で
き
ま
し
た
！
」
と
、
参
加
者
は

感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
の
う
ち
女
性
３
人

は
京
都
ｗ
ａ
ｂ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

刺
繍
兵
児
帯
「
ｏ
ｂ
ｉ 

ｓ
ｉ
ｆ
ｆ
ｏ

ｎ（
オ
ビ
シ
フ
ォ
ン
）」
を
着
付
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
兵
児
帯
は
浴
衣
だ
け
で

な
く
、
小
紋
、
紬
や
木
綿
な
ど
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
着
物
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
や
わ
ら
か
い
素
材
の
た
め
、
簡

単
に
い
ろ
ん
な
結
び
方
が
で
き
る
の
で
、

初
心
者
に
も
お
す
す
め
で
す
。

お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
♪

　
軽
く
て
柔

ら
か
く
エ
レ

ガ
ン
ト
。
ま

る
で
美
し
い

羽
を
ま
と
っ

た
よ
う
な
姿

に
、
女
子
た

ち
は
「
お
し
ゃ
れ
！
」「
ず
っ
と
着
て

い
た
い
！
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

色
は
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ラ

イ
ト
ブ
ル
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
オ
フ
ホ
ワ

イ
ト
、
タ
ー
コ
イ
ズ
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
７
色
。

１
本
で
も
締
め
ら
れ
ま
す
が
、
２
本
、

３
本
と
色
を
重
ね
る
と
、
後
ろ
姿
が

カ
ラ
フ
ル
に
。
一
層
華
や
い
だ
雰
囲
気

を
楽
し
め
ま
す
。

　
着
物
を
知
っ
て
楽
し
む
ｗ
ａ
ｂ
ｉ
ｔ

ａ
ｓ
の
イ
ベ
ン
ト
、
次
回
も
ご
期
待
く

だ
さ
い
！

お茶会の亭主・安田さん

へ
　
こ
　
お
び

お　ぢ　やつむぎ

ひと え

あわせ

かたど

お　 ぢ 　や  つむぎ

詳
し
く
は
こ
ち
ら

2021



文
化
庁
京
都
移
転
記
念

い
よ
い
よ
京
都
に
文
化
庁
が
や
っ
て
き
て
、

業
務
が
本
格
始
動
し
ま
し
た
。

スパイス激戦区・大阪で人気店となり、東京進出した「ゼロワンカレー」。
その冷凍商品が10月8日までクラウドファンディングで販売中！　行列
店の本格スパイスカレーを自宅で簡単に食べられます。炭焼きの香ばし
いチキンと、ココナッツミルク、玉ねぎのコク深い旨味が口に広がるグレイ
ビー（ルー）が、クセになる味わい。トーストに乗せてカレーパンにするア
レンジもおすすめです。また、大阪の予約困難店「鮓きずな」とのコラボ
「シャリカレー」も選べます。お見逃しなく！

文
化
庁
の
京
都
移
転
、そ
の
目
的
の
ひ
と
つ
が

「
地
方
の
多
様
な
文
化
の
掘
り
起
こ
し
」。

本
誌『
ハ
ン
ケ
イ
５
０
０
m
』編
集
部
も
ま
た
、

京
都
を
中
心
に
、近
畿
の
多
様
な
文
化
に

常
日
頃
か
ら
、目
を
配
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
地
で
生
き
る
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

「
一
品
」は
、文
化
そ
の
も
の
。

こ
の「
私
の
こ
だ
わ
り
の
一
品

　

ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」で
は
、

私
た
ち
編
集
部
が
惚
れ
込
ん
だ
品
々
を
紹
介
し
ま
す
。

※

価
格
は
す
べ
て
税
込
で
す
。

ゼロワンカレー
炭焼きチキンカレー

クロワッサン（イズニーバター、チョコ、バニラクリーム）  各¥350

「祇園喫茶Rinken」は祇園でカジュアルに入れる洋食喫
茶（本誌16P掲載）。オリエンタル急行の食堂車をイメージ
した内装が素敵です。「タクシー運転手さん 一番うまい店
に連れてって！」や、Youtube「よしもと祇園花月チャンネ
ル」など多数メディアに取り上げられる人気店です。中でも
「イズニーバタークロワッサン」はイチオシ！　フランス産イ
ズニーバターの濃厚で芳醇な香りがお口でふんわり広が
ります。種類豊富なクロワッサンも評判で、定番のチョコ、
バニラクリーム、限定の粒あんを含め、４種があります。

祇園喫茶Rinken
クロワッサン

クラウドファンディングは
こちらから

colorful coffee
スペシャルティコーヒーのサブスク

三重県津市のスペシャルティコーヒー専門店「colorful coffee」。店主のこだわりと
楽しい企画であふれた人気カフェです。店内ではかわいい雑貨や、コラボレーショ
ンイベントが楽しめるので、他府県
からも注目されています。そんな同
店のスペシャルティコーヒーをサブ
スクで！　店主のこだわりは豆とド
イツ製の焙煎機。均一に焙煎でき
る見事な豆を、浅煎、中煎、深煎の
３種から好みに合わせて注文、何ヶ
月か試して変更することも可能で
す。自宅でのリラックスタイムに、ぜ
ひお楽しみください！

ホームページは
こちらから

スペシャルティコーヒーのサブスク
200g/月 ¥1,700、500g/月 ¥3,500、
1kg/月 ¥5,500

大山崎油座商店の国産カメリナオイル
¥3,990　※送料込み

粒あんクロワッサン  ¥350

菜種の一種であるカメリナ・サティバの種子から、昔ながらの製法で抽出
されたフレッシュかつまろやかなオイル。大山崎油座商店では、100%国内
で栽培・加工したカメリナの種子を完熟で収穫し、口当たりの良いオイル
に仕上げています。熱・酸化にも強く、保存性にも優れているのが特徴。和
食とも相性が良く、白身魚や生野菜、柑橘系など素材の味を引き立たせる
オメガ3オイルです。

大山崎油座商店
純国産カメリナオイル

いしかわ竹乃店
竹のフレームとアクセサリー
1935年の創業以来、嵯峨野の上質な竹材でオリジナル竹製品をつくり続け
る「いしかわ竹乃店」。繊細な竹編みを魅せる「竹編みアートパネル」は、お
部屋に飾るだけで和モダンな空間をつくり出します。鉄線、網代、波網代、
四つ目、六つ目、花六つ目、結び亀甲など、雰囲気の異なる様々な竹編みか
ら選べます。写真や絵葉書を
挟み素敵な額縁としても楽し
めます。また、手毬のようにこ
ろんとした形が愛らしい「竹
鞠ピアス」も大人気。さまざま
な角度から不規則に竹を編
み込む「やたら編み」という技
法で仕上げています。

ホームページは
こちらから

ホームページは
こちらから

インスタグラムは
こちらから

竹鞠ピアス
¥4,400

竹編みアートパネル［結び亀甲］　¥27,500

私
の
こ
だ
わ
り
の

一
品

ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

冷凍カレーセット
（4人前×1セット）

￥4,980
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松本 隆 
1949年生まれ、東京都出身。1969年に結成
したはっぴいえんどでドラムを担当し、多くの
楽曲で作詞を手がける。生まれ育った東京
の情景や都市に暮らす人々の心象風景を
描いた歌詞でファンを獲得。解散後は作詞
家として活動。太田裕美「木綿のハンカチー
フ」、近藤真彦「スニーカーぶる～す」などミ
リオンセラーを連発し、寺尾聰「ルビーの指
環」で第23回日本レコード大賞を受賞した。
2021年に作詞活動50周年を記念してトリ
ビュート・アルバム『風街に連れてって！』を発
売し、ライブ『風街オデッセイ2021』を開催。
2017年秋に紫綬褒章を受章。

曽我部 恵一
1971年生まれ、香川県出身。92年にサニー
デイ・サービスを結成し、ヴォーカリスト／ギ
タリストとして活動。作詞作曲を担う。同バン
ドは94年にメジャーデビューし、95年に1stア
ルバム『若者たち』をリリース。はっぴいえん
どを始めとする70年代日本のロック・フォー
クを新たな解釈で再構築したサウンドと、日
常を詩的に描き出す歌詞でファンを集める。
2001年、シングル『ギター』でソロデビュー。
楽曲提供やプロデュースのほか映像監督や
執筆など幅広い活動を行う。2023年9月から
『サニーデイ・サービス TOUR 2023 第2部』
で全国ツアー予定。

振
り
返
る
と
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ん
て

な
い
ん
だ
よ
。

名
前
も
知
ら
な
い
頃
か
ら
、

松
本
さ
ん
の
言
葉
が

染
み
込
ん
で
い
た
。

都
に
縁
の
あ
る
作
詞
家
・

松
本
隆
さ
ん
が
、
ゲ
ス
ト

を
迎
え
て
対
談
す
る
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
が
、８
月
11
日
、ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
京
都
別
館
の
小
さ
な
カ
フ
ェ

「
り
ょ
ー
い
」
で
開
催
さ
れ
た
。
８
月
の

ゲ
ス
ト
は
サ
ニ
ー
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の

ボ
ー
カ
ル
＆
ギ
タ
ー
で
、
ソ
ロ
活
動
も

行
う
曽
我
部
恵
一
さ
ん
。
は
っ
ぴ
い
え

ん
ど
時
代
か
ら
の
松
本
さ
ん
の
楽
曲
に

影
響
を
受
け
て
き
た
曽
我
部
さ
ん
が
、

一
度
聞
い
て
み
た
か
っ
た
こ
と
を
思
い
の

ま
ま
松
本
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
当

時
を
振
り
返
り
、
松
本
さ
ん
が
少
し
ず

つ
語
っ
た
あ
と
で
、
曽
我
部
さ
ん
が
そ

の
名
曲
を
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の

弾
き
語
り
で
披
露
。
会
場
は
優
美
な
時

間
で
満
た
さ
れ
た
。

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
当
日
、

２
人
が
登
場
す
る
と
、

会
場
は
熱
気
を
帯
び
る
。

ト
ー
ク
は
、
一
昨
年
に
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
、
松

本
隆
さ
ん
の
作
詞
活
動

50
周
年
記
念
ラ
イ
ブ
「
風

街
オ
デ
ッ
セ
イ
２
０
２

１
」
の
話
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
ラ
イ
ブ
で
、
は
っ
ぴ

い
え
ん
ど
の
３
人
に
加
わ

り
、「
12
月
の
雨
の
日
」
の

ボ
ー
カ
ル
を
務
め
た
の
が

曽
我
部
さ
ん
。
松
本
さ
ん

は
そ
の
経
緯
を
振
り
返
る
。

松
本
：
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
の
４
人
に
大

瀧
（
詠
一
）
さ
ん
が
欠
け
て
い
る
か
ら
、

さ
て
誰
を
入
れ
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い

て
、
曽
我
部
く
ん
を
推
薦
し
た
ん
だ
。

曽
我
部
：
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
は
、
僕
が

本
格
的
に
音
楽
を
始
め
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
よ
う
な
バ
ン
ド
で
す
。
あ
の
場
所

で
歌
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
夢

の
よ
う
な
時
間

で
し
た
。
は
っ

ぴ
い
え
ん
ど
時

代
の
曲
は
詞
先

が
多
か
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

大
瀧
さ
ん
と
細

野
（
晴
臣
）さ
ん
、

ど
ち
ら
が
歌
わ

れ
る
か
を
想
定

し
て
、
歌
詞
を

書
き
分
け
て
い

ら
し
た
の
で
す

か
？

松
本
：
そ
う
だ
ね
。
大
瀧
さ
ん
と
作
る

の
は
「
朝
」
の
よ
う
な
ラ
ブ
ソ
ン
グ
。

細
野
さ
ん
は
「
し
ん
し
ん
し
ん
」
み
た

い
な
、
社
会
的
な
視
線
を
織
り
込
ん
だ

曲
が
合
う
ん
だ
よ
ね
。
大
瀧
さ
ん
と
出

会
っ
て
間
も
な
い
頃
は
、
ま
だ
お
互
い

価
値
観
も
わ
か
ら
な
く
て
、
情
景
を
描

い
た
曲
が
多
か
っ
た
。「
12
月
の
雨
の
日
」

は
大
瀧
さ
ん
の
家
を
訪
ね
る
道
す
が
ら

で
、
タ
ク
シ
ー
を
待
ち
な
が
ら
眺
め
た

雨
上
が
り
の
通
り
に
着
想
を
得
た
曲
。

そ
の
夜
に
、「
春
よ
来
い
」
の
歌
詞
も

書
き
上
げ
た
ん
だ
。
２
人
に
書
い
た
詞

に
曲
が
う
ま
く
つ
か
な
い
時
は
、
詞
を

交
換
す
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
よ
。

曽
我
部
：
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
時
代
の
お

話
は
貴
重
な
お
話
で
す
ね
。
す
ご
く
興

味
深
い
で
す
。

松
本
：「
暗
闇
坂
む
さ
さ
び
変
化
」
は
、

始
め
は
細
野
さ
ん
、
次
に
大
瀧
さ
ん
が

曲
作
り
を
し
た
け
れ
ど
ど
ち
ら
も
苦
戦

し
て
、
京
都
の
ラ
イ
ブ
で
移
動
中
、
ガ

ラ
ガ
ラ
で
貸
切
状
態
の
深
夜
バ
ス
の
中

で
細
野
さ
ん
と
大
瀧
さ
ん
が
合
作
し
て

作
り
上
げ
た
ん
だ
。
そ
ん
な
作
り
方
を

し
た
の
は
こ
れ
１
曲
だ
け
。

曽
我
部
：
そ
れ
で
お
２
人
が
ず
っ
と
ハ

モ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
は
っ
ぴ
い
え
ん

ど
の
楽
曲
に
出
会
っ
た
時
は
、
す
ご
く

衝
撃
を
受
け
た
ん
で
す
け
ど
、
実
は
そ

れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
心
を
掴
ま
れ
て
き
た
あ
の
曲
も
こ
の

曲
も
、
み
ん
な
松
本
さ
ん
の
作
詞
だ
っ

た
と
後
か
ら
知
っ
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

松
本
さ
ん
の
言
葉
は
僕
に

染
み
込
ん
で
い
ま
す
。

―
―  

こ
こ
で
、
は
っ
ぴ
い

え
ん
ど
「
空
い
ろ
の
く
れ

よ
ん
」
を
弾
き
語
り

松
本
：
曽
我
部
く
ん
は
シ

ル
ク
の
よ
う
な
声
だ
ね
。

当
時
の
大
瀧
さ
ん
は
ハ
ン

ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
代

表
さ
れ
る
カ
ン
ト
リ
ー
に

惹
か
れ
て
い
た
し
、
僕
は

ソ
ウ
ル
に
惹
か
れ
て
い
た
。

み
ん
な
自
分
の
興
味
を
模

索
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
ね
。

曽
我
部
：
ア
ル
バ
ム
を
出
さ
れ
る
に
つ
れ
、

大
瀧
さ
ん
、
細
野
さ
ん
が
ご
自
身
で
詞

を
書
く
こ
と
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
よ

ね
。
松
本
さ
ん
と
し
て
は
い
か
が
で
し

た
か
。

松
本
：
は
っ
き
り
自
分
の
書
き
た
い
テ
ー

マ
を
意
識
し
て
作
り
始
め
た
か
な
。
そ

れ
ま
で
も
無
意
識
に
都
市
の
歌
を
作
っ

て
い
た
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
が
後
々
僕
が

書
く
Ｊ
-Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
基
礎
に
な
っ
て
い
っ

た
と
思
う
。
３
枚
目
の
ア
ル
バ
ム

『
H
A
P
P
Y 

E
N
D
』
は
、
ア
メ
リ

カ
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
ん
だ
。
も
う

ネ
タ
は
出
尽
く
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ほ
ど
、
２
枚
目
の
『
風
街
ろ
ま
ん
』

が
重
み
の
あ
る

ア
ル
バ
ム
だ
っ
た

か
ら
、
僕
は
そ

れ
ほ
ど
乗
り
気

で
は
な
か
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
ア

メ
リ
カ
で
の
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

憧
れ
て
い
た
か

ら
や
る
こ
と
に

な
っ
た
。

曽
我
部
：
当
時

の
ア
メ
リ
カ
は

今
以
上
に
憧
れ

の
国
で
す
か
ら

ね
。

松
本
：
そ
れ
で
、

誰
か
か
ら
聞
き
つ
け
て
ス
タ
ジ
オ
に
ヴ
ァ

ン
・
ダ
イ
ク
・
パ
ー
ク
ス
が
現
れ
た
ん
だ
。

楽
曲
を
共
作
で
き
て
す
ご
く
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
。
詞
は
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
の
繰
り
返

し
で
、
と
言
わ
れ
て
そ
の
場
で
書
い
た

ん
だ
。
す
ぐ
に
で
き
た
よ
（
笑
）。
そ
れ

が「
さ
よ
な
ら
ア
メ
リ
カ 

さ
よ
な
ら
ニ
ッ

ポ
ン
」。
こ
れ
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
録
音

し
て
帰
国
し
て
か
ら
音
を
整
え
る
予
定

だ
っ
た
け
ど
、
独
特
の
乾
い
た
サ
ウ
ン
ド

が
再
現
で
き
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
現
地

の
ラ
フ
ミ
ッ
ク
ス
を
出
し
た
ん
だ
よ
。

本
当
に
偶
然
だ
よ
ね
。

曽
我
部
：
そ
ん
な
偶
然
か
ら
、
す
ご
い

名
曲
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

松
本
：
詞
も
、
案
外
さ
っ
と
書
け
た
も

の
が
良
く
て
、
直
せ
ば
直
す
ほ
ど
つ
ま

ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

曽
我
部
：
僕
も
そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
。

一
筆
書
き
の
よ
う
に
で
き
た
曲
に
は
、

何
か
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
と
で
見
る

と
辻
褄
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
け

れ
ど
、
直
す
と
何
か
が
死
ん
で
し
ま
う

と
い
う
。

松
本
：
直
す
こ
と
も
あ
る
け
ど
ね
。
特

に
歌
手
が
歌
い
に
く
い
と
言
っ
た
ら
パ
ッ

と
直
す
（
笑
）。

曽
我
部
：
制
作
に
は
多
く
の
人
が
関
わ

る
の
で
、
詞
を
直
し
て
く
だ
さ
い
と
言

わ
れ
て
戦
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

松
本
：
メ
ロ
デ
ィ
に
入
り
き
ら
な
い
と
か
、

イ
メ
ー
ジ
に
影
響
し
な
い
と
こ
ろ
は
直
す

け
れ
ど
、よ
っ
ぽ
ど
の
時
は「
降
り
ま
す
」

と
言
え
ば
い
い
（
笑
）。
僕
は
、
自
分

が
気
に
入
ら
な
い
詞
が
世
に
残
る
の
が
一

番
イ
ヤ
な
ん
だ
。
そ
の
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
こ
の
世
界
を
生
き
て
来
ら
れ
た
と
思

う
。

伝説の作詞家  松本隆スペシャルトークイベント

京

―
―  

こ
こ
で
、
大
瀧
詠
一
「
そ
れ
は
ぼ

く
ぢ
ゃ
な
い
よ
」
を
弾
き
語
り

曽
我
部
：
こ
れ
は
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
時

代
の
大
瀧
さ
ん
の
ソ
ロ
ア
ル
バ
ム
の
曲
で
、

恋
人
と
ま
ど
ろ
む
明
け
方
の
ひ
と
時
を

切
り
取
っ
た
素
敵
な
曲
で
す

ね
。
た
し
か
曲
先
だ
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
。

松
本
：
メ
ロ
デ
ィ
じ
ゃ
な
く

て
、
大
瀧
さ
ん
の
指
定
し

た
音
数
に
合
わ
せ
て
作
詞

し
た
曲
だ
ね
。
少
し
実
験

的
で
、
五
七
五
で
詠
む
俳

句
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
日

本
的
な
感
じ
が
し
て
面
白

か
っ
た
。
大
瀧
さ
ん
と
だ
か

ら
描
け
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

世
界
で
、
完
成
し
た
時
は

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚

え
て
い
る
ね
。

曽
我
部
：
自
由
で
何
も
の

に
も
縛
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

な
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
素

晴
ら
し
い
情
景
の
歌
詞
と
メ

ロ
デ
ィ
で
す
ね
。
こ
れ
は
ご

自
身
の
体
験
が
反
映
さ
れ

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

松
本
：
作
詞
で
よ
く
言
う

の
は
、
95
％
虚
構
で
５
％

が
真
実
。
ど
こ
か
に
本
当

の
こ
と
が
な
い
と
説
得
力
が

生
ま
れ
な
い
よ
。

―
―  

こ
こ
で
、
大
瀧
詠
一
「
指
切
り
」

を
弾
き
語
り

曽
我
部
：
歌
詞
に
は
鋭
い
爪
で
み
か
ん

の
皮
を
む
い
て
い
る
と
い
う
表
現
が
出
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
わ
ず
か
な
言
葉
か
ら
、

女
性
が
ど
ん
な
タ
イ
プ
で
、
2
人
が
ど

ん
な
恋
人
た
ち
な
の
か
、
自
分
が
す
ぐ

そ
ば
で
見
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
微
妙

な
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
こ

の
曲
で
松
本
さ
ん
の
描
く
恋
人
た
ち
に

は
、
お
互
い
が
距
離

を
測
っ
て
い
る
よ
う

な
、
独
特
の
空
気

感
が
あ
り
ま
す
ね
。

松
本
：
恋
愛
で
は

男
女
の
自
我
が
一
致

す
る
時
と
、
ず
れ

る
時
が
あ
る
よ
ね
。

そ
の
ず
れ
る
瞬
間
が
、

僕
に
と
っ
て
は
大
切

な
と
こ
ろ
。

曽
我
部
：
や
は
り
、

ご
自
身
の
体
験
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す

（
笑
）。

松
本
：
振
り
返
っ
て

み
る
と
、フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
な
ん
て
な
い
ん
だ

よ
（
笑
）。
詞
を
書

い
て
い
る
と
ね
、
言

葉
が
息
を
始
め
る

瞬
間
が
あ
る
。

――  

こ
こ
で
、Ｙ
Ｍ

Ｏ「
君
に
、
胸
キ
ュ

ン
。」
を
弾
き
語
り

曽
我
部
：
た
と
え
ば
相
手
に
「
気
が
あ

る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
と
き
の
シ
ー
ン

の
描
写
。
そ
れ
だ
け
で
状
況
や
関
係
が

浮
か
ぶ
フ
レ
ー
ズ
が
何
度
も
出
て
く
る

ん
で
す
。
当
時
僕
は
田
舎
の
小
学
生
で
、

楽
し
い
こ
と
も
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
け
ど
、

心
の
中
に
は
「
君
に
、
胸
キ
ュ
ン
。」
の

素
敵
な
世
界
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が

本
当
に
救
い
で
し
た
。

松
本
：Ｙ
Ｍ
Ｏ
も
い
い
け
ど
、
今
の
弾

き
語
り
も
最
高
に
い
い
ね
。
こ
の
曲
は

当
時
、Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
３
人
か
ら
「
ア
イ
ド
ル

を
や
り
た
い
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
オ
リ
コ

ン
で
1
位
を
獲
れ
る
楽
曲
を
依
頼
さ
れ

て
た
の
。
で
も
、
オ
リ
コ
ン
で
の
最
高

順
位
は
２
位
。
１
位
は
と
い
え
ば
、
松

田
聖
子
「
天
国
の
キ
ッ
ス
」
だ
っ
た
。

僕
が
作
詞
で
、
細
野
さ
ん
作
曲
の
。
自

分
た
ち
で
１
位
を
阻
ん
だ
ん
だ
よ
ね

（
笑
）。

曽
我
部
：
こ
の
曲
も
そ
う
だ
し
、
僕
は

松
本
さ
ん
が
紡
い
で
こ
ら
れ
た
言
葉
に

勇
気
づ
け
ら
れ
、
救
わ
れ
、
生
き
て
こ

ら
れ
た
。
自
分
の
カ
バ
ー
ア
ル
バ
ム
で
も

カ
バ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松

本
さ
ん
の
言
葉
が
自
分
の
人
生
に
あ
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

松
本
：
僕
も
曽
我
部
く
ん
の
歌
声
が
好

き
で
、
ソ
ロ
の
曲
も
よ
く
聴
く
よ
。
カ

バ
ー
し
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
歌
い

継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

※※

※詞先  楽曲制作において、作曲より先に作詞を行う手法のこと。※ヴァン・ダイク・パークス　アメリカの作曲家、編曲家、音楽プロデューサー。
　ザ・ビーチ・ボーイズのアルバム『スマイル』の制作に携わったことで有名。
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京都市中心部、河原町御池通交差点にある京都信用金庫のコミュニティ拠点

「QUESTION（クエスチョン）」。本誌編集長の円城新子がパーソナリティを務める館内限

定『QUESTIONラジオ×ハンケイ500m』はamiami代表の高野杏実さんをゲストにお迎えし

ました。個性あふれる多様なアート作品を世に送り出す高野さんの思いに迫ります。

QUESTION’s  REPORT

vol.17

密なモノクロ模様がユニークな動物、独特な
構図でカラフルな街並み、点と線で描かれた

抽象画――。個性豊かな絵画が並ぶ作品展「amiami 
CANVAS展」が８月、QUESTION で開催された。手
がけたのは、自身の個性から、昼夜問わず創作活動
に没頭するアーティストたち。2023年6月に起業したば
かりの合同会社amiami代表の高野杏実さんが企画
した。
　杏実さんがアーティストたちに出会ったのは、社会
人になり８年ほど経ったころ。自身のハードな働き方を
見つめ直したとき、ふと自閉症の妹が、幼い頃から絵
を描くことに没頭していたことを思い出した。「どんな
風に、どんな場所で描いているんだろう」。そう思い立
ち、妹のいる京都・伏見の福祉施設を訪れた。「妹だけ
でなく、みんなが無心で創作活動をしている素晴らし
い空間でした。自分の『好き』と向き合う、アーティスト
の姿を目の当たりにしたんです」。同時に、発想豊か

な彼らの作品を見て、心から感動したそう。
　「一心不乱に自身と向き合う人にしか、生み出せな
いアート。これをもっと多くの人に知ってほしい」。杏実
さんは、彼らのアート作品を、まず日本の伝統技術とコ
ラボレーションさせ、カラフルな手染めの風呂敷スカー
フを2021年に製作。クラウドファンディングで目標を上
回る額が集まった。これがきっかけで、バスケットボー
ルブランドを手掛ける「株式会社オンザコート」と契約。
「より多くの作品をマネージメントし、“適正価格”で世
に送り出そう」と決意しamiamiを創業した。
　現在、全国のアーティスト22人、252作品を預かり、展
示・販売会のほか、原画のデジタルデータをキャンバ
スに写し、サブスクリプションのレンタルサービスを実
施している。一般家庭から、施設、会社、カフェなどの
壁に、隔月で個性豊かなアーティストの作品を飾れる
のだ。「才能あふれるアーティストとそれを愛でる人。そ
んな素朴な関係が編み目のように広がれば嬉しい」。

細

個
性
あ
ふ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を

編
み
目
の
よ
う
に
世
界
へ
広
げ
た
い
！

AMI TAKANO

6歳までアメリカで生活。京都の大学（心理
学）を卒業後、中学校英語教諭を経て、英会
話のマンツーマン学習室を７年経営。2023
年1月、第11回京都女性起業家賞（特別
賞：日本経済新聞社京都支社賞）受賞。
2023年6月、合同会社amiami設立。一児
の母。現在神奈川県在住。“ami”は “親しい
友人”を意味するフランス語。

高野杏実さん （写真右）
合同会社amiami代表

円城新子（写真左）：本誌編集長

9月20日(水)、QUESTION １Fのリニューアルオープンプロジェクトがスタートしま
す。様々な「問い」をキーワードに、地域のみなさんと対話や実験を重ねて、よりたく
さんのつながりが生まれるQUESTIONを目指していきます。まずは、20日のオープ
ン以降に足を運んでみてください。何か楽しい面白いことに出会えるかも。

9/1～22、新京極のセレクトショップ「はあと・フレンズ・ストア」で展示会開催中

QUESTION １Fがリニューアルします！

ここQUESTIONは様々な分野の人が集まり、人と人、事業と
事業をつなげていく共創空間です。２階はミーティングや商談
など、複数人数での利用が可能で、３階は静かな空間で集中
して仕事ができるコワーキングスペースとなっています。創業
間もない起業家やフリーランスの方など、ぜひご利用ください。

様々な人の『？』が集まる場所～QUESTION～

Facebook
はこちら!!

LINEの友達
登録募集中！

都
に
縁
の
あ
る
作
詞
家
・

松
本
隆
さ
ん
が
、
ゲ
ス
ト

を
迎
え
て
対
談
す
る
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
が
、８
月
11
日
、ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
京
都
別
館
の
小
さ
な
カ
フ
ェ

「
り
ょ
ー
い
」
で
開
催
さ
れ
た
。
８
月
の

ゲ
ス
ト
は
サ
ニ
ー
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の

ボ
ー
カ
ル
＆
ギ
タ
ー
で
、
ソ
ロ
活
動
も

行
う
曽
我
部
恵
一
さ
ん
。
は
っ
ぴ
い
え

ん
ど
時
代
か
ら
の
松
本
さ
ん
の
楽
曲
に

影
響
を
受
け
て
き
た
曽
我
部
さ
ん
が
、

一
度
聞
い
て
み
た
か
っ
た
こ
と
を
思
い
の

ま
ま
松
本
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
当

時
を
振
り
返
り
、
松
本
さ
ん
が
少
し
ず

つ
語
っ
た
あ
と
で
、
曽
我
部
さ
ん
が
そ

の
名
曲
を
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の

弾
き
語
り
で
披
露
。
会
場
は
優
美
な
時

間
で
満
た
さ
れ
た
。

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
当
日
、

２
人
が
登
場
す
る
と
、

会
場
は
熱
気
を
帯
び
る
。

ト
ー
ク
は
、
一
昨
年
に
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
、
松

本
隆
さ
ん
の
作
詞
活
動

50
周
年
記
念
ラ
イ
ブ
「
風

街
オ
デ
ッ
セ
イ
２
０
２

１
」
の
話
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
ラ
イ
ブ
で
、
は
っ
ぴ

い
え
ん
ど
の
３
人
に
加
わ

り
、「
12
月
の
雨
の
日
」
の

ボ
ー
カ
ル
を
務
め
た
の
が

曽
我
部
さ
ん
。
松
本
さ
ん

は
そ
の
経
緯
を
振
り
返
る
。

松
本
：
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
の
４
人
に
大

瀧
（
詠
一
）
さ
ん
が
欠
け
て
い
る
か
ら
、

さ
て
誰
を
入
れ
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い

て
、
曽
我
部
く
ん
を
推
薦
し
た
ん
だ
。

曽
我
部
：
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
は
、
僕
が

本
格
的
に
音
楽
を
始
め
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
よ
う
な
バ
ン
ド
で
す
。
あ
の
場
所

で
歌
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
夢

の
よ
う
な
時
間

で
し
た
。
は
っ

ぴ
い
え
ん
ど
時

代
の
曲
は
詞
先

が
多
か
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

大
瀧
さ
ん
と
細

野
（
晴
臣
）さ
ん
、

ど
ち
ら
が
歌
わ

れ
る
か
を
想
定

し
て
、
歌
詞
を

書
き
分
け
て
い

ら
し
た
の
で
す

か
？

松
本
：
そ
う
だ
ね
。
大
瀧
さ
ん
と
作
る

の
は
「
朝
」
の
よ
う
な
ラ
ブ
ソ
ン
グ
。

細
野
さ
ん
は
「
し
ん
し
ん
し
ん
」
み
た

い
な
、
社
会
的
な
視
線
を
織
り
込
ん
だ

曲
が
合
う
ん
だ
よ
ね
。
大
瀧
さ
ん
と
出

会
っ
て
間
も
な
い
頃
は
、
ま
だ
お
互
い

価
値
観
も
わ
か
ら
な
く
て
、
情
景
を
描

い
た
曲
が
多
か
っ
た
。「
12
月
の
雨
の
日
」

は
大
瀧
さ
ん
の
家
を
訪
ね
る
道
す
が
ら

で
、
タ
ク
シ
ー
を
待
ち
な
が
ら
眺
め
た

雨
上
が
り
の
通
り
に
着
想
を
得
た
曲
。

そ
の
夜
に
、「
春
よ
来
い
」
の
歌
詞
も

書
き
上
げ
た
ん
だ
。
２
人
に
書
い
た
詞

に
曲
が
う
ま
く
つ
か
な
い
時
は
、
詞
を

交
換
す
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
よ
。

曽
我
部
：
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
時
代
の
お

話
は
貴
重
な
お
話
で
す
ね
。
す
ご
く
興

味
深
い
で
す
。

松
本
：「
暗
闇
坂
む
さ
さ
び
変
化
」
は
、

始
め
は
細
野
さ
ん
、
次
に
大
瀧
さ
ん
が

曲
作
り
を
し
た
け
れ
ど
ど
ち
ら
も
苦
戦

し
て
、
京
都
の
ラ
イ
ブ
で
移
動
中
、
ガ

ラ
ガ
ラ
で
貸
切
状
態
の
深
夜
バ
ス
の
中

で
細
野
さ
ん
と
大
瀧
さ
ん
が
合
作
し
て

作
り
上
げ
た
ん
だ
。
そ
ん
な
作
り
方
を

し
た
の
は
こ
れ
１
曲
だ
け
。

曽
我
部
：
そ
れ
で
お
２
人
が
ず
っ
と
ハ

モ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
は
っ
ぴ
い
え
ん

ど
の
楽
曲
に
出
会
っ
た
時
は
、
す
ご
く

衝
撃
を
受
け
た
ん
で
す
け
ど
、
実
は
そ

れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
心
を
掴
ま
れ
て
き
た
あ
の
曲
も
こ
の

曲
も
、
み
ん
な
松
本
さ
ん
の
作
詞
だ
っ

た
と
後
か
ら
知
っ
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

松
本
さ
ん
の
言
葉
は
僕
に

染
み
込
ん
で
い
ま
す
。

―
―  

こ
こ
で
、
は
っ
ぴ
い

え
ん
ど
「
空
い
ろ
の
く
れ

よ
ん
」
を
弾
き
語
り

松
本
：
曽
我
部
く
ん
は
シ

ル
ク
の
よ
う
な
声
だ
ね
。

当
時
の
大
瀧
さ
ん
は
ハ
ン

ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
代

表
さ
れ
る
カ
ン
ト
リ
ー
に

惹
か
れ
て
い
た
し
、
僕
は

ソ
ウ
ル
に
惹
か
れ
て
い
た
。

み
ん
な
自
分
の
興
味
を
模

索
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
ね
。

曽
我
部
：
ア
ル
バ
ム
を
出
さ
れ
る
に
つ
れ
、

大
瀧
さ
ん
、
細
野
さ
ん
が
ご
自
身
で
詞

を
書
く
こ
と
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
よ

ね
。
松
本
さ
ん
と
し
て
は
い
か
が
で
し

た
か
。

松
本
：
は
っ
き
り
自
分
の
書
き
た
い
テ
ー

マ
を
意
識
し
て
作
り
始
め
た
か
な
。
そ

れ
ま
で
も
無
意
識
に
都
市
の
歌
を
作
っ

て
い
た
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
が
後
々
僕
が

書
く
Ｊ
-Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
基
礎
に
な
っ
て
い
っ

た
と
思
う
。
３
枚
目
の
ア
ル
バ
ム

『
H
A
P
P
Y 

E
N
D
』
は
、
ア
メ
リ

カ
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
ん
だ
。
も
う

ネ
タ
は
出
尽
く
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
ほ
ど
、
２
枚
目
の
『
風
街
ろ
ま
ん
』

が
重
み
の
あ
る

ア
ル
バ
ム
だ
っ
た

か
ら
、
僕
は
そ

れ
ほ
ど
乗
り
気

で
は
な
か
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
ア

メ
リ
カ
で
の
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

憧
れ
て
い
た
か

ら
や
る
こ
と
に

な
っ
た
。

曽
我
部
：
当
時

の
ア
メ
リ
カ
は

今
以
上
に
憧
れ

の
国
で
す
か
ら

ね
。

松
本
：
そ
れ
で
、

誰
か
か
ら
聞
き
つ
け
て
ス
タ
ジ
オ
に
ヴ
ァ

ン
・
ダ
イ
ク
・
パ
ー
ク
ス
が
現
れ
た
ん
だ
。

楽
曲
を
共
作
で
き
て
す
ご
く
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
。
詞
は
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
の
繰
り
返

し
で
、
と
言
わ
れ
て
そ
の
場
で
書
い
た

ん
だ
。
す
ぐ
に
で
き
た
よ
（
笑
）。
そ
れ

が「
さ
よ
な
ら
ア
メ
リ
カ 

さ
よ
な
ら
ニ
ッ

ポ
ン
」。
こ
れ
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
録
音

し
て
帰
国
し
て
か
ら
音
を
整
え
る
予
定

だ
っ
た
け
ど
、
独
特
の
乾
い
た
サ
ウ
ン
ド

が
再
現
で
き
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
現
地

の
ラ
フ
ミ
ッ
ク
ス
を
出
し
た
ん
だ
よ
。

本
当
に
偶
然
だ
よ
ね
。

曽
我
部
：
そ
ん
な
偶
然
か
ら
、
す
ご
い

名
曲
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

松
本
：
詞
も
、
案
外
さ
っ
と
書
け
た
も

の
が
良
く
て
、
直
せ
ば
直
す
ほ
ど
つ
ま

ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

曽
我
部
：
僕
も
そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
。

一
筆
書
き
の
よ
う
に
で
き
た
曲
に
は
、

何
か
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
と
で
見
る

と
辻
褄
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
け

れ
ど
、
直
す
と
何
か
が
死
ん
で
し
ま
う

と
い
う
。

松
本
：
直
す
こ
と
も
あ
る
け
ど
ね
。
特

に
歌
手
が
歌
い
に
く
い
と
言
っ
た
ら
パ
ッ

と
直
す
（
笑
）。

曽
我
部
：
制
作
に
は
多
く
の
人
が
関
わ

る
の
で
、
詞
を
直
し
て
く
だ
さ
い
と
言

わ
れ
て
戦
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

松
本
：
メ
ロ
デ
ィ
に
入
り
き
ら
な
い
と
か
、

イ
メ
ー
ジ
に
影
響
し
な
い
と
こ
ろ
は
直
す

け
れ
ど
、よ
っ
ぽ
ど
の
時
は「
降
り
ま
す
」

と
言
え
ば
い
い
（
笑
）。
僕
は
、
自
分

が
気
に
入
ら
な
い
詞
が
世
に
残
る
の
が
一

番
イ
ヤ
な
ん
だ
。
そ
の
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
こ
の
世
界
を
生
き
て
来
ら
れ
た
と
思

う
。

―
―  

こ
こ
で
、
大
瀧
詠
一
「
そ
れ
は
ぼ

く
ぢ
ゃ
な
い
よ
」
を
弾
き
語
り

曽
我
部
：
こ
れ
は
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
時

代
の
大
瀧
さ
ん
の
ソ
ロ
ア
ル
バ
ム
の
曲
で
、

恋
人
と
ま
ど
ろ
む
明
け
方
の
ひ
と
時
を

切
り
取
っ
た
素
敵
な
曲
で
す

ね
。
た
し
か
曲
先
だ
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
。

松
本
：
メ
ロ
デ
ィ
じ
ゃ
な
く

て
、
大
瀧
さ
ん
の
指
定
し

た
音
数
に
合
わ
せ
て
作
詞

し
た
曲
だ
ね
。
少
し
実
験

的
で
、
五
七
五
で
詠
む
俳

句
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
日

本
的
な
感
じ
が
し
て
面
白

か
っ
た
。
大
瀧
さ
ん
と
だ
か

ら
描
け
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

世
界
で
、
完
成
し
た
時
は

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚

え
て
い
る
ね
。

曽
我
部
：
自
由
で
何
も
の

に
も
縛
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

な
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
素

晴
ら
し
い
情
景
の
歌
詞
と
メ

ロ
デ
ィ
で
す
ね
。
こ
れ
は
ご

自
身
の
体
験
が
反
映
さ
れ

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

松
本
：
作
詞
で
よ
く
言
う

の
は
、
95
％
虚
構
で
５
％

が
真
実
。
ど
こ
か
に
本
当

の
こ
と
が
な
い
と
説
得
力
が

生
ま
れ
な
い
よ
。

―
―  

こ
こ
で
、
大
瀧
詠
一
「
指
切
り
」

を
弾
き
語
り

曽
我
部
：
歌
詞
に
は
鋭
い
爪
で
み
か
ん

の
皮
を
む
い
て
い
る
と
い
う
表
現
が
出
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
わ
ず
か
な
言
葉
か
ら
、

女
性
が
ど
ん
な
タ
イ
プ
で
、
2
人
が
ど

ん
な
恋
人
た
ち
な
の
か
、
自
分
が
す
ぐ

そ
ば
で
見
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
微
妙

な
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
こ

の
曲
で
松
本
さ
ん
の
描
く
恋
人
た
ち
に

は
、
お
互
い
が
距
離

を
測
っ
て
い
る
よ
う

な
、
独
特
の
空
気

感
が
あ
り
ま
す
ね
。

松
本
：
恋
愛
で
は

男
女
の
自
我
が
一
致

す
る
時
と
、
ず
れ

る
時
が
あ
る
よ
ね
。

そ
の
ず
れ
る
瞬
間
が
、

僕
に
と
っ
て
は
大
切

な
と
こ
ろ
。

曽
我
部
：
や
は
り
、

ご
自
身
の
体
験
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す

（
笑
）。

松
本
：
振
り
返
っ
て

み
る
と
、フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
な
ん
て
な
い
ん
だ

よ
（
笑
）。
詞
を
書

い
て
い
る
と
ね
、
言

葉
が
息
を
始
め
る

瞬
間
が
あ
る
。

――  
こ
こ
で
、Ｙ
Ｍ

Ｏ「
君
に
、
胸
キ
ュ

ン
。」
を
弾
き
語
り

曽
我
部
：
た
と
え
ば
相
手
に
「
気
が
あ

る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
と
き
の
シ
ー
ン

の
描
写
。
そ
れ
だ
け
で
状
況
や
関
係
が

浮
か
ぶ
フ
レ
ー
ズ
が
何
度
も
出
て
く
る

ん
で
す
。
当
時
僕
は
田
舎
の
小
学
生
で
、

楽
し
い
こ
と
も
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
け
ど
、

心
の
中
に
は
「
君
に
、
胸
キ
ュ
ン
。」
の

素
敵
な
世
界
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が

本
当
に
救
い
で
し
た
。

松
本
：Ｙ
Ｍ
Ｏ
も
い
い
け
ど
、
今
の
弾

き
語
り
も
最
高
に
い
い
ね
。
こ
の
曲
は

当
時
、Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
３
人
か
ら
「
ア
イ
ド
ル

を
や
り
た
い
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
オ
リ
コ

ン
で
1
位
を
獲
れ
る
楽
曲
を
依
頼
さ
れ

て
た
の
。
で
も
、
オ
リ
コ
ン
で
の
最
高

順
位
は
２
位
。
１
位
は
と
い
え
ば
、
松

田
聖
子
「
天
国
の
キ
ッ
ス
」
だ
っ
た
。

僕
が
作
詞
で
、
細
野
さ
ん
作
曲
の
。
自

分
た
ち
で
１
位
を
阻
ん
だ
ん
だ
よ
ね

（
笑
）。

曽
我
部
：
こ
の
曲
も
そ
う
だ
し
、
僕
は

松
本
さ
ん
が
紡
い
で
こ
ら
れ
た
言
葉
に

勇
気
づ
け
ら
れ
、
救
わ
れ
、
生
き
て
こ

ら
れ
た
。
自
分
の
カ
バ
ー
ア
ル
バ
ム
で
も

カ
バ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松

本
さ
ん
の
言
葉
が
自
分
の
人
生
に
あ
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

松
本
：
僕
も
曽
我
部
く
ん
の
歌
声
が
好

き
で
、
ソ
ロ
の
曲
も
よ
く
聴
く
よ
。
カ

バ
ー
し
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
歌
い

継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

9月30日には、松本隆さんの特別トークイベント第２回を開催。
ゲストに「久保田麻琴と夕焼け楽団」「裸のラリーズ」他数々のバンドで活動し、
現在音楽プロデューサーとして活躍する久保田麻琴さんを迎える。

主催：株式会社山岡白竹堂
企画・運営：株式会社ユニオン・エー
協賛：株式会社ワールドコーヒー、株式会社サンパック、  
　　  ANBAN、和衣庵、映画「真人の世界」製作実行委員会

次回予告

※

※曲先  楽曲を制作する際に、作詞より先に作曲を行うこと。
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金柑を漬け込んだシロップをソーダで割った爽やかなドリンク。トッピン
グのミントが香る爽やかな飲み口です。まるでマティーニのように、串に
刺されたシロップ漬けの金柑で混ぜながら、最後にパクッといただくの
がおすすめです！　また、オリーブを漬け込んだシロップをソーダで
割った「おりーぶソーダ」も、コクのある味わいです。どちらも「漬物」の
プロフェッショナルがアレンジする、オリジナルドリンクです。

蒸して作る中国のパン「マントー」にマヨネー
ズを塗り、きゅうりの浅漬けとお漬物を挟ん
だサラダ感覚の一品。きゅうりの浅漬けは、
畑で採れた新鮮なきゅうりを昆布の効いた
京風のお出汁に漬け込んだもの。そのきゅう
りに切り目をいれ、中に挟むお漬物は、生姜・
しば漬・梅肉の３種から選べます。ポリポリと
食感のいいきゅうり、染み込んだお出汁の風
味をマントーが受け止め、中のお漬物がいい
アクセントになっています。

プ
レ
ー
ン 

６
５
0
円

 

各

７
０
0
円

き
ゅ
う
り
ド
ッ
ク 

おいしいお漬物はおいしい野菜から。そんな思いから、亀岡に自社農園を構える「京つけもの もり」。

まるでピクルスのようにカレーによく合う「味わい漬玉ねぎ」や「京都おりーぶ」など、

現代の生活に寄り添う新作で、数々のヒットを生み出してきました。

そんな「京つけもの もり」が、9月30日に八坂店をオープン！

八坂神社の南側、下河原通に面した立地で、

食べ歩きにもぴったりな新商品を展開します。

各

５
0
0
円

金
柑
ソ
ー
ダ
＆

お
り
ー
ぶ
ソ
ー
ダ

京つけもの もり  八坂店

もよりバス停は「祇園」

z075-746-5855　　
x京都市東山区祇園町南側506
c11時～18時

「京つけもの もり」
新店で味わえるお漬物の

食べ歩きグルメ
お漬物の
食べ歩きグルメ

新感覚! 

ト
ッ
ピ
ン
グ

（
生
姜
・
し
ば
漬
・
梅
肉
）

円
城
：
第
３
弾
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
２
作
と
比
べ
、
ま
た
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

福
山
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
作
目
は

３
台
の
カ
メ
ラ
を
長
回
し
に
し
、
カ
ッ
ト
を
つ
な

げ
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
１
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

撮
り
ま
し
た
。
２
作
目
は
初
め
て
『M

oonlight 
Club

』
の
楽
屋
か
ら
出
て
、
舞
台
を
蕎
麦
屋
長

寿
庵
の
ワ
ン
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
し
、
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
ど
ち
ら

の
作
品
も
、
思
い
入
れ
が
あ
る
の
で
す
が
、
ど

こ
か
僕
に
は
、
演
劇
の
イ
メ
ー
ジ
が
色
濃
く
残
っ

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
、

３
作
目
は
よ
り
映
画
っ
ぽ
く
し
た
い
と
思
い
、

京
都
の
た
く
さ
ん
の
場
所
を
使
っ
て
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
撮
影
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、シ
リ
ー

ズ
初
の
本
格
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

円
城
：
つ
い
に
、
ひ
ろ
美
ち
ゃ
ん
が
本
気
の
恋

を
し
ま
し
た
ね
。

福
山
：
今
ま
で
も
小
さ
な
恋
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

今
回
の
よ
う
な
真
剣
な
恋
は
初
め
て
で
す
ね
。

僕
は
常
々
、『M

oonlight Club

』
の
踊
り
子
た

ち
は
、
き
っ
と
恋
を
し
た
い
だ
ろ
う
し
、
恋
を

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
リ
ア
ル

な
日
常
を
想
像
す
る
と
、
恋
は
外
せ
な
い
で
す

よ
ね
。
き
っ
と
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
も
、ラ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

円
城
：
今
回
は
、
脚
本
も
お
一
人
で
仕
上
げ
ら

れ
ま
し
た
ね
。

福
山
：
そ
う
な
ん
で
す
。
挑
ん
で
み
て
、
改
め

て
本
を
書
く
の
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ひ

と
り
よ
が
り
な
作
品
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

L
G
B
T
Q
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
方
が
ど
ん

な
恋
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
取
材
も
し

な
が
ら
仕
上
げ
ま
し
た
。

円
城
：
ひ
ろ
美
ち
ゃ
ん
の
切
な
い
恋
心
が
よ
く

伝
わ
り
ま
し
た
。一
方
で
、映
画
を
観
て
い
る
側
は
、

し
ゅ
ん
子
ち
ゃ
ん
の
目
線
で
、
ひ
ろ
美
ち
ゃ
ん
の

恋
の
行
方
を
心
配
し
て
見
守
っ
て
い
る
感
じ
も

あ
り
ま
し
た
。

福
山
：
は
い
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
今
作
は
し
ゅ

ん
子
の
心
模
様
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
映
画
が
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
ひ
ろ
美
の
恋
も
心
配
だ
し
、

唄
子
姐
さ
ん
の
こ
と
も
気
掛
か
り
で
…
…
。

円
城
：
そ
ん
な
中
で
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
や
み
ん
な
と

過
ご
す
何
気
な
い
日
常
が
い
か
に
大
切
な
の
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

福
山
：
そ
う
で
す
ね
。『M

oonlight Club

』
は
、

や
は
り
場
末
の
シ
ョ
ー
パ
ブ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

友
情
物
語
で
す
。
楽
屋
で
楽
し
く
話
す
3
人
の

愉
快
な
毎
日
、
そ
の
尊
さ
を
皆
さ
ん
に
伝
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

円
城
：
シ
ー
ン
ご
と
に
、
ひ
ろ
美
ち
ゃ
ん
と
し
ゅ

ん
子
ち
ゃ
ん
の
衣
装
が
変
わ
っ
て
、
ど
れ
も
と
び

き
り
可
愛
か
っ
た
で
す
ね
。

福
山
：
そ
れ
は
今
作
の
見
ど
こ
ろ
の
一つ
だ
と
思

い
ま
す
。
踊
り
子
と
い
う
職
業
柄
も
あ
り
、
も

と
も
と
2
人
は
人
一
倍
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
気
に
す

る
人
た
ち
で
す
。
可
愛
い
も
の
や
派
手
な
も
の

も
競
い
合
っ
て
身
に
つ
け
た
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ

を
ふ
ん
だ
ん
に
見
せ
た
か
っ
た
の
で
、『
プ
ラ
ダ

を
着
た
悪
魔
』
さ
な
が
ら
に
、
今
回
は
メ
イ
ク

も
衣
装
も
特
に
凝
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
笑
）。

円
城
：
そ
ん
な
素
敵
な
3
人
を
、
9
日
か
ら
ス

ク
リ
ー
ン
で
観
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

福
山
：
は
い
！
　
画
面
い
っ
ぱ
い
に
映
る
、
恋

す
る
ひ
ろ
美
の
顔
を
見
て
、
み
ん
な
で
元
気
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

9月9日（土）～14日（木）京都みなみ会館
京都市南区西九条川原城町110  
京都駅八条口より徒歩15分、近鉄・東寺駅西へ1分
TEL.075-661-3993　https://kyoto-minamikaikan.jp

11月4日（土）～ シアターセブン
大阪市淀川区十三本町1丁目7-27 サンポードシティ5F  
阪急・十三駅下車 西口より徒歩5分
TEL.06-4862-7733　https://theater-seven.com

神戸大学在学中に劇団そとばこまちに入団、15年間在籍しフリー
に。180本以上の舞台に出演、テレビ・映画出演も多数。演劇ユ
ニット「はひふのか」での3人芝居『Moonlight Club』シリーズは現
在16作を数え、またその作品を自ら監督し映画化、2021年に第1
作目、2022年に第2作目が劇場公開された。またα-STATIONエ
フエム京都でラジオDJとして、毎週月曜日のレギュラー番組
「MAGIC RADIO」を担当している。その他個人プロデュース
「syubiro theater」の主催や、歌のお兄さん、焼酎亭バーボン名義
での落語、MCなど多方面で活躍中。

福山俊朗さん

ファン待望のシリーズ第３弾！を上映

『Moonlight Club
  in LOVE』

はひふのかpresents

京都のライブハウス「モダンタイムス」で16作を上演してきた、
ユニット『はひふのか』による大ヒット演劇シリーズ『Moonlight Club』。
2021年からは映画化され、PART1・2ともに京都みなみ会館で
全席ソールドアウトの快挙を成し遂げた。9月9日からは
ファン待望のシリーズ第３弾『Moonlight Club in LOVE』が京都みなみ会館で6日間上映。
試写会後、監督・脚本・役者を担う福山俊朗さんに、本誌円城編集長が聞いた。

『Moonlight Club』シリーズは、場末の
ショーパブで働く踊り子の「ひろ美」（写真
右）と「しゅん子」（写真左）、その友人で蕎
麦屋の女将の「サチエ」（写真中央）の3人
によるハートフルストーリー。
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本
誌
愛
読
者
が
、カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
！

『
ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
』フ
ァ
ン
が
楽
し
め
る
、カ
フ
ェ
誕
生
！

　
カ
フ
ェ
の
名
前
は
、「PUGOS CAFE GALLERY

（
パ
ゴ
ス 

カ

フ
ェ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
）」。
叡
電
「
一
乗
寺
」
駅
か
ら
曼
殊
院
道
を
東

へ
徒
歩
４
分
の
場
所
。
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
陽
光
差
し
込
む
明
る
い

空
間
で
す
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
芹
澤
卓
さ
ん
は
『
ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
』
の
愛
読
者
。

「
自
分
た
ち
の
足
で
稼
い
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
情
報
」
を
隔
月
発
行
し

て
い
る
本
誌
を
創
刊
当
初
か
ら
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、「
そ
の
編
集
部
、
読
者
が
行
き
た
く
な
る
」
カ
フ
ェ
を
考
え
、

た
ど
り
着
い
た
一つ
の
こ
た
え
が
、
こ
の
〝
カ
フ
ェ
〞
だ
っ
た
そ
う
。

カ
フ
ェ
と
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
一
服
す
る
だ
け
の
も
の
な
の
？

　
こ
の
カ
フ
ェ
は
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
て
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
す
。

壁
に
は
学
生
や
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
展
示
が
さ
れ
、
と
き
に

は
、音
楽
や
演
劇
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
。
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
、

ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
飲
食
が
メ
イ
ン
で
は
な
く
、
人
々
が
ア
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

交
流
で
き
る
、コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
し
た
新
し
い
空
間
」と
芹
澤
さ
ん
。

カ
フ
ェ
と
い
う
リ
ア
ル
な
場
で
の
交
流
を
通
し
て
、
よ
り
人
々
が
理

解
し
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
い
、
と
話
し
ま
す
。

　『ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
』
の
紙
面
に
も
登
場
！

　

　こ
だ
わ
り
の
ド
リ
ン
ク
・
ス
イ
ー
ツ
・
フ
ー
ド

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
、『
ハ
ン
ケ
イ
５
０
０
ｍ
』
の
読
者
は
も
ち
ろ
ん
、

編
集
部
が
行
き
た
く
な
る
「
優
し
い
カ
フ
ェ
」。
メ
ニ
ュ
ー
に
セ
レ
ク

ト
さ
れ
た
、
ド
リ
ン
ク・ス
イ
ー
ツ・フ
ー
ド
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
、『
ハ

ン
ケ
イ
５
０
０
ｍ
』
紙
面
で
登
場
し
た
も
の
ば
か
り
。
た
と
え
ば
、

京
都
西
陣
に
あ
る
「
た
ま
茶
」
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
。（『
ハ
ン
ケ
イ
５

０
０
ｍ
』Ｖ
ｏ
ｌ
．40
「
大
宮
中
立
売
」
特
集
号
掲
載
）
オ
ー
ナ
ー

夫
妻
が
、
一
人
ひ
と
り
の
心
や
体
の
状
態
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
提
案
し
て
く
れ
る
専
門
店
で
す
。

身
体
に
優
し
い
味
わ
い
が
、
季
節
ご
と
に
セ
レ
ク
ト
さ
れ
、
こ
の

「PUGOS  CAFE GALLERY

」で
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、

芹
澤
さ
ん
が
書
く
エ
ッ
セ
イ
を
テ
ー
マ
に
し
た
カ
フ
ェ
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
検
討
中
で
す
。
他
に
も
、
ド
リ
ン
ク
と
セ
ッ
ト
で
、

で
き
る
だ
け
美
味
し
い
お
菓
子
を
、
と
「
フ
ラ
ウ
ピ
ル
ツ
」
の
小
さ

な
ク
ッ
キ
ー
も
添
え
ら
れ
る
予
定
。（『
ハ
ン
ケ
イ
５
０
０
ｍ
』Ｖ
ｏ
ｌ
．

60「
一
条
寺
木
ノ
本
町
」特
集
号
掲
載
）フ
ラ
ウ
ピ
ル
ツ
の
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
が
本
場
ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
サ
ク
サ
ク
の
ク
ッ
キ
ー
に
感
動
し
た

と
の
こ
と
。
そ
の
ほ
か
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
コ
ー
ヒ
ー
、
ア
ン
ナ
マ
リ
ア

の
紅
茶…

…

。
ぜ
ひ
店
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、味
わ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

自分たちの足で歩いてまわり、

オリジナルな情報を発信してきた『ハンケイ500m』。

その愛読者が、『ハンケイ500m』の要素を散りばめ

「自分が行きたい理想のカフェ」をオープン！

ハンケイ500m編集部  山田梨世
ハンケイ紹介店のドリンクやスイーツに加え、本誌バック
ナンバーも置いていただけるそうで感激です。ハンケイ愛
に溢れるカフェ、編集部みんなで通い詰めます！

フラウピルツ 店主  宮下あゆみこ さん
『ハンケイ500m』をきっかけに、セリザワさんがご来店。
クッキーのおいしさに感動してくださり、嬉しかったで
す！　同じ一乗寺に素敵なカフェのオープン、楽しみです。

たま茶 店主  西山珠日 さん
たま茶は西陣のお店ですが、うちのハーブティを左京区
でも飲んでいただけるようになるなんて、ワクワクします。
オリジナルブレンド、お任せください！ 芹澤 卓 さん

コピーライター。不動産・住宅中
心の広告会社、株式会社
PUGOSを経営。これまでの経
験を活かして、左京区一乗寺に
「PUGOS CAFE GALLERY」を
オープン予定。詳細は後日！

１）一乗寺エリアに店を構える「フラウピルツ」のクッキー。どこか
ほっとする素朴な味わい。２）西陣にある「たま茶」は、オリジナル
ブレンドハーブティー専門店。３）赤い色が美しい「雪肌美人」は、
オリジナルブレンドの一つ。お肌ケアにおすすめのハーブティー。

ハンケイ500m
おすすめカフェ

PUGOS
CAFE GALLERY

PUGOS CAFE GALLERY

もよりバス停は「一乗寺下り松町」

z080-5344-5543（オープン後変更）　x京都市左京区
一乗寺宮ノ東町17番　c11時～19時（週末バータイムあり）

3

1

2

カフェオープンに寄せて、応援メッセージ
つくりたいのは
優しい空間です

3031



京
の
里
山

思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
行
け
る

旅のゴールは高雄へ。お食事処やまざきでは、美しい
庭園を眺めながらうどん・そば・丼から、季節の会席料
理まで味わえます。今回注文したのは、「楓御膳」。小鉢
は、アカニシガイのバジルソース和えや、琵琶湖の川魚
「もろこ」の有馬煮など、少しずつ美味しいお料理が楽
しめます。新鮮なネタのお造りや板前が握るお寿司に、
お出汁を味わう炊き合わせ。それぞれが味わい深く、つ
いついお酒が進みます。大海老がのった天ぷらそばで
お腹がいっぱいになった後は、デザートの抹茶ムース。
ご馳走三昧の夢見心地なひとときを過ごせました。

楓御膳（2,500円）：寿司（えび、鯛、マグロ）、お造り
（鯛、マグロ）、炊き合わせ（魚のすり身団子、小芋、きぬ
さや、もみじ麩、ふんわりもみじ豆腐）、小鉢（イカの松前
漬、黄身はさみそら豆、諸子（もろこ）の有馬煮、アカニ
シガイの香草あえ）、天ぷらそば、抹茶ムース

秋限定の大学芋は、大きくごろごろとし
たお芋に甘い蜜が絡んで、しっとりとし
た口当たり。150g 300円、100g 200
円とお手頃なお値段も嬉しいです。

京
都
駅
か
ら
バ
ス
で
ほ
ん
の
30
分
。

秋
の
涼
し
さ
を
感
じ
る
京
の
里
山「
高
雄
」へ
向
か
お
う
。

そ
の
前
に
立
ち
寄
っ
た
千
本
寺
之
内
界
隈
は
、

昭
和
の
風
情
が
残
る
機
織
り
の
町
。お
寺
を
参
拝
し
た
後
は
、

老
舗
の
昆
布
屋
と
地
元
の
パ
ン
屋
で
お
土
産
を
チ
ェ
ッ
ク
。

寄
り
道
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
過
ご
す
、

レ
ト
ロ
な
女
子
一
人
旅
。  

お食事処やまざきで、
楓御膳をいただく。
お食事処やまざきで、
楓御膳をいただく。

注
目
！

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の「
大
学
芋
」

素朴な雰囲気のパン屋「カウベ
ル」。扉を開けると優しい笑顔でご夫
婦が出迎えて下さいます。無添加に
こだわり、ショートニングやマーガリン
など植物性油脂は不使用。玄米入
りなど身体にやさしいパンが並びま
す。デニッシュは本バターが香る、サ
クサク感がたまらない一品です。

店
主
さ
ん
の
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
、無
添
加
パ
ン
。

店
主
さ
ん
の
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
、無
添
加
パ
ン
。

千本寺之内編
vol.23 

手彫りの閻魔法王像や
ゑんま様のおみくじなど
授与品も要チェック！

ホールスタッフ募集中！ 
お電話にてお問い合わせください。

高雄 やまざき 

もよりバス停は「高鼻町」

z075-881-2303　x京都市右京区梅ヶ畑
高鼻町13　c11時～21時　v年中無休 

Instagram   ＠kyoto_ryokan_yamazaki
Facebook   @Ryokan.Yamazaki

高雄 やまざき公式LINE
友だち追加で、
お得な情報が届きます！

各種SNSをチェック！

ゑんま法王が
鎮座する、
お寺を訪ねる。
千本ゑんま堂（引接寺）は、ゑんま
法王がご本尊として祀られている
お寺です。８月の「お精霊迎え・送
り」には多くの参拝客で賑わいま
す。6日～13日の「お精霊迎え」で
各家庭に帰った先祖の精霊が、
冥界へと戻る夏の盆行事です。ま
た毎月16日の「ゑんま様の日」は、
本尊が開扉。直接ゑんま様を見る
ことができます。境内にある重要文
化財「紫式部の供養塔重」もお見
逃しなく。

石像寺は千本ゑんま堂と並び、地元の
人の信仰があついお寺です。苦を抜き
取ってくれるというご利益がある「釘抜地
蔵」が祀られています。本堂には、2本の
釘と釘抜きがついた絵馬が奉納されて
いて、それぞれに心と体の痛みがとれた
ことへの感謝の意が込められています。

明治35年から続く老舗の昆布屋「五辻の
昆布」。店内には、道南産の真昆布など各
地から仕入れた上質な昆布や、おいしく炊
き上げた佃煮などを取り揃えます。そんな
老舗の昆布屋さんで見つけたのが「おや
つ昆布 おやつのじかん」。ハートやうさぎ、
大文字などかわいく型抜きされたおしゃぶ
り昆布です。チャック付きで持ち歩きにも
便利です。山椒と昆布風味のポテトスナッ
ク「ぽて昆」も、おやつに人気。

老
舗
の
昆
布
屋
さ
ん
が
つ
く
る
、

か
わ
い
い
お
や
つ
昆
布
。

老
舗
の
昆
布
屋
さ
ん
が
つ
く
る
、

か
わ
い
い
お
や
つ
昆
布
。

老
舗
の
昆
布
屋
さ
ん
が
つ
く
る
、

か
わ
い
い
お
や
つ
昆
布
。

老
舗
の
昆
布
屋
さ
ん
が
つ
く
る
、

か
わ
い
い
お
や
つ
昆
布
。

続
い
て
、釘
抜（
苦
抜
き
）地
蔵
で

知
ら
れ
る
石
像
寺
へ
。

続
い
て
、釘
抜（
苦
抜
き
）地
蔵
で

知
ら
れ
る
石
像
寺
へ
。

し
ゃ
く
ぞ
う

※写真は七夕飾り中。

もよりバス停は「堀川蛸薬師」

z070-1747-9998  x京都市中京
区六角油小路町334 （理容師養成
施設校BARBERPRIDE内に併設） 
c12時～20時 v日祝・月・水
https://tokoya-yamakawa.com/

四条通

御池通

蛸薬師通

烏
丸
通

堀
川
通

油
小
路
通

理
容
室
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」と
中
村
さ
ん
。

　本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
う
な
じ
剃
り
と
ヘ
ッ
ド
ス

パ
。剃
刀
を
使
う
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
は
理
容
免
許
を

持
つ
人
し
か
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
。う
な
じ
の
産

毛
は
自
分
で
処
理
し
づ
ら
く
、
髪
と
の
区
別
が

曖
昧
で
脱
毛
サ
ロ
ン
で
も
残
さ
れ
が
ち
な
部
位

だ
。理
容
師
な
ら
プ
ロ
の
目
で
見
極
め
て
く
れ

る
。　美

容
液
を
含
ま
せ
た
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
ブ
ラ
シ

が
触
れ
る
と
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
感
触
に
中
村

さ
ん
は
驚
い
た
。ま
た
、
兎
の
毛
の
ブ
ラ
シ
は
き

め
が
細
か
く
と
て
も
柔
ら
か
だ
。剃
刀
が
あ
た

り
始
め
る
と
「
撫
で
ら
れ
て
い
る
み
た
い
で
気

持
ち
い
い
。『
剃
る
』
と
い
う
荒
い
感
覚
は
ま
っ

た
く
な
い
で
す
ね
」
と
中
村
さ
ん
。剃
刀
の
ス
リ

ス
リ
と
い
う
音
が
耳
元
で
響
き
、
心
地
よ
い
眠

気
を
誘
う
。半
分
を
終
え
、左
右
で
比
べ
る
と
そ

の
差
は
一
目
瞭
然
。内
側
か
ら
輝
い
て
見
え
る

ほ
ど
に
肌
が
明
る
く
な
っ
た
。自
分
で
も
触
り

た
く
な
る「
つ
る
す
べ
肌
」の
で
き
あ
が
り
だ
。

　見
え
な
い
ほ
ど
薄
い
産
毛
で
も
、
き
ち
ん
と

剃
れ
ば
効
果
は
大
き
い
。中
村
さ
ん
は
翌
日
、

日
焼
け
止
め
を
塗
る
際
に
ノ
リ
の
良
さ
を
実
感

し
た
そ
う
。そ
の
秘
密
は
山
根
さ
ん
の
「
張
り

手
」
に
あ
る
。張
り
手
と
は
剃
刀
と
反
対
の
手

で
肌
を
押
さ
え
て
位
置
を
調
え
、
毛
を
根
元
か

ら
立
た
せ
る
理
容
師
特
有
の
技
術
。「
職
人
は

剃
刀
で
は
な
く
張
り
手
で
剃
る
」
と
い
う
ほ
ど

大
切
な
技
な
の
だ
と
い
う
。

　ヘ
ッ
ド
ス
パ
も
ま
ず
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
。髪

の
コ
シ
が
な
く
乾
燥
し
や
す
い
と
い
う
中
村
さ

ん
の
悩
み
に
合
わ
せ
、
山
根
さ
ん
は
国
産
ブ
ラ

ン
ド
の
シ
ャ
ン
プ
ー
と
海
藻
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を

セ
レ
ク
ト
。さ
ら
に
皮
脂
を
洗
い
流
す
炭
酸
泉

の
頭
浸
浴
を
ほ
ど
こ
し
て
い
く
。パ
チ
パ
チ
弾

け
る
感
覚
に
中
村
さ
ん
は「
く
す
ぐ
っ
た
い
」と

笑
み
を
こ
ぼ
し
つ
つ
、
至
福
の
５
分
間
を
堪
能

し
た
。

　「個
室
は
初
め
て
で
し
た
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
空
間
。理
容
室
っ
て
長
く
付
き
合
え
る
場

所
な
ん
で
す
ね
」
と
振
り
返
る
中
村
さ
ん
は
来

年
30
歳
。俳
優
と
し
て
も
、
劇
団
の
代
表
と
し

て
も
キ
ャ
リ
ア
が
深
ま
っ
て
い
く
時
期
だ
。「
身

体
の
変
化
も
受
け
入
れ
つ
つ
、
自
分
を
大
切
に

す
る
ケ
ア
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

vol.02
輝
か
せ
て
く
れ
る

理
容
室

あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を

油小路通を蛸薬師から上った

京町家の離れに立つ「とこや 山川」。

「理容」の魅力を世の中に広めるという志をもって、

今年春にオープンした完全個室の理容室だ。

理容師ならではの技術を追求する山根明奈さんを、

俳優の中村彩乃さんが訪ねた。

山根 明奈さんの計算
やま      ね          あき      な

中村さんが体験した
うなじ剃り（肩まで）と
ヘッドスパに、お顔剃りも
ついたおすすめコース

※その他カットありのコース、アラカルトもあり

グルーミングコース ベーシック
75分　                         11,000円

中村彩乃さん
1994年奈良県生まれ。2017年に劇
団「安住の地」を旗揚げし、代表とし
て京都を拠点に活動するかたわら、
国内外の多くの舞台に出演する。
【最新出演情報】第七劇場『三人姉
妹』（原作：A.チェーホフ）
2023年10月7日（土）・8日（日）　三
重県文化会館／10月22日（日）パ
ティオ池鯉鮒（知立市文化会館）

　技
術
力
の
あ
る
理
容
師
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

な
整
う
美
」
を
提
供
す
る
「
と
こ
や 

山
川
」。山

根
明
奈
さ
ん
も
そ
の
理
容
師
の
一
人
だ
。制
服

の
ス
ー
ツ
を
颯
爽
と
着
こ
な
し
、毎
週
金
曜
日
・

土
曜
日
に
出
勤
す
る
。

　理
容
師
と
美
容
師
の
違
い
を
尋
ね
る
と
、

「
美
容
師
は
パ
ー
マ
や
メ
イ
ク
で
容
姿
を
演
出
す

る
の
が
得
意
。一
方
、
理
容
師
は
そ
の
人
の
も
つ

本
来
の
美
し
さ
を
引
き
出
す
の
が
得
意
で
す
」

と
山
根
さ
ん
。カ
ッ
ト
し
た
日
か
ら
２
〜
３
週

間
後
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
技
術
が
、
山
根
さ

ん
の
理
想
だ
。施
術
前
に
髪
質
や
毛
流
れ
を
観

察
し
、
な
り
た
い
姿
を
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
。次
の
来
店
ま
で
の
髪
の
伸
び
方
を
計
算
し
、

季
節
も
踏
ま
え
て
数
カ
月
先
の
見
通
し
を
立

て
る
。

　今
回
の
お
客
さ
ん
は
俳
優
と
し
て
活
躍
す

る
中
村
彩
乃
さ
ん
。「
理
容
室
＝
男
性
が
行
く

場
所
」
と
の
印
象
が
強
く
、
今
回
が
初
め
て
の

中
村
さ
ん
に
と
っ
て
、
完
全
個
室
の
離
れ
や
剃

刀
な
ど
す
べ
て
が
新
鮮
だ
。山
根
さ
ん
の
話
を

聞
き
「
公
演
中
は
髪
型
を
変
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
多
い
俳
優
に
と
っ
て
、カ
ッ
ト
が
長
持
ち
す
る か

み

う
さ
ぎ

そ
り
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半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
界
の
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
の

輝
き
を
放
つ
、実
力
派
の
京
都
企
業
・
T
O
W
A
。

T
O
W
A
同
様
の「
実
力
派
」に
注
目
、研
究
室
や
学
生
の
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
！

大
学
★
レ
ポ
ー
ト

の

実
力
派

リクルートサイト Instagram

TOWA株式会社

もよりバス停は「市民防災センター前」

z075-692-0250　
x京都市南区上鳥羽上調子町5番地
https://www.towajapan.co.jp/

製
造
工
場
や
物
流
現
場
、
今
や
フ
ァ
ミ
レ
ス

で
も
見
か
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
が
、
次
世
代
に
向
け
て

注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を

搭
載
し
た
「
自
律
移
動
型
ロ
ボ
ッ
ト
」
だ
。
今

回
は
龍
谷
大
学
先
端
理
工
学
部
電
子
情
報
通
信

課
程
・
植
村
渉
研
究
室
を
訪
問
。
電
子
・
情

報
・
通
信
分
野
に
精
通
す
る
、
「
実
力
派
」
研

究
室
だ
。

テ
ー
マ
は
「
可
視
光
無
線
通
信
」
と

　
「
自
律
移
動
型
ロ
ボ
ッ
ト
」

植
村
研
究
室
の
研
究
テ
ー
マ
は
大
き
く
２
つ

あ
り
、
そ
の
う
ち
ひ
と
つ
が
「
可
視
光
を
使
っ

た
通
信
」
だ
。「
可
視
光
」、
つ
ま
り
目
に
見
え

る
光
で
情
報
を
伝
達
す
る
通
信
方
法
を
研
究
し

て
い
る
。
こ
の
研
究
も
意
義
深
い
も
の
で
は
あ

る
が
、
今
回
ハ
ン
ケ
イ
編
集
部
が
注
目
す
る
の

は
、
植
村
研
究
室
の
も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
搭
載
し
た
「
自
律
移
動

型
ロ
ボ
ッ
ト
」
だ
。

自
律
移
動
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、
「
自
分
に
搭

載
さ
れ
た
セ
ン
サ
に
よ
り
、
自
分
で
動
き
を
決

め
る
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
こ
と
を
指
す
。
遠
隔
で
人

間
が
操
作
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
あ
ら
か
じ

め
周
囲
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
か
ら
情
報
を
得
る

わ
け
で
も
な
い
。

　
「
自
律
移
動
型
は
自
分
で
考
え
て
（
＝
自
律
）

世
界
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
を
通
じ
て

国
際
的
視
野
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

中
国
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
。
ロ
ボ
ッ
ト
先

進
国
が
力
を
入
れ
る
分
野
だ
け
あ
っ
て
、
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
競
技
大
会
が
存
在
す
る
。

な
か
で
も
日
本
で
発
祥
し
た
の
が
、
自
律
移

動
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
国
際
競
技
大
会
「
ロ
ボ
カ
ッ

プ
」
だ
。
植
村
研
究
室
は
２
０
１
１
年
の
「
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
リ
ー
グ
」
部
門
設
立
以
来
、
毎

年
参
加
。
近
年
の
戦
績
で
い
え
ば
、
植
村
研

究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、
２
０
２
３
年
５
月
、
滋

賀
県
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
で
優

勝
。
７
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
世
界
最

大
の
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
「
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｃ
ｕ
ｐ

２
０
２
３
」
に
も
参
加
し
た
。

華
々
し
い
戦
績
に
目
が
奪
わ
れ
る
が
、
参
加

自
分
で
動
く
（
＝
移
動
）。『
ド
ラ
え
も
ん
』
も

自
律
移
動
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
一
種
で
す
」
と
植
村

先
生
。

自
律
移
動
に
は
、
人
工
知
能
に
よ
る
学
習
が

欠
か
せ
な
い
。
た
と
え
ば
、
あ
る
設
定
目
標
を

ロ
ボ
ッ
ト
が
達
成
で
き
る
と
報
酬
を
与
え
る
。

す
る
と
人
工
知
能
が
再
度
報
酬
を
も
ら
え
る
方

法
を
考
え
、
学
習
を
重
ね
て
い
く
。
こ
う
し

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
律
移
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
だ
。

な
ぜ
植
村
先
生
は
自
律
移
動
型
ロ
ボ
ッ
ト
に

興
味
を
も
っ
た
の
か
？　

植
村
先
生
が
パ
ソ
コ

ン
と
出
会
っ
た
の
は
小
学
２
年
生
。
友
人
の
家

に
あ
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
触
ら
せ
て
も
ら
っ
た
と

き
、
「
自
分
の
思
考
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る

と
、
僕
自
身
が
で
き
あ
が
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
、
思
い
を
巡
ら
せ
た
。
こ
の
少
年
時
代
の

感
性
が
、
現
在
の
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
。現

在
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
が
注
目
を
集
め
る
の

は
、
時
代
の
要
請
も
大
き
い
。
少
子
高
齢
化
・

働
き
手
減
少
が
進
む
今
、
生
産
現
場
か
ら
の
声

が
あ
る
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
生
産
は
『
大
量
生
産
・

低
単
価
』
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
価
格

競
争
に
陥
っ
て
し
ま
う
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
人
間
に
し
か
で
き
な
か
っ
た

『
多
品
種
少
量
生
産
・
高
単
価
』
な
モ
ノ
づ
く

り
も
『
自
律
移
動
型
ロ
ボ
ッ
ト
な
ら
で
き
る
』

と
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」。

の
目
的
は
競
技
大
会
の
優
勝
で
は
な
い
。「
若

者
に
国
際
的
視
野
を
も
っ
て
ほ
し
い
、
そ
し
て

人
や
社
会
を
助
け
る
技
術
を
広
め
た
い
」
と
、

植
村
先
生
。
４
年
生
の
安
田
尚
平
さ
ん
は
「
世

界
大
会
で
決
勝
試
合
の
審
判
を
務
め
ま
し
た
。

各
国
の
技
術
者
と
交
流
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
、
収
穫
を
語
っ
た
。

３
年
生
の
中
嶋
洸
介
さ
ん
は
「
植
村
先
生
は

挑
戦
し
た
い
と
い
う
意
欲
に
対
し
、
熱
い
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
だ
さ
る
。
自
分
や
家
族
、
誰
か

の
生
活
を
も
っ
と
楽
に
す
る
技
術
を
作
り
た

い
」。
修
士
１
年
生
の
田
邊
稜
汰
さ
ん
は
「
将

来
は
、
ク
ル
マ
の
自
動
運
転
に
携
わ
る
か
、
工

場
で
働
く
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
し
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
す
る
便
利
な
社
会
へ
。
そ

の
た
め
に
研
究
者
た
ち
は
挑
戦
を
続
け
て
い

る
。

植村研究室のチーム「BabyTigers-R」は、2023年5月に滋賀で開催された「ロボカップ

ジャパンオープン2023」の「ロジスティクスリーグ」で優勝。さらに、人工知能学会賞

を受賞した。フランスでの世界大会はドイツ、オーストリア、スイス、フランス、メキシ

コの精鋭に混じり日本唯一のチームとして参加。

3年生

中嶋 洸介さん

4年生

安田 尚平さん

修士1年生

田邊 稜汰さん

植村 渉 准教授

ロボット開発ではプログラミングや画

像解析、研究発表会では英語でのプ

レゼンテーション。世界的な競技大会

に出場することで、学生たちはさまざ

まな研究成果を発表する機会を得てい

る。



　
大
﨑
康
弘
代
表
取
締
役
社
長
と
「
バ
ッ

ク
ス
キ
ン
ビ
ー
ル
」
と
の
出
会
い
は
２
０
２

０
年
に
遡
る
。
国
際
物
流
業
務
を
行
う
同

社
は
海
外
と
の
取
引
も
多
い
。
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
が
ブ
ー
ム
の
台
湾
で
製
造
さ
れ
た
、

本
場
ド
イ
ツ
ス
タ
イ
ル
の
伝
統
製
法
に
よ
る

「
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
ビ
ー
ル
」
の
美
味
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
た
大
﨑
さ
ん
。
手
間
暇
を
か
け

て
作
ら
れ
た
ビ
ー
ル
の
姿
勢
に
共
感
し
「
私

た
ち
が
日
本
国
内
で
流
通
さ
せ
る
」
と
決

め
て
い
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
勃
発
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。
た
ま
た
ま
大
﨑
さ
ん

は
テ
レ
ビ
で
、
首
都
キ
ー
ウ
北
西
に
あ
る
美

術
館
が
攻
撃
さ
れ
、
館
内
が
燃
え
広
が
る

な
か
、
地
元
の
人
た
ち
が
身
の
危
険
も
顧

み
ず
、
所
蔵
す
る
マ
リ
ア
・
プ
リ
マ
チ
ェ
ン

コ
氏
の
絵
を
助
け
出
す
映
像
を
目
に
し
、

言
葉
を
失
っ
た
。

　「
非
常
事
態
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
は

『
文
化
を
自
分
達
の
手
で
守
る
』
と
い
う
強

い
意
志
が
あ
る
。
そ
の
姿
を
見
て
、
強
い

思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
」。

　
こ
の
事
件
後
、
マ
リ
ア
・
プ
リ
マ
チ
ェ
ン

コ
氏
の
絵
は
「
反
戦
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て

世
界
で
も
再
評
価
さ
れ
る
。も
と
も
と
ア
ー

ト
と
音
楽
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
大
﨑
さ
ん

も
す
ぐ
に
動
き
、
ビ
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
に
使

用
す
る
た
め
の
許
可
を
プ
リ
マ
チ
ェ
ン
コ
氏

の
財
団
に
申
請
し
た
。「
絵
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
文
化
を
守
る
手
伝
い
を
」
と
の

使
命
感
と
、
生
命
を
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
に
表

現
し
、
生
き
る
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
絵

そ
の
も
の
に
も
感
動
し
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
大
﨑
さ
ん
は
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
ビ
ー
ル
と
プ

リ
マ
チ
ェ
ン
コ
氏
の
絵
を
、
創
造
性
を
意
味

す
る
「
Ｂ
ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
」
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
つ
な
い
だ
。
見
る
者
の
心
を
動
か

す
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
ビ
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
か
ら

話
は
広
が
り
、
プ
リ
マ
チ
ェ
ン
コ
氏
の
絵
の

話
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
音
楽
を
演
奏
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
。
世
界
の
現
実
を
た
く
さ

ん
の
人
が
知
る
こ
と
で
、
暴
力
が
抑
止
さ

れ
る
力
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

　「
芸
術
が
戦
争
の
犠
牲
に
な
る
の
は
お
か

し
い
。
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
が
、
戦
争
に

よ
っ
て
失
う
も
の
の
大
き
さ
を
知
り
、
涙
を

流
し
て
く
だ
さ
る
。
文
化
事
業
と
し
て
、

手
が
け
る
意
義
を
感
じ
ま
す
」。

　
入
場
料
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
は
京
都
、
大
阪
、

東
京
で
開
催
。
運
営
費
や
出
演
者
へ
の
謝

礼
は
日
本
サ
ル
ベ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
が
負
担
。

集
ま
っ
た
支
援
金
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
使

館
や
支
援
団
体
を
通
じ
て
全
額
現
地
に
寄

付
さ
れ
る
予
定
。

　
大
﨑
さ
ん
は
「
人
が
生
き
る
上
で
大
切

な
の
は
、
自
由
に
も
の
を
考
え
、
表
現
し
、

つ
な
が
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
対

極
に
あ
る
の
が
戦
争
だ
。
プ
リ
マ
チ
ェ
ン
コ

さ
ん
の
絵
も
残
念
な
が
ら
25
点
が
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
探
し
て
、
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
時
代
に
も
創
造
性

を
発
揮
で
き
る
場
を
守
る
た
め
に…

…

。

大
﨑
さ
ん
が
つ
な
ぐ
、「
ビ
ー
ル
」「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ア
ー
ト
」「
コ
ン
サ
ー
ト
」、
そ
の
う

ね
り
が
静
か
に
広
が
っ
て
い
る
。

（おおさき・やすひろ）
196６年京都生まれ。
京都産業大学卒業
後、地元建設会社で
の勤務を経て日本サ
ルベージサービスに入
社。営業職を経て企画
や経営に携わるよう
に。1999年代表取締
役社長に就任、着実
にビジネスを発展させ
ている。

日
本
サ
ル
ベ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の

芸
術
文
化
を

支
え
る

思
い

文化を応援するバックスキンビールを、飲もう！
　
日
本
サ
ル
ベ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
が
輸

入
・
販
売
を
手
が
け
る
、
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
「
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
ビ
ー

ル
」。
こ
の
ビ
ー
ル
が
あ
る
お
店
を

紹
介
し
た
い
。
京
都
大
学
の
ほ
ど

近
く
、
学
生
街
の
ビ
ル
に
店
を
構

え
る
バ
ー
、Ｋ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
ｒ
ｓ
ｉ
ｓ

（
カ
タ
ル
シ
ス
）。
京
都
大
学
の
学

生
が
在
学
中
に
起
業
し
た
バ
ー
で
、

現
在
も
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
語

り
」。
店
内
は
客
席
の
距
離
感
も

近
く
、
そ
の
場
で
出
会
っ
た
お
客

さ
ん
が
語
り
合
う
こ
と
も
。
偶
然

隣
り
合
っ
た
他
の
お
客
さ
ん
と
の

「
語
り
」
か
ら
、
新
た
な
気
づ
き
や

発
見
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。
毎
回

異
な
る
テ
ー
マ
を
軸
に
、「
語
る
」

イ
ベ
ン
ト
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。

語り×Café & BAR Katharsis（カタルシス）

もよりバス停は「百万遍」

z075-707-2527  x京都市左京区田中門前町
28-14 吹上ビル3階 北号室  c20時～24時  
v木 https://www.katharsis-official.com/

バックスキンビールのポスター。ウクライナの芸
術家マリア・プリマチェンコ氏の絵が、戦争への
憤りを示している。「このプリマチェンコの絵その
ものが『生きるとは自由であること』と、語っている
気がするんです」と大﨑さん。

株式会社日本サルベージサービス
代表取締役社長 大﨑康弘

B
u
c
k
s
k
i
n
の

ビ
ー
ル
が
飲
め
る
店

赤はモルトの風味が豊かなミュンヘン
ヘレス、青は小麦の酵母香の個性が
際立つヘーフェヴァイツェン。

vol.02

文
化
事
業
に
積
極
的
な
姿
勢
で
知
ら
れ
る

株
式
会
社
日
本
サ
ル
ベ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
︒

﹁
ビ
ー
ル
﹂﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ア
ー
ト
﹂﹁
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︒

一
見
無
関
係
な
３
つ
を
つ
な
ぐ

大
﨑
康
弘
代
表
取
締
役
社
長
に
︑そ
の
思
い
を
お
聞
き
し
た
︒

「Ｂｅ Ｃｒｅａｔｉｖｅ」
創造性を発揮する
場を守るために。
ビールとアートを
つなげる。
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株式会社ディーオーアイ
http://cb-doi.com/

三徳エネルギー株式会社
https://santoku-energy.jp/

北近畿

NEWS

東京から豊岡に移住した劇作家の平田オリザさん。

北近畿を観光地としてメッセージを打ち出し、

世界からビジターを集める平田さんに、

「北近畿」の魅力をお聞きしました。

平田オリザさんに聞く

栗三昧！ 秋の綾部を満喫！！山河が美しく、見どころ満載の綾部！ まずは秋、和菓子街道から探訪

北近畿のおもしろさ

　
今
、
私
は
豊
岡
市
に
住
ん
で
い
て
、
京
都
の
北
部
に

は
頻
繁
に
訪
れ
ま
す
。
よ
く
行
く
の
は
福
知
山
。
列
車

の
ダ
イ
ヤ
の
関
係
で
、
福
知
山
か
ら
の
始
発
に
乗
る
日
も

あ
り
ま
す
。
他
に
も
演
劇
的
手
法
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
教
育
が
始
ま
る
宮
津
、
京
丹
後
、
与
謝
野
町

へ
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
京
都
の
北
部
に
は
、
綾
部
や
舞
鶴
な
ど
個
性
的
な
都

市
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
は
「
北
近
畿
は
一つ
の
文
化
圏
」

と
し
て
と
ら
え
る
見
方
を
し
て
い
ま
す
。
各
地
域
で
お
客

さ
ん
を
取
り
合
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
観
光
先
進
地
で
あ
る
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
か
つ
て
ハ
ワ
イ
は
各
島
の
ホ
テ
ル
ご
と
に
競
う
よ
う

に
宣
伝
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
東
南
ア
ジ
ア
や
南
太

平
洋
、
セ
ー
シ
ェ
ル
と
い
っ
た
地
域
が
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
先

と
し
て
力
を
付
け
る
よ
う
に
な
り
、
2
0
0
0
年
代
以

降
は
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
局
が
主
導
し
て
、
ハ
ワ
イ
全
体
の

魅
力
を
押
し
出
す
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ハ
ワ
イ
と
同
様
に
、
北
近
畿
が
ひ
と
つ
の
経
済
圏
と
し

て
一
体
化
す
る
の
が
大
切
で
す
。
ア
ジ
ア
の
富
裕
層
相
手
に
、

城
崎
温
泉
と
天
橋
立
で
競
っ
て
も
意
味
が
な
い
。
む
し
ろ

「
北
海
道
の
富
良
野
と
北
近
畿
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？
」

と
い
っ
た
、
人
工
衛
星
か
ら
の
視
座
の
よ
う
に
、
大
き
く

地
域
観
光
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
続
く
）

村上商事株式会社
https://www.murakami-g.co.jp/

神戸スタンダード石油株式会社
https://kobe-standard-sekiyu.co.jp/

株式会社和光
http://www.taro-hana.com/

株式会社エネアーク関西
https://kansai.enearc.co.jp/

タマダ株式会社
https://www.tamada.co.jp/

タケウチビユーテー株式会社
https://beau-ty.jp/

私たちは北近畿を
応援しています。

北近畿の観光 × 芸術・アートに迫る！

北近畿でも、『ハンケイ500m』が読めます！

綾
部
市
役
所

北

綾
部
駅

由良川

27
173

山河の美と恵みに満たされた綾部市は、北近
畿の中でも行楽や観光スポットの多いところ。
また、全国に先駆けて「世界連邦都市宣言」を
行い、ＪＲ綾部駅北口に立つアンネ・フランクの
ブロンズ像が物語るように、平和を未来へつな
ぐ都市でもある。今号では、綾部の魅力のほん
の一部、通称「和菓子街道」と呼ばれる旧道に
沿って、秋の味覚「栗」の和菓子を訪ねてみた。

ＪＲ綾部駅北口にあるアン
ネ・フランクのブロンズ像。
周囲にバラがあり「バラを
通して平和を世界に」という
願いが込められている。

アンネ・フランクの像

地元に親しまれ創業百年超えの和
菓子店。地酒カステラ「穂乃花」は有
名で、秋は「栗もち」や「栗きんとん」、
栗とあんこのパイ「山づと」も販売。

上原清月堂

材料にこだわり安全で優しい味
を追求する和菓子店。茶席の生
菓子や羊羹、干菓子、どら焼な
ど品揃えも豊富。秋は特産丹波
大納言の栗蒸し羊羹が人気。

御菓子司 菊屋

創業明治42年の赤尾漢方薬
局が営むカフェ。体に優しく美味
しい薬膳料理や、気分や体調に
合わせた「薬膳茶」などを提供。

薬膳喫茶 「悠々」
創業百年を超える老舗和菓子店。大本神苑入
口で昔ながらの製法を守り、全て無添加・手作
り。きな粉をまぶした、餡入りの「金龍餅」が名物。

金龍餅

秋の栗シーズンには、地元産の栗や栗ご
飯弁当などの直売をしている。お手頃な栗
ご飯は絶妙の塩加減にホクホクの栗がた
まらない。

旭町観光栗林園 栗ごはん

由良川を眺める絶好のロケーションに、敦賀
から築百年超えの古民家を移築した和食
店。カウンターや和室、囲炉裏や屋根裏部屋
などで丹波の山海の幸、炭火和牛を堪能。

丹波茶屋 ゆらり由良川

綾部から西に約10km、福知山城近くの
北近畿観光情報館。丹波大納言や黒豆、
丹波栗スイーツが有名で、大粒栗とエダム
チーズがマッチした「丹波栗とエダムのタ
ルト」、栗の甘みと赤ワインの香りを楽しむ
「丹波栗と赤ワインのテリーヌ」は絶品。

さんの丸（京・丹波むらいち）

丹波大納言や、栗、
黒豆を使った季節の
和菓子を手づくり販
売。生糸業で栄えた
歴史に因み、繭玉を
型どったものなど、綾
部特有の和菓子が
揃う。秋は渋皮栗の
「丹波三昧」が人気。

よしみ菓子舗

平和の都市、綾部の魅
力は尽きません。まずは
秋の和菓子街道で散策
してみてください。

綾部をこよなく愛す、
塩見勝美さん
（村上商事株式会社 顧問）

人気スポットの綾部バラ園では、ア
ンネのバラなど市民ボランティアが
育てる150種1200本のバラが見
られる。10/14（土）～11/13（月）
まで「秋のバラまつり」を開催。グン
ゼ博物苑や、あやべ特産館など見
どころが多い。

あやべグンゼスクエア

昭和元年創業の地元に根ざした
和菓子店。丹波大納言、栗、丹波
黒豆の産地であることを生かし、厳
選素材で職人が丁寧に手作りす
る。秋は贅沢栗ようかんが登場。

菓匠 宮代屋

黒
糖
羊
羹

丹
波
大
納
言
羊
羹

大本神苑
料理旅館ふしみや

2023年10月26日北近畿最大の
「洗車広場あやべ」がオープン！
綾部市に500坪！　洗車場付きセルフサービス
型ガソリンスタンドが誕生します。大きな屋根で
雨の日も安心、複合施設も充実しています！
家族みんなが笑顔で楽しめるスポットです。

北近畿の丹波・丹
後・但馬・若狭地域
に密着した「たんたん
ともだちカード」。お得なサービスが受けられる加
盟店は150店以上！　他にない地元還元型
カードで、続 と々入会者が増加中！　あなたもた
んたんともだちカード、はじめませんか？

おトクな「たんたんともだちカード」
はじめませんか？

information of 北近畿

『ハンケイ500m』は京都に限らず、
全国各地に設置。もちろん北近畿で
もお読みいただけます！  設置場所
は、右記QRコードからご覧ください。

さんの丸
あえる めぐる

さんの丸

さんの丸

あえる めぐる

Worksh
op

space

Satellite
radio

Worksh
op

space

Satellite
radio

↓福知山市福知山城公園

x京都府綾部市宮代町前田6-8



　半
径
5
0
0
m
内
の
大
学
と
い
え
ば
、

ま
ず
は
京
都
大
学
、
そ
れ
か
ら
「
芸

短
」？「
造
形
」？ 

い
や
い
や
今
は「
京
都

芸
術
大
学
」。う
ー
ん
、
略
し
て
「
京

芸
」？ 

い
や
い
や
京
芸
は「
市
立
京
都
芸

大
」だ
か
ら
、
ど
う
い
え
ば
い
い
の
か
な
。

略
せ
な
い
。瓜
生
山
に
あ
る
か
ら「
瓜
大
」

と
い
う
の
か
？ 

な
ん
か
す
ご
い
違
和
感

が
あ
る
な
。な
ん
で
い
ま
ご
ろ
こ
ん
な
や

や
こ
し
い
名
前
に
変
更
す
る
必
要
が

あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？ 「
京
芸
」
に
対
す
る

気
遣
い
み
た
い
な
も
の
は
な
い
ん
だ
ろ

う
か
？ 

知
り
あ
い
の「
造
形
」（
や
っ
ぱ
り

こ
の
方
が
し
っ
く
り
く
る
）
の
先
生
と
か

も
居
心
地
が
悪
そ
う
に
し
て
い
る
。こ
の

大
学
に
は
大
勢
、
友
人
知
人
が
先
生
を

し
て
い
て
京
都
の
学
校
で
は
い
ち
ば
ん

馴
染
み
が
深
い
の
だ
が
、
ど
う
に
も〝
実

体
が
つ
か
め
な
い
〞印
象
な
の
だ
。

　少
し
前
の〝
廃
墟
の
巻
〞に
も
書
い
た

が
、
自
分
は
以
前
、
造
形
の
近
所
の「
銀

月
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」に
住
ん
で
い
て
、ア

ト
リ
エ
み
た
い
に
し
て
使
っ
て
い
た
。夜
、

寝
に
帰
る
家
は
別
に
あ
る
の
で
、部
屋
を

使
わ
な
い
時
に
、一時
期
、
当
時
造
形
で

映
画
を
教
え
て
お
ら
れ
た
林
海
象
氏
に
、

課
外
授
業
？
用
に
提
供
し
て

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。二
〜
三

年
続
い
た
だ
ろ
う
か
？ 

と
も

あ
れ
、自
分
が「
造
形
」と
な
ん

ら
か
の
接
点
を
も
っ
た
の
は
、

こ
の
時
限
り
だ
。た
ま
に
面
白

そ
う
な
イ
ヴ
ェ
ン
ト
が
あ
る
時

に
は
足
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

何
年
か
前
に
、
安
藤
忠
雄
氏
の

講
演
会
を
見
に
行
っ
た
が
、
司

会
が
浅
田
彰
氏
だ
っ
た
。浅
田

氏
は
今
、
こ
こ
の
教
授
な
の
だ

な
。少
し
意
外
な
気
が
す
る
。

　さ
て
、
京
大
。さ
れ
ど
京
大

（
何
が
？
）。な
に
し
ろ
自
宅
が

京
大
の
敷
地
内
と
い
っ
て
い
い
よ
う
な

場
所
に
あ
る
の
で
、京
都
大
学
か
ら
日
々

放
射
さ
れ
る
、
異
様
な
物
質
や
五
里
霧

の
中
に
住
ん
で
い
る
カ
ン
ジ
だ
。そ
の
せ

い
か
ど
う
か
、
今
だ
に
青
く
さ
い
学
生

（
書
生
）
気
分
が
抜
け
ず
、
居
酒
屋
な
ど

で
や
た
ら
天
下
国
家
を
論
じ
た
り
す
る

醜
態
を
さ
ら
し
、
あ
げ
く
孫
の
よ
う
な

酔
客
と
つ
か
み
合
い
の
喧
嘩
に
な
る
に

及
ん
で
は
、こ
れ
は
も
う
自
ら
の
愚
か
さ

に
よ
る
所
業
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ

う
だ
。

　自
分
に
は〝
生
来
の
奇
癖
〞と
も
思
う
、

〝
学
校
フ
ェ
チ
〞と
い
う
属
性
が
あ
り
、こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、簡
単

に
い
え
ば
高
校
や
大
学
の
校
舎
を
愛
玩

す
る
行
為
な
の
で
あ
る
。も
っ
と
い
う
な

ら
、
学
校
の
校
風
や
歴
史
な
ど
も一種
の

嗜
好
品
と
し
て
愛
で
る
行
為
。

　こ
う
い
う
性
癖
を
も
っ
て
眺
め
る
京

都
大
学
は
な
か
な
か
に〝
イ
イ
感
じ
〞だ
。

や
っ
ぱ
り
歴
史
が
古
い
だ
け
に
、
味
の
あ

る
た
て
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。自
分
の

悪
癖
が
強
く
発
動
す
る
場
合
に
は
、
こ

う
い
う
イ
イ
感
じ
の
レ
ン
ガ
造
り
の
校

舎
を
、
少
し
削
岩
し
て
持
っ
て
か
え
る
、

と
い
う
言
語
道
断
な
狼
藉
に
及
ぶ
こ
と

が
往
々
に
し
て
起
き
る
の
で
、構
内
を
散

策
す
る
時
な
ど
は
、
な
る
べ
く
気
を
張
っ

て
歩
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

　魅
惑
的
な
た
て
も
の
の
宝
庫
で
あ
る

京
大
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
異
質
な
魅

力
を
放
っ
て
い
る
の
が
、フ
ラ
ン
ク
・
ザ
ッ

パ
激
賞
の「
西
部
講
堂
」と
、少
年
ジ
ャ
ン

プ
「
サ
カ
モ
ト
・
デ
イ
ズ
」
で
も
お
な
じ

み「
𠮷
田
寮
」で
あ
ろ
う
。「
熊
野
寮
」も

イ
イ
が
、
あ
そ
こ
は
存
在
自
体
の
面
白

さ
は
あ
る
が
、た
て
も
の
の
魅
力
的
に
は

乏
し
い
。モ
ダ
ン
す
ぎ
る
。

　さ
す
が
に
’77
年
の
フ
ラ
ン
ク
・
ザ
ッ

パ
京
都
公
演
に
は
行
け
な
か
っ
た
も
の

の
、’85
年
以
降
は
数
多
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
た
り
、出
演
し
た
り
、「
西
部
」に
は

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。外
で
大
音
量
で

や
っ
て
ケ
ー
サ
ツ
が
来
た
り
、
カ
ン
パ
を

払
わ
な
か
っ
た
り
、
迷
惑
も
か
け
て
い
る

な
。で
も
こ
ん
な
場
所
は
他
に
は
な
い
。

大
マ
ジ
メ
に
重
要
文
化
財
に
し
た
っ
て
い

い
と
思
う
。確
か
に
今
の
若
い
京
大
生
た

ち
に
と
っ
て
は
だ
ん
だ
ん
疎
遠
な
存
在

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
も
、
京
都
に
は
西
部
講
堂
な
り
、𠮷

田
寮
み
た
い
な
場
所
が
あ
る
か
ら
い
い

の
だ
。あ
あ
い
う
も
の
を
許
容
す
る
土
地

柄
だ
か
ら
京
都
は
面
白
い
の
だ
。そ
う
い

う
空
気
に
惹
か
れ
て
や
っ
て
く
る
者
も

多
い
と
思
う
。自
分
な
ん
か
は
ま
さ
に
そ

う
。今
は
全
国
的
に
自
治
寮
つ
ぶ
し
が
行

な
わ
れ
て
、
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
𠮷
田

寮
、熊
野
寮
、北
大
の
恵
迪
寮
く
ら
い
な

の
か
な
？ 

お
上
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
隠

密
み
た
い
な
得
体
の
知
れ
な
い
連
中
に

負
け
ず
に
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

イラスト / 山本精一

半
径
五
百
米
の

ア
カ
デメイ
ア

山本精一 ESSAY

x京都市中京区六角通富小路東入ル大黒町80番地3
バナナとイエロう  z075-213-0877　https://banana-to-yellow.jp/
宮脇賣扇庵  z075-221-0181　http://www.baisenan.co.jp/

山本精一（やまもと・せいいち）
1958年兵庫県生まれ。国内アヴァン・ポッ
プの先駆者として知られ、'86年に日本のオ
ルタナティブ・ロック・バンド「ＢＯＲＥＤＯＭ
Ｓ」に参加。その後「想い出波止場」や「羅針
盤」、「ROVO」など数多くのユニットを結成
し、国内外で活躍。ソロでも人気を博す。
2019年10月には自身がプロデュースす
るライブスペース「ミングル」を木屋町に
OPEN。精力的な活動を続けている。

ミングル
https://mingle.localinfo.jp/
京都市中京区西木屋町通六角下ル

西木屋町のライブスペース

アルバム絶賛発売中！
2020年発売のうたものアルバム『selfy』
の原曲(原詞)集『UR TRACKS』(ウル・ト
ラックス) を、山本精一オンラインストアと
ライブ会場限定で販売。selfy内の各楽曲
の「最初期バージョン(アコースティックギ
ター弾き語り)」。傑作の全７曲・約46分。

大
学
の
巻

ウ
リ
ダ
イ

ご  

り  

む

け
い
て
き

は
や
し
か
い
ぞ
う

ス
も
多
い
そ
う
で
す
ね
。

　
同
志
社
大
学
の
商
学
部
は
、
実
際
の
現
場
の

学
問
で
あ
る
「
実
学
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

社
会
と
関
わ
る
中
で
プ
ラ
ス
の
貢
献
を
す
る
こ

と
に
、
学
問
と
し
て
の
「
商
学
」
の
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド
や
飲
料
・
生
活
家
電
メ
ー
カ
ー
な
ど
、

多
分
野
の
企
業
と
共
同
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
企
業
の
課
題
に
対
し
て
、
学
生

た
ち
が
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
企
画
を
提
案
し
ま
す
。

　
企
画
を
考
え
る
上
で
、
課
題
を
自
分
た
ち
で

再
定
義
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
提
案
が
形
に

な
る
ま
で
に
か
か
る
１
０
０
時
間
ほ
ど
の
う
ち
、

課
題
を
深
掘
り
し
、
分
析
す
る
時
間
が
半
分
を

占
め
ま
す
。
企
業
と
の
共
同
研
究
で
は
、
コ
ン

セ
プ
ト
の
設
計
か
ら
販
売
戦
略
ま
で
商
品
開
発

を
丸
ご
と
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
学
生

た
ち
に
と
っ
て
も
学
び
が
多
い
で
す
。

ー
ま
さ
に
「
実
学
」
と
し
て
の
取
り
組
み
で

す
ね
。
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
考
え
た
企
画

は
、企
業
に
と
っ
て
も
価
値
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　
同
志
社
大
学
に
赴
任
し
て
９
年
目
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
「
パ
ン
に
合
う
カ
レ
ー
」
や
「
防

災
食
リ
ゾ
ッ
ト
」
な
ど
、
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
の

企
画
が
実
際
に
商
品
化
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
多
く

あ
り
ま
す
。
学
生
た
ち
が
競
合
商
品
を
食
べ
比

べ
た
り
、ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
と
、

商
品
開
発
ま
で
の
調
査
に
、
4
0
0
時
間
を
費

や
し
た
商
品
も
あ
り
ま
す
。
徹
底
し
て
コ
ン
セ

プ
ト
の
設
計
に
こ
だ
わ
り
、
そ
こ
に
学
生
な
ら

で
は
の
視
点
が
入
る
こ
と
で
、
新
し
い
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
が
ま
さ
に
、
ブ

ラ
ン
ド
を
作
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ー
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
Z
世
代
の
消
費
や

購
買
行
動
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま

す
か
？

　
学
問
と
し
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
消
費
者

を
理
解
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
学
生
た
ち

は
ま
さ
に
Z
世
代
の
ど
真
ん
中
で
す
が
、
今
後
、

Z
世
代
が
あ
ら
ゆ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ブ
ラ

ン
ド
の
入
り
口
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
若
い
世
代

の
価
値
観
に
ど
う
向
き
合
い
、
寄
り
添
っ
て
、

理
解
し
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。

　
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
、
新
し
い
価
値
観

や
消
費
ス
タ
イ
ル
が
登
場
し
、
モ
ノ
の
価
値
や

消
費
者
の
考
え
方
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
時
代

や
環
境
に
よ
っ
て
変
わ
る
消
費
者
を
理
解
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
研
究
に
終
わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
買
い
物
は
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
、
交
通
手
段
や

旅
行
は
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
で
楽
し
む
。

Z
世
代
を
中
心
に
、
消
費
や
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ

る
新
し
い
価
値
観
が
次
々
と
生
ま
れ
る
中
、
新

た
な
市
場
の
創
造
に
つ
な
が
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
。
実
務
家
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究
に
取
り

組
む
同
志
社
大
学
の
髙
橋
広
行
教
授
。
多
分

野
の
企
業
と
共
同
研
究
し
、
学
生
た
ち
と
新
商

品
開
発
に
挑
む
髙
橋
教
授
が
思
い
描
く
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
」
の
こ
れ
か
ら
と
は
ー
。

ー
髙
橋
先
生
は
実
務
家
経
験
の
あ
る
研
究

者
と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費
者
行
動
、

Z
世
代
を
テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
の

内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
広
告
会

社
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
勤
め
た
後
、
研

究
者
を
志
し
ま
し
た
。
実
務
で
培
っ
た
現
場
感

覚
を
持
ち
な
が
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
術
的

に
考
え
て
研
究
成
果
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
研
究
者
と
企
業
の
良
い
橋

渡
し
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
モ
ノ
が
売
れ
る
仕
組
み
を
作
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
中
で
も
特
に
、
モ
ノ
の
価
値
を
熟
考
し
た

上
で
売
り
方
を
考
え
る
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
専
門

に
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
の
普
及
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
に
よ
り
、
ア
プ
リ
の
履
歴
デ
ー
タ
な
ど

か
ら
、
よ
り
細
や
か
に
購
買
者
の
行
動
や
気
持

ち
を
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
た
人
が
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド

の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
分
析
し
て
、
消
費
者
の
気
持
ち
と
行

動
を
つ
な
ぐ
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ー
髙
橋
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
た
ち
が
発

案
し
た
企
画
が
、
実
際
に
商
品
化
さ
れ
る
ケ
ー

踏み出せ！
「ガクモン」の未来
大学ラボ最前線

社会に活きる「実学」として、
Z世代に向き合う新しい価値観を探る。

The  Study _ 08

「マーケティング研究」のこれから
同志社大学 商学部 髙橋広行教授

1971年大阪府生まれ。関西学院
大学大学院 商学研究科 博士課
程 後期課程 修了、博士（商学）。
2015年4月より同志社大学 商学
部 准教授、20年4月より現職。1級
販売士・専門社会調査士。専門は
マーケティング（消費者行動論、ブラ
ンディング、小売マーケティング）。Z
世代インサイト研究所所長を務める。
趣味は日本酒と酒蔵巡り、映画鑑賞。

同志社大学 商学部 教授
髙橋広行（たかはし・ひろゆき）

記事の続き・
動画はこちらから
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ヤノベケンジ
現代美術作家。京都芸術大学美術工
芸学科教授。ウルトラファクトリーディレ
クター。1965年大阪生まれ。1991年京
都市立芸術大学大学院美術研究科
修了。1990年代初頭より、「現代社会
におけるサヴァイヴァル」をテーマに機能
性を持つ大型機械彫刻を制作。幼少
期の遊び場だった大阪万博の会場跡地

「未来の廃墟」を創作の原点とする、ユ
ーモラスな形態に社会的メッセージを込
めた作品群は国内外から評価が高い。
1997年放射線感知服《アトムスーツ》を身にまといチェルノブイリを訪れる《アトムス
ーツ・プロジェクト》を敢行。21世紀の幕開けと共に、制作テーマを「リヴァイヴァル」
へと移行。2011年、東日本大震災後、希望のモニュメント《サン・チャイルド》を制作
し、国内外で巡回。 2017年、「船乗り猫」をモチーフにした、旅の守り神《SHIP’S 
CAT》シリーズを制作開始。2022年に開館した大阪中之島美術館のシンボルと
して《SHIP’S CAT（Muse）》が恒久設置される。 https://www.yanobe.com/

四
方
八
方
に
突
起
を
伸
ば
し
た
外
観
が
特
徴
的

な
ド
ー
ム
は
、
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
の
代
表
作
の
ひ
と

つ
《U

LTRA

―
黒
い
太
陽
》
の
外
壁
と
し
て
使
わ

れ
た
も
の
だ
。
2
0
0
9
年
、
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
初
め
て
学
生
た
ち
と
共
同
制
作
し
た
こ

の
彫
刻
作
品
は
、
万
博
記
念
公
園
に
あ
る
岡
本
太

郎
の
《
太
陽
の
塔
》
背
面
に
描
か
れ
た
「
黒
い
太

陽
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

《
太
陽
の
塔
》
内
部
に
は
、
岡
本
太
郎
が
「
生
命

の
樹
（The Tree of Life

）」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
た

有
機
的
で
独
創
的
な
世
界
が
広
が
る
。
ヤ
ノ
ベ
は

2
0
2
0
年
、「
生
命
の
樹
（The Tree of Life

）」
の

さ
ら
に
基
と
な
る
「
生
命
の
実
」
を
テ
ー
マ
に
、
ド

ー
ム
内
に
映
像
を
投
影
す
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

作
品
《Seed of Life

（
生
命
の
実
）》
を
制
作
し
た
。

こ
の
作
品
は
当
初
、
ア
ー
ト
と
サ
イ
エ
ン
ス
の

融
合
を
目
的
に
20
年
4
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た

「KYO
TO

 STEAM

―
世
界
文
化
交
流
祭
」
の
一

環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
と
先
端
企
業
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

細
藻
類
の
研
究
開
発
を
行
う
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
・SeedBank

社
長
の
石
井
健
一
郎
、
研
究

者
で
あ
る
海
洋
開
発
研
究
機
構
の
木
元
克
典 

、
島

根
大
学
の
仲
村
康
秀
ら
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
、
ヤ

ノ
ベ
と
当
時
京
都
芸
術
大
学
2
年
生
の
大
野
裕
和

に
よ
っ
て
制
作
が
進
め
ら
れ
た
。

《U
LTRA

―
黒
い
太
陽
》
の
ド
ー
ム
の
形
状
は
、

あ
る
珪
藻
類
の
休
眠
胞
子
と
酷
似
し
て
い
る
と
い

う
。
ヤ
ノ
ベ
は
「
無
機
か
ら
有
機
が
発
生
す
る
瞬

間
、
両
者
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
出
会
い
に
よ
る

『
生
命
の
誕
生
』
に
は
〝
形
＝
芸
術
〞
が
あ
る
。
海

洋
か
ら
誕
生
す
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
そ
の
殻
の
幾

何
学
的
な
形
の
連
な
り
は
、
過
去
か
ら
現
在
、
さ

ら
に
未
来
へ
と
向
か
う
『
地
球
の
レ
コ
ー
ド
（
記

録
）』
を
想
起
さ
せ
る
」
と
語
る
。

V
R
視
聴
も
想
定
し
た
5
分
間
の
映
像
は
、
海

洋
深
く
潜
航
し
、
生
命
の
始
原
へ
遡
る
旅
の
擬
似

体
験
で
も
あ
る
。
超
深
海
の
よ
う
な
闇
を
抜
け
た

先
に
、
ミ
ク
ロ
な
生
命
体
で
あ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
輝
く
よ
う
に
漂
う
映
像
は
、
地
球
と
い
う
生
態

系
を
織
り
な
す
生
命
の
豊
穣
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

と
こ
ろ
が
、
作
品
発
表
を
控
え
た
20
年
春
、
世

界
を
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
席
巻
す
る
。
未
知
の
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
脅
威
か
ら
展
示
が
延
期
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
ヤ
ノ
ベ
ら
は
作
品
を
拡
張
し
、
さ
ら
な

る
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
試
み
る
。《Seed of Life

（
生

命
の
実
）》
を
移
動
可
能
な
住
居
と
し
て
展
開
す
る

《
藻
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
計
画
》
を
構
想
し
た
の
だ
。
最

先
端
の
技
術
に
よ
っ
て
ド
ー
ム
外
壁
で
微
細
藻
類

を
培
養
し
、
食
糧
や
燃
料
用
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
原
料
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
《
藻
バ
イ
ル
ハ

ウ
ス
計
画
》
は
、
地
球
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
人

類
が
生
き
延
び
る
未
来
を
構
想
し
て
い
る
。
ま
さ

し
く
ア
ー
ト
と
サ
イ
エ
ン
ス
が
融
合
し
た
《
藻
バ

イ
ル
ハ
ウ
ス
計
画
》
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

危
機
を
経
験
し
た
今
、
身
体
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を

伴
っ
て
新
た
な
「
生
命
の
形
」
を
予
感
さ
せ
る
。

Seed of Life 生命の実
vol.32

〈右〉「STEAM THINKING－未
来を創るアート京都からの挑戦 
アート×サイエンスGIG」 2020
年 京都市京セラ美術館 本館

（新型コロナウイルス感染症対
策のため一般公開は中止）

〈下〉KYOTO STEAM 2020 国
際アートコンペティション スター
トアップ展」 2020年 京都市京
セラ美術館 東山キューブ

（上記2点： 撮影: 顧剣亨／写
真提供：京都芸術大学）

〈左〉ドローイング 《藻バイルハウ
ス計画》 2020年
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「壹錢洋食」の筋向いにある菓子司。白あんは
お月さま、赤あんは雲をイメージして作られる名物
のお団子は？ 

問題を解くと抽選で素敵なプレゼントが当たります！

●京都シネマ 映画鑑賞券 ３名様にプレゼント！

出題の答えと、①年齢性別 ②ハンケイ500mの入手場所 ③面白
かった頁 ④最近のマイブーム ⑤希望するプレゼント、その他ご感想
やご意見などございましたらお書き添えの上、応募先までメールをご送
信下さい。正解者には抽選で商品をプレゼントいたします。当選者には
直接メールにてご連絡いたします。※応募の段階で名前や住所などの
記入の必要はありません。※携帯メールアドレスからのご応募の際、エ
ラーが起きる場合がございます。【answer@hankei500.com】からのメ
ールを受信できるように設定をお願い致します。
応 募 先： answer@hankei500.com
締め切り： 2023年11月1日 am0:00

前回の答　　岡田 博和

information

本物を知る京おんなが本誌の内容から１問を出題します！ 答えは
必ず、本誌に書かれています。じっくり読んで、答えて下さいね！

quiz

ロスト・キング 500年越しの運命
9/22（金）公開京都シネマ

おすすめ映画
The Lost King│2022│英│108分│
監督：スティーヴン・フリアーズ
出演：サリー・ホーキンス、スティーヴ・クーガン
©PATHÉ PRODUCTIONS LIMITED AND BRITISH BROADCASTI
NG CORPORATION 2022 ALL RIGHTS RESERVED.
https://culture-pub.jp/lostking/

2012年、イギリスのとある駐車場で、500年も
の間、行方不明となっていた英国王リチャード三
世の遺骨が見つかった。発掘の立役者となったの
は、ひとりの“主婦”だった……。驚きの実話を
アカデミー賞常連監督＆キャストが映画化。「シ
ェイクスピア批判か？」なんて言葉を跳ねのけ
て、リチャード三世の名誉回復のために奔走する
彼女の“推し活”姿は、私たちに勇気と感動を与
えてくれる。　　　　　　京都シネマ　中根沙絵

イノセンツ

9月上旬上映予定

2021│ノルウェー・デンマーク・フィンランド・
スウェーデン│117分│PG12
監督：エスキル・フォクト
©2021 MER FILM, ZENTROPA SWEDEN, SNOWGLOBE, BUFO, 
LOGICAL PICTURES

『わたしは最悪。』でアカデミー脚本賞にノミネー
トされた鬼才エスキル・フォクト監督作品。大友
克洋『童夢』からインスピレーションを得た美し
くも不気味な北欧サイキック・スリラー。ノルウ
ェー郊外の住宅団地。夏休みに友人同士になった
4人の子どもたちが、親たちの目の届かないとこ
ろで隠れた力に目覚める。子どもたちは近所の庭
や遊び場で新しい力を試すが、次第にエスカレー
トしていき、事態は最悪な方に傾き始める……。

京都シネマ  http://www.kyotocinema.jp
京都市下京区烏丸通四条下西側  COCON烏丸3F　 075-353-4723

上映情報の
ご確認はこちら

CiNEMA

編集長：ちゃいかさん、ラブコメ好きですか？

ちゃいか：ラブコメといえば、やはり「キュン」。僕が初めて
キュンを意識したのは、森脇健児さん主演ドラマ『お願いデ
ーモン!(1993)』。主人公、嫌がりながらも口角上がってる、
目尻下がって…コイツ、さてはキュンか!?小学生の僕は潜考
した。そう「キュン」とは胸が締め付けられる切ない思い。
そしてキュンする人間はその反応を隠せない。その反動ハ、
身体ニ現レル!!『世界忍者戦ジライヤ(1988)』の山地ケイ
も、ジライヤに文句言いつつ、要所要所「闘破‥」と顔を赤
らめていた。『ハイスクール！ 奇面組(1985)』の唯ちゃんも!

『らんま1/2(1989)』のあかねも!!『オバケのQ太郎(1985)』
のP子ですら!!!『東京大学物語(1992)』で騒ぐクラスの女子
に幻滅しながら、僕はキュンの尊さをハンカチに大事に包ん
だ。月日は流れ、キュンの至宝『I"s(アイズ)(1997)』が連
載を開始。桂正和先生、生まれてきてくれて有難う御座いま
す。そんな僕のオススメ３選。①『桃色サバス/中津賢也』。
魔神の魂を持つ高校生と、その純情さにほだされた刺客の魔
女の話、古き良き昭和漫画のどたばたキュンコメ。②『ガン
バレ！中村くん!!/春泥』。同級生の彼しか頭に無い粘着系妄
想男子による爽やかな80’sタッチライトBL。③『正反対な君
と僕/阿賀沢紅茶』。淡くて真面目な二人にキュンが過ぎるが
しっかりコメ。今一番続きが読みたいのがこの作品だ。新子
編集長の好きなラブコメは？
編集長：『ときめきトゥナイト(1982)』！！！！！

Question 21

※上記はあくまでもサブカルオタク
の独断と偏見です。

ADちゃいか(Twitter: @AD22897751)
同志社大卒、某バイクショップ店長、ラジオパーソ
ナリティ(FMおとくに)。
毎週放送中『RadioBoozeK(水曜15:00-16:28)』

『ベースメント・テープス(水曜20:30-21:58)』は
リスラジ(無料アプリ)で、全国どこでも聴取でき
ます。
■■包子/現代アート作家はかなシさん
(Twitter: @soranosian)との創作コンビ
幽霊画 /ダブリーヌ・ドヌーヴさん(Instagram: 
dubreenu_donuuve)とのバンド
Podcast/『とりネクスト(株式会社ネクステージ)』

『マジで広報する５秒前 ( 株式会社関広 & 株式
会社タックリンク)』宜しくお願いします。

編集長と副編集長が質問！

サブカル話を聞く！

京都みなみ会館  https://kyoto-minamikaikan.jp/
京都市南区西九条川原城町110　 075-661-3993

上映情報の
ご確認はこちら

Answer

京都みなみ会館
おすすめ映画

京都人

アコースティックな編成でストレートなフォークか
らロック、ポップスと幅広い楽曲で人気を博してき
た「京都町内会バンド」。結成26周年を迎えた今年、
9月6日に6年ぶりのニューアルバム「Summertime 
Folk」をリリースした。元「東京少年」の笹野みち
る、シンガーソングライターの原田博行、ベーシ
ストの有田さとこ。キーボード脱退により3人とな
ったメンバーが、今「届けたい」想いを等身大で演
奏した作品は、切なくもあたたかいサウンドとなっ

て胸に響く。人生
を振り返り、未来
を描き、日常の中
に答えを探しな
がら生きる。「京
都町内会バンド」
の醍醐味を、また
確認させてくれ
るアルバムだ。

京都町内会バンド ニューアルバム「Summertime Folk」
発売日：2023.9.6　価格：¥2800（＋tax）
仕様：CDサイズ紙ジャケ

＜ オンラインショップBASE　CD購入者特典＞
メンバー全員のサイン入りポストカード（無くなり次第終了）

「京都町内会バンド」
6年ぶり、ニューアルバムをリリース！

公式X オンラインショップ



TOWA株式会社

もよりバス停は「市民防災センター前」

z075-692-0250　
x京都市南区上鳥羽上調子町5番地
https://www.towajapan.co.jp/

　
仰
ぎ
見
た
山
の
峰
に
、
白
雲
が
流
れ
て

い
く
。
頂
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、
や

が
て
道
は
険
し
く
、
山
は
厳
し
い
相
貌
を

見
せ
る
。
そ
こ
に
は
、
登
り
来
た
者
だ
け

が
目
に
す
る
景
色
が
あ
り
、
登
り
来
る
者

に
の
み
与
え
ら
れ
る
試
練
が
あ
る
。

　
T
O
W
A
株
式
会
社
の
社
長
に
就
任

し
た
岡
田
博
和
に
と
っ
て
、
企
業
経
営
は

ま
さ
し
く
未
踏
峰
の
山
の
頂
を
目
指
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
社
長
就
任

か
ら
２
年
後
の
2
0
1
4
年
4
月
、
岡
田

は
、
24
年
の
売
上
高
5
0
0
億
円
を
目

標
に
掲
げ
た
「
T
O
W
A
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
発
表
す
る
。
当
時
の
売
上
高
は
1
7
1

億
円
。
岡
田
が
目
標
と
し
た
5
0
0
億
円

は
、
半
導
体
の
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
工
程
の

市
場
規
模
に
匹
敵
す
る
桁
違
い
の
金
額

だ
っ
た
。

　
当
初
は
社
内
で
も
、
5
0
0
億
円
と
い

う
目
標
に
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
と
い
う
。

岡
田
は
「
こ
ち
ら
の
思
い
が
ぶ
れ
て
は
、

誰
も
つ
い
て
来
て
く
れ
な
い
。
絶
え
ず
目

標
を
発
信
し
続
け
て
1
年
、
2
年
と
経
つ

う
ち
、
段
々
と
社
内
の
空
気
が
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
ま
だ
世
の
中
に
な
い
製
品
を
、
独
自
の

技
術
で
生
み
出
し
て
い
く
。
日
々
、
新
た

な
も
の
づ
く
り
を
目
指
す
挑
戦
の
志
こ
そ
、

創
業
以
来
T
O
W
A
の
成
長
を
支
え
続
け

る
D
N
A
で
あ
り
、
原
点
と
言
え
る
。
創

業
者
で
あ
る
坂
東
和
彦
が
T
O
W
A
の
も

の
づ
く
り
に
込
め
た
「
ク
ォ
ー
タ
ー
・
リ
ー

ド
」
の
哲
学
を
、次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
。

そ
の
た
め
の
基
盤
と
し
て
打
ち
出
し
た
の

が
「
T
O
W
A
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
だ
っ
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
る
半
導
体
産
業
は
、

世
界
的
な
政
治
情
勢
や
景
気
に
よ
っ
て

刻
々
と
状
況
が
移
り
変
わ
る
。
営
業
や
製

造
の
現
場
で
、
そ
し
て
経
営
者
と
し
て
、

岡
田
は
常
に
「
T
O
W
A
に
と
っ
て
の
ベ

ス
ト
は
何
か
」
を
考
え
続
け
て
き
た
。
将

来
の
あ
る
べ
き
姿
を
思
い
描
き
、
そ
こ
に

向
け
て
社
員
一
丸
と
な
っ
て
着
実
に
歩
み

続
け
る
。
そ
の
直
向
き
な
一
歩
一
歩
が
、
ま

だ
見
ぬ
頂
へ
と
続
く
道
に
な
る
と
信
じ
て
。

　「
目
標
と
は
、
成
し
遂
げ
る
た
め
に
あ

る
」。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
岡
田
の
断
固
た

る
思
い
が
、
社
員
を
ひ
と
つ
に
し
た
。

2
0
2
2
年
3
月
、
T
O
W
A
は
連
結

決
算
で
過
去
最
高
と
な
る
売
上
高
5
0
6

億
6
6
0
0
万
円
を
計
上
す
る
。
主
力
で

あ
る
半
導
体
事
業
の
生
産
体
制
強
化
、

総
合
的
に
顧
客
の
要
望
を
実
現
す
る

T
S
S
（
ト
ー
タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
）
事
業
の
展
開
、
積
極
的
な
M

＆
A
に
よ
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
が
実
を
結
び
、

「
T
O
W
A
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
掲
げ
た
目

標
を
2
年
前
倒
し
で
達
成
し
た
の
だ
。

　
岡
田
は
「
も
の
づ
く
り
メ
ー
カ
ー
と
し

て
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
作
り
上
げ
る

技
術
は
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
高
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
、そ
の
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
マ
ッ

チ
ン
グ
で
き
る
環
境
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
父
と
慕
い
、
師
と
仰
い
だ
坂
東
和
彦
と

の
出
会
い
か
ら
44
年
。「
超
精
密
金
型
」

と
「
半
導
体
製
造
装
置
」
の
製
造
販
売
か

ら
始
ま
っ
た
T
O
W
A
の
歴
史
は
、
岡
田

が
人
生
を
賭
し
て
歩
ん
で
き
た
道
と
言
え

る
。
そ
こ
に
は
常
に
、
原
点
で
あ
る
「
も

の
づ
く
り
」
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
。

　「
こ
れ
ま
で
の
10
年
は
『
も
の
づ
く
り
の

真
価
に
挑
む
』
と
い
う
思
い
で
、
T
O
W
A

の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
に
注
力
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
次
の
10
年
は
『
変
革

で
世
界
の
頂
へ
』
を
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
た
い
。

失
敗
や
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、

グ
ル
ー
プ
一
丸
で
、
も
の
づ
く
り
の
新
た
な

価
値
を
創
出
す
る
こ
と
に
挑
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　
創
業
者
・
坂
東
和
彦
よ
り
受
け
継
い
で

き
た
T
O
W
A
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
宿

る
精
神
。
そ
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
次

の
頂
を
目
指
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
。
時
は
今
、
啐
啄
の
機
に
あ
る
。

岡
田
博
和

 

も
の
が
た
り 09Vol

TOWA株式会社
代表取締役社長
岡田 博和

　啄
の
機
、

さ
ら
な
る
頂
へ

そ
っ
た
く

そ
っ
た
く

宝ホールディングス株式会社 お客様相談室 075-241-5111

https://sakabanashi.takarashuzo.co.jp/

酒噺とは
お酒の楽しみ方を文化・知識・店・想いの４つの角度から伝える、
宝酒造の情報サイト読むと今宵の１杯が楽しくなる！ 
お酒好き必見の熱いコンテンツは一見の価値あり。 

知ることで、お酒がもっと楽しくなる。
宝酒造presents

　
京
都
を
拠
点
に
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
匠
が
、お
酒
の
楽
し

み
方
を
語
る
シ
リ
ー
ズ
。今
回
は
、先
斗
町
の「
酒
と
肉
天
ぷ
ら

勝
天
」の
営
業
部
長
・
藤
岡
信
久
さ
ん
に
、訪
日
客
に
人
気
の

料
理
と
日
本
酒
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
欧
米
や
ア
ジ
ア
か
ら
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
う
同
店
で
は
、ほ
と

ん
ど
の
方
が
日
本
酒
を
注
文
さ
れ
る
そ
う
で
す
。一
番
人
気
は
松

竹
梅「
豪
快
」を
ベ
ー
ス
に
し
た「
S
A
K
E
カ
ク
テ
ル
」。抹
茶
、

レ
ブ
ヒ
ー
ト（
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
）、モ
ヒ
ー
ト（
ミ
ン
ト
）、キ
ー
ル

ロ
ワ
イ
ヤ
ル（
カ
シ
ス
）の
4
種
あ
り
ま
す
。カ
ク
テ
ル
を
飲
む
前

に
、日
本
酒
そ
の
も
の
の
味
わ
い
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
豪
快
」を
ス
ト
レ
ー
ト
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
。「
O
h
!

（
美
味
し
い
）」の
声
と
と
も
に
、牛
の
天
ぷ
ら
や
海
鮮
寿
司
に
箸

も
杯
も
ぐ
い
ぐ
い
進
み
ま
す
。

　
今
、世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
酒
と
日
本
食
に
つ
い

て
の
噺
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

酒
と
肉
天
ぷ
ら 

勝
天

が
っ
て
ん

記事はこちらから読めます。
https://sakabanashi.takarashuzo.co.jp/
cat3/kyotogatten_230825

先
斗
町
の
居
酒
屋「
勝
天
」に
聞
い
た

外
国
人
観
光
客
が
注
目
す
る
お
酒
の
噺

が
っ
て
ん

酒
噺 

× 

ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
コ
ラ
ボ
記
事

お酒は20歳を過ぎてから。ストップ飲酒運転。妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。お酒は楽しく適量を。のんだあとはリサイクル。

45 44



9月9日（土）～14日（木）京都みなみ会館
京都市南区西九条川原城町110  
京都駅八条口より徒歩15分、近鉄・東寺駅西へ1分
TEL.075-661-3993　https://kyoto-minamikaikan.jp

11月4日（土）～ シアターセブン
大阪市淀川区十三本町1丁目7-27 サンポードシティ5F  
阪急・十三駅下車 西口より徒歩5分
TEL.06-4862-7733　https://theater-seven.com
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